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このたびは「サンバー」を

お買い上げいただき、ありがとうございます。
本書は車両の取り扱いかたについて必要事項・重要事項をご説明しています。

安全で快適にお使いいただくために、ご使用の前に必ずお読みください。

また、法律で使用者に点検・整備の義務が規定されており、使用者の保守管理責任がう

たわれております。別冊の「メンテナンスノート」と併せてお読みください。

・交通ルール・マナーを守り運転しましょう。

・自然環境保護にも気をくばりましょう。

・スバル販売店で取り付けられた装備（販売店オプション）の取り扱いについ

ては、その商品に付属の取扱説明書をお読みください。

・保証内容および点検整備については、別冊の「メンテナンスノート」をお読

みください。

・取扱説明書は「メンテナンスノート」とともに、お車に保管してください。

・お車をゆずられるときは、次のオーナーのために保証の有無にかかわらず取

扱説明書、メンテナンスノートをお車につけておゆずりください。

・装備については販売店でカタログをご請求ください。

・ご不明な点は担当営業スタッフにおたずねください。

車の仕様などの変更により、本書の内容がお車と一致しない場合がありますので

ご了承ください。



00-.book  3 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
本書の見かた

本書の見かた
安全に関する表示
車に乗っている人や歩行者を含めた他の人が傷害を受ける可能性のあることや車体が損

傷する可能性があることを回避法とともに示しています。

禁止行為はイラストに禁止マークが入っています。

その他の表示

表示やマークについて

警告 指示に従わないと、死亡、または重大な傷害を負う可能性があります。

注意
指示に従わないと、傷害を負う可能性があります。

また、車体が損傷する可能性があります。

イラストに左記のマークを記載して禁止事項を示しています。

アドバイス 知っておくと便利なこと

知っておいていただきたいこと

グレード等により異なる装備については

よつばマークがついています。
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本書の見かた
このページはサンプルページです。記載されている内容は実際のお車とは異なります。

本文の見かた

Acc
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本書の見かた
本書では、色々な方法で目的のものを検索できるようにしてあります。

検索について

タイトルから探す
本書の構成
ツメタイトル
各章の目次

場所から探す
イラスト目次. . . . . . . . . . . 0－1 ページ

警告灯から探す
警告灯一覧  . . . . . . . . . . . . 0－7 ページ

名称から探す
さくいん . . . . . . . .さくいん－1 ページ
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本書の構成

本書の構成
2

1

3

4

5

6

7

8

9

本書は次の9章から構成されています。

とくに第1章の「必読！安全で快適な運転のポイント」は重要です。

しっかりとお読みください。

イラスト目次
イラストから説明ページが検索できます。

1章 必読！安全で快適な運転のポイント
「重大な傷害や事故・車両火災におよぶおそれがあること」および「一般的な注意」と、その
回避方法および重要ポイントを記載しています。重要ですので必ずお読みください。

2章 運　転　す　る　前　に
はじめてこのお車にお乗りいただく方のために、ドアの開閉、シート、
シートベルト、SRSエアバッグ等の取り扱い上の説明と注意をしています。

3章 運　転　す　る　と　き
スイッチ類の使いかた、メーター表示の意味、安全装置等、運転装置の
取り扱い上の説明と注意をしています。

4章 室内装備品の使いかた
室内装備品とエアコン・オーディオ等の快適装備についての
取り扱い上の説明と注意をしています。

5章 寒 冷 地 で の 使 い か た
季節による取り扱い、運転方法などについて説明しています。

6章 万　一　の　と　き
故障やパンクしたときなど、万一のときに必要な処置方法について
説明しています。

7章 車　の　手　入　れ
お車の手入れのしかたと日常点検について説明しています。

8章 特別装備車（赤帽車、 JA車、郵政）の仕様
特別装備車の専用装備の取り扱い上の説明と注意をしています。

9章 サ ー ビ ス デ ー タ
車のお手入れ整備に必要なデータを表で示しています。

さくいん
用語を五十音順で検索できます。
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イラスト目次

イラスト目次
けん引フック ･････････････6 － 15

ワイパー・ウォッシャー ･･･3 － 7

ヘッドランプ ･････････････3 － 4

ドアミラー ･･･････････････2 － 63

フロントフォグランプ･･･ 3 － 10

タイヤ ･･･････････････ 7 － 7

ドア ･････････････････ 2 － 3

燃料補給口 ･･･････････ 2 － 21

ドアの施錠・解錠 ･････ 2 － 3

チャイルドプルーフ ･･･ 2 － 17

000199
0－1
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イラスト目次
リヤワイパー・ウォッシャー ･･･ 3 － 9

リヤゲート ･･･････････････ 2 － 23、 25

リヤコンビネーションランプ ･･･ 7 － 17

リヤコンビネーションランプ･･･････ 7 － 17

番号表示灯（ライセンスランプ）････ 7 － 18

リヤゲート･･･････････････････････ 2 － 27

作業灯･･･････････････････････････ 3 － 11

000200
0－2
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イラスト目次
発炎筒 ･････････････････6 － 11
助手席SRSエアバッグ ････2 － 52
グローブボックス ･･･････4 － 39
オーディオ ･････････････4 － 12
シガーライター ･････････4 － 38
非常点滅灯スイッチ ･････3 － 11
セレクトレバー（AT車）･･3 － 32
リヤウインドゥデフォッガースイッチ ･3 － 10
ヒーター・エアコン ･････4 － 2

カップホルダー ･･･････････････ 4 － 40
リヤヒータースイッチ ･････････ 4 － 8
チェンジレバー（MT車）････････ 3 － 31
駐車ブレーキレバー ･･･････････ 3 － 30
シフトロック解除レバー ･･･････ 1 － 13
フューエルリッドオープナー ･･･ 2 － 22
ワイパー・ウォッシャースイッチ ･･ 3 － 7
メーター ･････････････････････ 3 － 12
運転席SRSエアバッグ･･････････ 2 － 52
ホーンスイッチ ･･･････････････ 3 － 30
ライティングスイッチ ･････････ 3 － 4
光軸調整ダイヤル ･････････････ 3 － 5
フロントフォグランプスイッチ･･･ 3 － 10
集中ドアロックスイッチ ･･･････ 2 － 7
パワーウィンドゥ ･････････････ 2 － 18

000279
0－3
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イラスト目次
サンバイザー ･･･ 4 － 44

ルームミラー ･･･ 2 － 63

ルームランプ ･･･ 4 － 47

フロントシート･･･ 2 － 32

シートベルト･････ 2 － 43

リヤシート･･･････ 2 － 37

荷室ランプ･･･････ 4 － 48

000201
0－4
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イラスト目次
エンジンオイルレベルゲージ ･･･････ 9 － 3

エンジンオイルフィラーキャップ ･･･ 9 － 3

ミッションオイルレベル

ゲージ（AT車）････9 － 3

000203
0－5
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イラスト目次

 

表示灯一覧

方向指示器表示灯

.............................................3 － 19

4WD表示灯

（セレクティブ4WD車の装備）

............................................ 3 － 19

ハイビーム／パッシング

表示灯

.............................................3 － 19

ATパワーモード表示灯

（オートマチック車の装備）

............................................ 3 － 19

セレクトポジション表示灯

（オートマチック車の装備）

.............................................3 － 19

フロントフォグランプ

表示灯

............................................ 3 － 19

リヤウインドゥ

デフォッガー作動表示灯

.............................................3 － 19

水温表示灯（青点灯）

............................................ 3 － 20
0－6
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イラスト目次

 

警告灯一覧

チャージ警告灯

.............................................3 － 23

SRSエアバッグ警告灯

............................................ 3 － 25

オイルプレッシャー警告灯

.............................................3 － 23

ステアリング制御警告灯

（パワーステアリング付車）

............................................ 3 － 25

ブレーキ警告灯

.............................................3 － 23

シートベルト警告灯

............................................ 3 － 26

エンジン警告灯

.............................................3 － 24

水温警告灯（赤点滅／点灯）

............................................ 3 － 26

ABS警告灯

.............................................3 － 24

半ドア警告灯

............................................ 3 － 27
0－7
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1 必読！安全で快適な運転の
ポイント
1

･お車をお使いいただく上で ･･･････････････････ 1 － 2

･お出かけ前には ･････････････････････････････ 1 － 3

･お子さまを乗せるときの気くばり ･････････････ 1 － 7

･オートマチック車の特徴と運転上の注意 ･･･････ 1 －10

･走行するときには ･･･････････････････････････ 1 －14

･雪道走行するときには ･･･････････････････････ 1 －19

･駐・停車するときには ･･･････････････････････ 1 －20

･SRSエアバッグシステムについて ･･････････････ 1 －22

･燃料補給時の注意 ･･･････････････････････････ 1 －23

･こんなことにも注意を ･･･････････････････････ 1 －24

･環境にやさしい運転 ･････････････････････････ 1 －28
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お車をお使いいただく上で
お客様のお好みにより、以下の機能を設定できます。スバル販売店にて変更することができ

ますので、詳しくはスバル販売店にご相談ください。

※1 スマートキーレスシステム付車は「30秒点灯／2回点滅／作動なし」の設定となります。

初期設定は「30秒点灯」となります。

※2 スマートキーレスシステム付車には以下の機能設定があります。お車の使用状況に応じ

て、お客様ご自身で機能の設定を変更することができます。

•スマート機能の停止
•施錠忘れ防止ブザーの作動
詳しくは2－14、2－15 ページをご覧ください。

※3「ロック操作時」と「アンロック操作時」は別々に設定することができません。

ユーザーカスタマイズ機能

項目 機能の内容 設定 初期設定 参照ページ

キーレス

エントリー

ハザードアンサー

バックの作動
作動あり／作動なし 作動あり

☆2－4 ページ

☆2－14 ページ

自動施錠の作動

（スマートキーレス

システム付車は除く）

30秒後作動／15秒後作

動／7秒後作動／

作動なし

30秒後

作動
☆2－4 ページ

ルームランプ

アンサーバック

の作動（※3）

ロック操作時

徐々に消灯／

1回点滅／作動なし

徐々に

消灯

☆2－4 ページ

☆2－14 ページ

アンロック操作時（※1）

自動施錠の設定時間

点灯／2回点滅／

作動なし

自動施錠の

設定時間

点灯（※1）

☆2－4 ページ

☆2－14 ページ

スマート

キーレス

システム

（※2）

スマートロックの

作動時間

短（約2～3秒後）／

長（約4～6秒後）

短

（約2～

3秒後）

☆2－13 ページ

キー閉じ込み

防止

キー閉じ込み防止

の作動
作動あり／作動なし 作動なし ☆2－7 ページ

ルームランプ
ルームランプオフ

ディレイの作動

ドア連動

30秒点灯後徐々に

消灯／徐々に消灯／30

秒点灯後消灯／

消灯

30秒後

点灯後徐々

に消灯

☆4－48 ページ
1－2
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お出かけ前には
必
読
！
安
全
で
快
適
な
運
転
の
ポ
イ
ン
ト

安全で快適な運転をするために、日常点検

整備および定期点検整備を実施することが

法律で義務づけられています。

☆別冊のメンテナンスノート参照

タイヤ空気圧の点検は法律で義務づけられ

ています。タイヤ空気圧はスペアタイヤも

含め、空気圧ゲージを使用してドライブの

前や、定期的（最低月1回程度）に点検・調

整してください。タイヤ空気圧が不足した

まま走行すると走行不安定やバースト（破

裂）を招き、思わぬ事故につながるおそれ

があります。

☆7－7、9－6ページ参照

バッテリーの液量が下限（LOWER LEVEL）

以下になったまま使用、または充電すると、

バッテリーが爆発するおそれがあります。

バッテリーの液量はときどき点検し、少な

い時は上限（UPPER LEVEL）まで補充して

ください。

☆別冊のメンテナンスノート参照

走行前にシート、ヘッドレストの位置を正

しい運転姿勢がとれるように調整し、ドア

ミラー、ルームミラーなどを適切な位置に

調整してください。

☆2－30、2－63ページ参照

•走行する前に必ず全員がシートベルトを
正しく着用してください。

•後席でも必ずシートベルトを着用してく
ださい。

• SRS エアバッグは、シートベルトの補助
装置でシートベルトに代わるものではあ

りません。シートベルトは必ず着用して

ください。

☆2－43ページ参照

点検整備を実施して

タイヤ空気圧を点検して

バッテリーの液量はときどき点検して

正しい運転姿勢に調整して

100028

シートベルトは全員正しく着用して

100029
1－3
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•足元のまわりにあき缶などの物を置かな
いでください。ブレーキペダルの下に物

が挟まってブレーキ操作ができなくなる

ことがあります。

•フロアマットは車にあったものを正しく
敷いてください。また、ずれないように

固定クリップなどで固定してください。

アクセルペダルやブレーキペダルに引っ

かかり、思わぬ事故につながるおそれが

あります。

厚底靴やサンダル、下駄での運転は、アク

セルペダルやブレーキペダルが思うように

踏み込めなく、思わぬ事故につながるおそ

れがあります。

•荷物を積むときは動かないように固定し
てください。ブレーキを踏んだとき荷物

が移動し思わぬ事故につながることがあ

ります。

•エンジン房内の上にあたる荷台に発泡ス
チロールなどの保温材を直接置かないで

ください。エンジンの上になりますので

走行直後や停止中に熱くなって接触面が

損傷する場合があります。

やむをえず置く場合は、トラックではエ

ンジン房内よりできるだけ離れた荷台前

方に、バンではリヤシート上に置くなど

してください。

（マットなし・塩ビマット付仕様の場合）

•ガードバー装備車は、ガードバーに荷物
やフレイトカバーの固定、ロープの巻付

け等を行わないでください。

ガードバーが外れて、思わぬ事故につな

がることがあります。

運転席の足元はすっきりと

100230

サンダルでの運転はやめて

トラック

パネルバン
350 kg

バ　ン
2人乗りのとき：350 kg

4人乗りのとき：250 kg

荷物を積むときには

100801
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00-.book  5 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
•インストルメントパネルの上に物を置い
たまま走行しないでください。運転者の

視界を妨げたり、発進時や走行中に動い

て安全運転の妨げになり、思わぬ事故に

つながるおそれがあります。

•スイッチの近くに物を置かないでくださ
い。走行中に突然スイッチが押され、思

わぬ機能が作動したり、スイッチの押さ

れかたによっては、故障や加熱・火災の

原因になります。

• SRS エアバッグが作動したときの衝撃で
物が飛び、思わぬ事故につながるおそれ

があります。

☆2－55ページ参照

燃料の入った容器や可燃性ガス入りスプ

レー缶、ガスライターなどは炎天下で車内

が高温になったとき火災の原因につながる

おそれがあります。また、万一事故が起き

たときにも危険です。

車庫など換気の悪い場所でエンジンをかけ

たままにしないでください。換気が不十分

になり、排気ガスにより一酸化炭素中毒を

起こすおそれがあります。

インストルメントパネル
の上やスイッチの近くに
物を置かないで

100232

危険物の持ち込みはやめて

100233

換気に気をつけて

100315
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お出かけ前には

00-.book  6 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
•人や障害物など、車のまわりの安全を充
分確認してください。

•燃えやすい物があると、排気管や排気ガ
スの熱により火災になるおそれがありま

す。

次の場合は車が故障しているおそれがあり

ます。そのままにしておくと走行に悪影響

をおよぼしたり、事故につながるおそれが

あります。スバル販売店で点検を受けてく

ださい。

•いつもと違う音やにおいや振動がすると
き

•ハンドル操作に異常を感じたとき
•ブレーキ液が不足しているとき
•地面に油の漏れたあとが残っているとき
•各警告灯が点灯・点滅したままのとき

•無鉛ガソリンを使用してください。有鉛
ガソリンを使うと触媒を劣化させます。

•粗悪なガソリンや軽油、アルコール燃料
等の不適切な燃料やガソリン添加剤は、

エンジンの各部に悪影響を与えますので

使用しないでください。

•無鉛レギュラーガソリンを使用してくだ
さい。

☆1－23ページ参照

車の後ろに気をつけて

100316

こんなとき、
スバル販売店で点検を受けて

燃料には無鉛ガソリンを
1－6



00-.book  7 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
お子さまを乗せるときの気くばり
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読
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助手席ではお子さまの動作が気になった

り、お子さまが運転装置にさわって思わぬ

事故につながるおそれがあります。お子さ

まは後席にすわらせて必ずシートベルトを

着用させてください。シートベルトが首や

顔に当たるなど適正な着用ができない場合

はチャイルドシートを後席に取り付けて使

用してください。後席がお子さまにとって

最も安全な乗車位置です。

☆2－56ページ参照

•シートベルトが首や顔に当たるなど適正
な着用ができないお子さまの場合、チャ

イルドシートを使用してください。

•法律により6歳未満のお子さまを対象に、
チャイルドシートの使用が義務づけられ

ています。6歳未満のお子さまは必ずチャ

イルドシートを使用してください。

〈選択の目安〉

•チャイルドシートは後席に取り付けてく
ださい。

•助手席にチャイルドシートを絶対に取り
付けないでください。SRS エアバッグが

作動したとき、強い衝撃を受け、命にか

かわるような重大な傷害につながるおそ

れがあります。

•チャイルドシートはお子さまを乗せてい
ない時でもしっかりとシートに固定して

おいてください。また、荷室に収納する

場合でもロープなどを利用して固定して

ください。固定しないまま客室または荷

室に放置すると、ブレーキをかけた時な

どにチャイルドシートが動き乗員や物に

当たるなどして、思わぬ事故につながる

おそれがあります。

お子さまは後席に

100036

100234

ベビーシート チャイルドシート ジュニアシート

体重
（目安）

9 kg以下 9～18 kg 18～36 kg

身長
（目安）

70 cm未満 100 cm未満 145 cm未満

年齢
（目安）

0か月～
9か月頃まで

4か月～
4歳頃まで

4歳～
12歳頃まで

チャイルドシートを使用して
1－7



お子さまを乗せるときの気くばり

00-.book  8 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
•お子さまにもシートベルトを適正な位置
に調整し着用させてください。適正な位

置でシートベルトを着用できないお子さ

まへはチャイルドシートを使用してくだ

さい。

•後席のある車ではお子さまは後席に乗せ
てください。

•ひざの上でお子さまを抱いていても、衝突
したとき充分に支えることができず、重大

な傷害につながるおそれがあります。

•シートベルトは一人用です。お子さまを
抱いたままシートベルトの着用は絶対に

しないでください。

•お子さまをSRSエアバッグの前やシート
の上に立たせたりした状態では走行しな

いでください。

•開閉、施錠は必ず大人が行ってください。
開閉するときはお子さまの手や足などを

挟まないように注意してください。また、

安全のため、チャイルドプルーフをご利

用ください。

☆2－17ページ参照

•ドアハンドルを操作するときには、爪な
どを挟まないようにご注意ください。

☆2－3ページ参照

走行中、車外のものなどに当たったり、急

ブレーキ時に思わぬけがをするおそれがあ

り危険です。

お子さまにも
必ずシートベルトを

100037

ドアの開閉に注意して

100317

窓から顔や手を出さないで

100318
1－8
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00-.book  9 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
•パワーウインドゥが閉まるときには大き
な力が働きます。挟まれると危険ですの

で、閉める前に窓から顔や手を出してい

ないことを確認してください。

•挟まれると危険ですので小さなお子さま
には開閉操作をさせないでください。

•お子さまを乗せるときにはパワーウイン
ドゥのロックスイッチをロックにしてお

いてください。

お子さまがウインドウスイッチをいたず

らして手や首を挟むことを防止します。

☆2－18ページ参照

•とくに乳児など小さなお子さまや介護を
必要とする方は車内に残さないでくださ

い。炎天下の車内は高温となり熱射病な

どにつながるおそれがあります。

エアコンを作動させていても途中で止ま

ることがあり、思わぬ事故につながるお

それがあります。

•駐車ブレーキ等、運転装置のいたずらに
より思わぬ事故につながるおそれがあり

ます。

パワーウインドゥに
気をつけて

100235

車から離れるときはご一緒に

100319
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00-.book  10 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
オートマチック車の特徴と運転上の注意
☆3－32 ページの「オートマチック車の運転」も併せてお読みください。

•エンジンがかかっているとき、アクセル
ペダルを踏まなくても、ゆっくりと車が

動き出す現象をクリープ現象といいま

す。

•停車中は車が動かないようにブレーキペ
ダルを踏み、必要に応じて駐車ブレーキ

をかけてください。

•エンジン始動直後やエアコン作動時など
は、自動的にエンジン回転数が上がるた

め、（アイドルアップ）、クリープ現象が

強くなることがありますのでブレーキペ

ダルを確実に踏んでください。必要に応

じて駐車ブレーキをかけてください。

走行中にアクセルペダルを深く踏み込むと

自動的に低速ギヤに切り替わります。これ

を「キックダウン」といい、強い加速力を

必要とするときに使用します。

•エンジンをかける前にペダルの位置を確
認してください。ペダルの踏み間違いは

思わぬ事故につながります。

•アクセルペダルとブレーキペダルは右足
で操作してください。慣れない左足での

ブレーキ操作は緊急時の反応がおくれる

ことがあり危険です。

•発進時、セレクトレバーの操作を行うと
きは、アクセルペダルを踏まずにブレー

キペダルを踏みながら操作してくださ

い。

•エンジン始動後、セレクトレバーはブ
レーキペダルを踏まないと から動か

ないようになっております。また、アク

セルペダルを踏んだまま操作すると急発

進して思わぬ事故につながるおそれがあ

ります。

•誤発進防止のため後退した後は、すぐ
から一度 に戻す習慣をつけてくだ

さい。

クリープ現象があります

100320

強い加速を必要とするとき
キックダウンができます

ブレーキペダルは右足で

100077

セレクトレバーの操作は
確実に

P

R N
1－10



00-.book  11 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
オートマチック車の特徴と運転上の注意
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エンジンをかけるときは 、前進するとき

は （後退は ）の位置にあることを目で

確認してください。

アクセルペダルを急激に踏み込むと急発進

して思わぬ事故につながるおそれがありま

す。発進時はゆっくりとアクセルペダルを

踏み込んでください。

エンジンブレーキがまったく効かなくなり

思わぬ事故につながるおそれがあります。

トランスミッションの損傷の原因になり

ます。

トランスミッションの損傷の原因になり

ます。

セレクトレバー位置は目で確認

P

D R

100321

発進時、アクセルペダルの
踏み込みはゆっくりと

走行中はセレクトレバーを
にしないでN

100322

走行中（前進時）は、
にしないでR

車が完全に止まらないうちに
に入れないでP
1－11



00-.book  12 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
オートマチック車の特徴と運転上の注意
車が動き出したり、乗り込むときに誤って

アクセルペダルを踏むと急発進して思わぬ

事故につながるおそれがあります。セレク

トレバーを にし、駐車ブレーキも必ずか

けてください。

☆1－20ページ参照

思わぬ事故につながるおそれがありますの

で、空吹かしをしないでください。

•クリープ現象で車がひとりでに動いた
り、乗り込むとき誤って急発進し思わぬ

事故につながるおそれがあります。

•セレクトレバーを にして駐車ブレー

キを確実にかけ、エンジンを切ってくだ

さい。

に入れるとブザーが鳴り、 であるこ

とを運転者に知らせます。車外の人に音は

聞こえませんのでご注意ください。

駐車するときは にして、
駐車ブレーキを確実に

P

P

100323

停車中は空吹かしをしないで

100910

車から離れるときは
エンジンを止めて

P

100320

に入れるとブザーが鳴りますR

R R
1－12



00-.book  13 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
オートマチック車の特徴と運転上の注意
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セレクトレバーの誤操作を防ぐシステムで

す。

• からのレバー操作は、エンジンスイッ

チをONにし、ブレーキペダルを踏まない

と操作できません。

•セレクトレバーを 位置から他の位置

に操作するとき、先にセレクトレバーを

手前に引いたままブレーキペダルを踏む

とレバー操作ができないことがありま

す。先にブレーキペダルを踏み、レバー

操作をしてください。

• 以外ではエンジンスイッチからキー

は抜けません。

•エンジンスイッチからキーを抜くときは、
セレクトレバーを にしてください。

（ 以外ではキーをAccからLOCKに回せ

ません）

エンジンスイッチが ON でブレーキペダル

を踏んだ状態でも操作できないときは、次

の手順で操作してください。

①駐車ブレーキレバーを引きます。

②ブレーキペダルを踏みます。

③シフトロック解除レバーを引きながらシ

フトレバーを操作します。

この場合シフトロックシステムの故障が考

えられますので、直ちにスバル販売店で点

検を受けてください。

①セレクトレバーを に入れます。

②駐車ブレーキを引き、ブレーキペダルか

ら足を放します。

③ステアリングコラムロアカバーのビス（5

本）を外し、取り外します。

④エンジンスイッチ下側にある解除レバー

を助手席側に動かして

⑤キーをLOCKまで回して抜いてください。

シフトロックシステム等の故障が考えられ

ますので、直ちにスバル販売店で点検を受

けてください。

シフトロックシステムがついています

P

P

P

P

P

からのレバー操作が
できないとき
P

100325

キーが抜けなくなったとき

P

100326
1－13



00-.book  14 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
走行するときには
4輪のうち1輪でも異なるタイヤを装着して

いると、車両の駆動系の損傷につながるお

それがあり危険です。また、操縦性・ブレー

キ性能を危険なものにし、事故につながる

可能性がありますので、下記事項をお守り

ください。

• 4輪とも必ず、指定サイズ、同一サイズ、
同一メーカー、同一銘柄および同一ト

レッドパターン（溝模様）のタイヤを装

着してください。

•著しく摩耗したタイヤは使用しないでく
ださい。

•摩耗差の著しいタイヤを混ぜて使用しな
いでください。

•タイヤの空気圧を指定空気圧に保ってく
ださい。

•スペアタイヤは、指定されたサイズを、
指定した位置に装着してください。

なお、冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ）

を装着するときも同様です。

☆6－2、7－12ページ参照

•警告灯が点灯したら、直ちに安全な場所
に停車し、スバル販売店に連絡してくだ

さい。そのまま走行すると思わぬ事故に

つながるおそれがあります。

☆3－21ページ参照

•エンジンフードおよびトラップドアの内
部は高温になっています。エンジンフー

ドまたはトラップドアを開けて点検する

ときは、高温部に触れないでください。

やけどをすることがあります。エンジン

の回転部分には絶対に触れないでくださ

い。重大な傷害を負うおそれがあります。

☆2－28、2－29ページ参照

•オーバーヒートしてエンジンルームから
水蒸気が吹き出しているときは絶対にエ

ンジンフードを開けないでください。

☆6－19ページ参照

•走行中にタイヤがパンクやバースト（破
裂）してもあわてずにハンドルを確実に

握り、急ブレーキを踏まずに徐々にス

ピードを落とし、安全な場所に停車して

ください。

•床下に衝撃を受けたときは安全な場所に
直ちに車を止め、ブレーキ液や燃料の漏

れ、オイル漏れ、各部に損傷がないかを

確認してください。やけどの危険があり

ますので排気管には触れないように注意

してください。損傷や異常がある場合は、

スバル販売店に連絡してください。

タイヤ交換のときは 走行中異常があったら

100327
1－14
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00-.book  15 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
ブレーキペダルやクラッチペダルに足をの

せたまま運転しないでください。ブレーキ

やクラッチの部品が早く摩耗したり、ブ

レーキが過熱して効きが悪くなるおそれが

あります

•エンジンを止めるとブレーキブースター
（制動力倍力装置）が効かなくなり、ペダ

ルを踏むときに通常より強い力が必要と

なります。また、パワーステアリング機

能が働かずハンドル操作が重くなったり

して、思わぬ事故につながるおそれがあ

ります。

•走行中エンジンスイッチを LOCK にしな
いでください。キーが抜けるとハンドル

がロックされ、操作ができなくなり、重

大な事故につながるおそれがあります。

•走行中エンジンを止めると触媒が過熱し
て焼損することがあります。

•キーグリップにキーホルダーや他のキー
がかさなると、膝や手などが当たり、キー

を回してしまうおそれがありますので注

意してください。

大型のキーホルダーはキーに付けないで

ください。テコの原理で小さな力でも

回ってしまうおそれがあります。

•キーホルダーや他のキーを多数付けない
でください。また、重いものをキーに付

けないでください。車両の動きにより遠

心力が働き、キーを回してしまうおそれ

があります。

キーグリップにキーホルダーやアクセサ

リーがかさなっているとき

キーグリップに他のキーがかさなっている

とき

ペダルに足をのせたまま運転しないで

100236

走行中はエンジンスイッチを切らないで

100328

キーホルダーや他のキーに
気をつけて

100758

100759
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00-.book  16 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
ABS は必ずしも制動距離を短くするもので

はありません。

下記の道路などでは ABS が作動した場合、

ABS が付いてない車よりも制動距離が長く

なることがあります。

ABS が付いてない車と同様、充分な車間距

離をとって安全運転に心がけてください。

•マンホール、工事現場の鉄板などの滑り
やすい路面

•道路のつなぎ目などの段差
•凹凸路、石畳などの悪路
•下り坂での旋回
•路肩に草や砂利が多い道路
•砂利道
•雪道（新雪路、圧雪路、凍結路など）
☆3－45ページ参照

水たまり走行後や洗車後は、ブレーキの効

きが悪くなることがあります。ブレーキペ

ダルを軽く踏んで効きを確認してくださ

い。ブレーキの効きが悪い場合は前後の車

に充分注意して低速で走行しながら効きが

回復するまで、ブレーキペダルを数回踏ん

でください。

とくに雨の降り始めは注意してください。

また、急ブレーキ、急ハンドルなどやエン

ジン回転が急上昇するようなシフトダウン

は避けてください。タイヤがスリップして

思わぬ事故につながるおそれがあります。

☆1－19ページ参照

•路面がぬれると滑りやすくなります。通
常より注意して安全運転に心がけてくだ

さい。

•わだちなどにできた水たまりに高速で進
入すると、タイヤが水に乗った状態（ハ

イドロプレーニング現象）になり、ハン

ドルやブレーキが効かなくなり危険で

す。スピードを落として走行してくださ

い。とくに摩耗したタイヤは、ハイドロ

プレーニング現象が起こりやすいので注

意してください。

•冠水路など深い水たまりは走行しないで
ください。エンジン損傷や車両事故につ

ながるおそれがあります。

ABSを過信しないで

洗車後や水たまりを走行した
あとはブレーキの効き確認を

100329

ぬれた路面や滑りやすい路面
での走行は慎重に

100911

雨天の走行は速度を落として
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00-.book  17 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
•ブレーキペダルを踏み続けるとブレーキ
が過熱してブレーキが効かなくなるおそ

れがあります。シフトダウンしてエンジ

ンブレーキを併用してください。

•シフトダウンせずにエンジンの低回転領
域でブレーキを使用し続けると、ブレー

キブースター（制動力倍力装置）のアシ

スト力（補助力）が弱くなり、ブレーキ

ペダルを踏むとき通常より強い力が必要

となる場合があります。

〈エンジンブレーキとは〉

走行中にアクセルペダルを戻したときに起

こるブレーキ効果のことをいいます。低速

ギヤに入れるほどよく効きますが、エンジ

ン回転数がタコメーターのレッドゾーンに

入らないようにしてください。

〈シフトダウンとは〉

•マニュアル車では5→4、4→3、3→2、
2→1のように低速ギヤへ変速することで

す。

•オートマチック車ではセレクトレバーを
→ 、 → のように低速ギヤへ変

速することです。

•シフトダウンによる急激なエンジンブ
レーキは、進路状況や車間距離に注意し

て行ってください。

ハンドルを確実に握り、安全な速度で運転

しましょう。

走行速度が速過ぎると、ハンドルを確実に

握っていても不意の突風で車の進路が乱さ

れ、事故の原因になるおそれがあります。

•燃料は充分補給してください。高速道路
上での燃料切れは危険です。

•タイヤ空気圧を確認してください。空気
圧不足の状態で高速走行するとタイヤが

バースト（破裂）するおそれがあり大変

危険です。

☆9－6ページ参照

•万一のために停止表示板（または停止表
示灯）を車に備えておいてください。

停止表示板（または停止表示灯）の設置

は法律で義務づけられています。（別売

り）

下り坂ではエンジンブレーキ
の併用を

D 2 2 1

横風に注意して

100331

高速道路に入る前には
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00-.book  18 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
排気管や排気ガスの熱により着火するおそ

れがあります。

•夏用タイヤ、冬用タイヤ（スタッドレス
タイヤ）ともに、急発進、急加速、急ブ

レーキ、急ハンドルは避けてください。

•車間距離は充分とってください。
•スタック（立ち往生）したときなどはタ
イヤを高速で回転させないでください。

タイヤがバースト（破裂）したり、異常

過熱により思わぬ事故につながるおそれ

があります。

•新車の慣らし運転中（約 1,000 km まで）
はエンジン回転をなるべく抑えてご使用

ください。慣らし運転後はタコメーター

（エンジン回転計）のレッドゾーン未満で

ご使用ください。

タコメーターの付いていないお車はス

ピードメーターに表示してある各変速ギ

ヤ位置の上限速度を超えないよう運転し

てください。

〈マニュアル車〉

〈オートマチック車〉

0 km/hから最高速度まで自動的に変速しま

すので、制限速度内で走行してください。

•エンジンの始動直後は、急激な空吹かし
や急加速などをしないでください。

燃えやすいものの上は
走らないで

100332

こんなことにも注意してください

変速位置 速度範囲

1速 0～25 km/h

2速 10～45 km/h

3速 20～70 km/h

4速 30～100 km/h

5速 40～100 km/h

適切なエンジン回転数で運転を
1－18



00-.book  19 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
雪道走行するときには
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•雪道走行が予想される場合は冬用タイヤ
（スタッドレスタイヤ）を用意してくださ

い。

一般タイヤでは、雪道、凍結路でスリッ

プし危険です。

•冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ）は、4
輪とも必ず指定空気圧および指定サイズ

で、同一サイズ・同一メーカー・同一銘

柄および同一トレッドパターン（溝模様）

のタイヤを装着してください。

•摩耗差の著しいタイヤは使用しないでく
ださい。

☆1－14ページ参照

•冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ）を装
着していても、急発進、急加速、急ブレー

キ、急ハンドルは、避けてください。タ

イヤのグリップ力が失われ、車の進路を

コントロールできなくなる場合がありま

す。

•マニュアル車の発進時は、2速ギアの使用
をお奨めします。

☆5－5ページ参照

•タイヤチェーンは4WD車を含め後輪に取
り付けてください。

☆5－8ページ参照

•タイヤチェーンを取り付けると、前後の
バランスが変わるため、前輪が滑りやす

くなります。前輪が滑り出すと、ハンド

ルで車の進路をコントロールすることが

難しくなります。

急発進、急加速、急ブレーキ、急ハンド

ルなどを避けて路面の状況に合った安全

な速度（30 km/h以下）で慎重に運転して

ください。

４輪とも冬用タイヤで

100333

控えめな運転を心がけて

タイヤチェーンは
非常のときのみ後輪に

100334
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00-.book  20 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
駐・停車するときには
•枯れ草、紙、油、木材など燃えやすいも
のがあるところには、車を止めないでく

ださい。排気管や排気ガスの熱により火

災につながるおそれがあります。

•車の後ろに木材、ベニヤ板など燃えやす
いものがあるときは、30 cm 以上離して

止めてください。すき間が少ないと排気

ガスにより変色や変形を起こしたり、火

災につながるおそれがあります。

無人で車が動き出すなど思わぬ事故につな

がるおそれがあります。安全のため次の処

置をしてください。

①駐車ブレーキを充分にかけ、車が動き出さ

ないことを確認します。

☆5－6ページ参照

②マニュアル車： チェンジレバーを

以下の位置に入れ

ます。

下り坂：“R”

登り坂：“1”

オートマチック車：セレクトレバーを

位置に入れます。

③輪止め（石やタイヤストッパー）をします。

なお、急な坂での駐車は避けてください。

必ずエンジンをかけて移動してください。

エンジンをかけないで坂道を利用した移動

は、ブレーキの効きが悪かったり、ハンド

ル操作が重くなり思わぬ事故につながるお

それがあります。

•無人で車が動き出したり、車両盗難や貴
重品盗難など思わぬ事故につながるおそ

れがあります

•お子さまや介護が必要な方を車内に残し
たままにしないでください。思わぬ事故

につながるおそれがあります。

燃えやすいものの近くに
車を止めないで

坂道に駐車するときは

P

車の移動はエンジンをかけて

車から離れるときは必ず駐車
ブレーキをかけ、エンジンを
切り、必ず施錠を

100336
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00-.book  21 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
ドアを開けるときは、周囲の安全を確認し

てください。後ろから車、オートバイ、自

転車などがきている場合があり思わぬ事故

につながるおそれがあります。

仮眠中に無意識にアクセルペダルを踏み続

けたり、チェンジレバー、セレクトレバー

を動かしたりして思わぬ事故やオーバー

ヒート、火災につながるおそれがあり危険

です。また、風通しのよくない場所では一

酸化炭素中毒になるおそれがあります。

エンジンをかけた状態でクルマのまわりに

雪が積もると、排気ガスが車内に侵入して一

酸化炭素中毒になるおそれがあり危険です。

車庫入れなどで、エンジンをかけたままハ

ンドルをいっぱいに回した状態を長く続け

ないでください。（5秒未満）ハンドル操作

が重くなることがあります。

エンジンの前側に、エンジン冷却用のファン

を設置しています。エンジンルームの温度

が高い状態では、エンジンを停止しても15

分程度はファンが作動します。

温度が下がれば自動的に停止します。

また、エンジン停止後15分以内であればエ

ンジンルーム内の温度が上がると、ファン

が自動的に回ることがあります。日常点検

整備等でエンジンルーム内の点検を行う時

は自動的に回るエンジンルームファンに充

分ご注意ください。思わぬけがをする場合

があります。

いきなりドアを開けないで

100912

仮眠するときは必ずエンジン
を止めて

100059

雪が積もった場所や降雪時に
駐車するときは、エンジンをか
けたままにしないでください

ハンドルをいっぱいに切った
状態を長く続けないで

エンジンルームファンがつい
ています

100342
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00-.book  22 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
SRSエアバッグシステムについて
運転席、助手席SRSエアバッグシステムは、

エンジンスイッチが ON のとき車両が前方

から強い衝撃を受けた場合のみ作動しま

す。この装置は運転者および助手席同乗者

の頭部や胸部への衝撃をやわらげるシート

ベルトの補助装置で、横方向や後部からの

衝突、あるいは横転などの衝撃では作動し

ないよう設定されています。

＜運転席SRSエアバッグ＞

＜助手席SRSエアバッグ＞

• SRS エアバッグシステムはシートベルト
を補助する装置でシートベルトに代わる

ものではありません。SRS エアバッグシ

ステムだけでは身体の飛びだしなどを防

止できないばかりか、エアバッグ本体か

らの衝撃を直接受けてしまいます。

•シートベルトを正しく着用し、正しい運
転（乗車）姿勢をとらないと、衝突など

のとき、SRS エアバッグシステムの効果

が充分発揮されず、命にかかわるような

重大な傷害につながるおそれがありま

す。

•同乗者も必ずシートベルトを着用してく
ださい。

☆2－43ページ参照

•後席のある車では、お子さまは後席に乗
せてください。

•チャイルドシートは後席に取り付けてく
ださい。

•シートベルトが首や顔に当たるなど適正
な着用ができないお子さまには、スバル

純正チャイルドシートを使用してくださ

い。

スバル純正チャイルドシートの使用方法

は添付の専用取扱説明書をご覧くださ

い。

•助手席用SRSエアバッグ付車は、助手席
にチャイルドシートを絶対に取り付けな

いでください。

SRS エアバッグが作動したとき、強い衝

撃を受け、命にかかわるような重大な傷

害につながるおそれがあります。

☆1－7、2－56ページ参照

SRSエアバッグシステムとは

100061

100062

シートベルトは必ず着用して

お子さまを乗せる場合は
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燃料補給時の注意
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•無鉛ガソリンを使用してください。有鉛
ガソリンを使うと触媒を劣化させます。

•給油時に指定されている燃料であること
を確認してください。

☆指定燃料の種類：1－6ページ参照

•指定以外の燃料（粗悪なガソリン、アル
コール燃料など）を使用すると、エンジ

ンの始動性が悪くなったり、ノッキング

が発生したり、出力が低下する場合があ

ります。また、そのまま使うとエンジン

や燃料系統部品を損傷するおそれがあり

ますので、指定燃料以外は使用しないで

ください。

•エンジンは必ず止めてください。
•車のドア、窓は閉めてください。
•タバコを吸うなど火気を絶対に近づけな
いでください。

•フューエルキャップを開ける前に車体ま
たは給油機などの金属部分に触れて身体

の静電気除去を行ってください。

身体に静電気を帯びていると、放電によ

る火花で燃料に引火する場合があり、や

けどするおそれがあります。

•必ずキャップのツマミ部分を持ち、ゆっ
くり左に回して開けてください。

•フューエルキャップはゆっくり回し、燃
料タンク内の圧力を下げてから外してく

ださい。急に開けると燃料補給口から燃

料が吹き返すおそれがあります。

•フューエルリッド、フューエルキャップ
を開けるなど給油操作は必ずお一人で

行ってください。

•給油中、ふたたび車内のシートに戻らな
いでください（座ることで再帯電するこ

とがあります）。

•給油口に他の人を近づけないでください。
•セルフ補給のときの燃料補給は、給油ガン
が自動停止した時点でお止めください。

•その他、ガソリンスタンド内に掲示され
ている注意事項を守ってください。

•燃料補給後はフューエルキャップを“カ
チッ、カチッ”と音がするまで右に回し、

確実に締っていることを確認してくださ

い。

•車に合ったスバル純正のフューエル
キャップ以外は使用しないでください。

•給油中に、燃料を車にこぼさないように
してください。塗装面を侵すおそれがあ

ります。こぼれた燃料は必ず拭き取って

ください。

燃料の成分には、有害な物質を含んでいる

ものもありますので、ご注意ください。

指定燃料を必ずご使用ください

燃料補給時には次のことを
必ずお守りください

給油時に気化した燃料を吸わ
ないようにしてください
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00-.book  24 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
こんなことにも注意を
マニュアル車にはエンジン始動時の
誤操作防止機構（クラッチ・スタート
システム）が装着されています。

クラッチペダルをいっぱいに踏み込まない

とスターターが回らずエンジンがかかりま

せん。

☆3－29ページ参照

2WD車に比べて滑りやすい路面、積雪路な

どではより安定した走行ができますが、急

ブレーキ、急ハンドル時は差がありません。

安全な速度で走行してください。

☆3－40ページ参照

法律により、自動車の運転者が走行中に携

帯電話等を手で保持して通話したり、メー

ルの送受信等のために画面を注視すること

は禁止されています。

ウインドゥにアクセサリーを取り付ける

と、視界の妨げになったり、吸盤がレンズ

の働きをして火災を起こしたり、助手席

SRS エアバッグが作動したときアクセサ

リーが飛んでけがをするなど思わぬ事故に

つながるおそれがあります。

マッチ、タバコの火を確実に消し、必ずふ

たを閉めておいてください。また、可燃物

や多量の吸ガラを入れておかないでくださ

い。火災になるおそれがあります。

クラッチ・スタートシステム
について（マニュアル車）

4WD車は
万能車ではありません

走行中は携帯電話を使わないで

100237

アクセサリーの取り付けに注意

100238

灰皿を使用したあとは

100081
1－24
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炎天下で駐車するときは車内にガスライ

ターやスプレー缶等を放置しないでくださ

い。車室内が高温になるためライターやス

プレー缶等が爆発するおそれがあります。

排気管の腐食などによる穴や亀裂および継

ぎ手部の損傷、また、排気管の異常などに

気づいた場合は、必ずスバル販売店で点検

整備を受けてください。そのまま使用する

と排気ガスが車内に侵入し、一酸化炭素中

毒になるおそれがあります。

リヤゲートが閉まっていることを確認して

ください。確実に閉まっていないまま走行

すると排気ガスが車内に侵入し一酸化炭素

中毒になるおそれがあります。

ラジエターやリザーブタンクが熱いときは

キャップを外さないでください。蒸気や熱

湯が吹き出すおそれがあり危険です。

車内にガスライター、スプレー
缶等を放置しないで

100239

排気管をときどき点検して

100338

リヤゲートを確認して

ラジエターが熱いとき
キャップを外さないで

100339
1－25
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•車の性能や機能に適さない部品を取り付
けたり、自己流のエンジン調整や配線な

どを行わないでください。火災など思わ

ぬ事故につながることがあります。

•スバルが国土交通省に届け出した部品以
外のものを取り付けると不正改造になる

ことがあります。スバル販売店にご相談

ください。（タイヤ、ホイール、マフラー

など）

取り付け、取り扱いを誤ったり、スバル純

正以外の部品を使用すると、電子制御系統

に異常が起きたり、火災など思わぬ事故に

つながるおそれがあります。

スバル販売店にご相談ください。

•マフラー、エアクリーナーエレメント、オイ
ル、冷却水、オイルフィルター、タイヤチェー

ンなどの部品は、スバル純正部品の使用

をお奨めします。純正部品以外を使用す

ると保証を受けられない場合があるばか

りか、故障の原因になることもあります。

例えば、マフラー、エアクリーナーエレ

メントの変更はエンジン部品等の損傷を

招くおそれがあります。純正部品は、ス

バル車に合うよう厳しい検査を実施して

作られています。

•詳しくは「保証書・メンテナンスノート」
をご覧ください。

•スバル販売店はスバル車を点検整備する
ための設備、技術、知識の全てを兼ねそ

なえております。お客様が安心してお車

をお乗り頂くためにも、点検整備はお近

くのスバル販売店にご用命ください。

•日常点検整備でエンジンルーム内の点検
を行うときは、エンジン高温部、回転し

ているプーリーやベルト、自動的に回転

する冷却ファンに充分ご注意ください。

思わぬけがをすることがあります。

• AWD車でエンジンを回したまま点検を行
うときは、車が動かないようにするため、

必ず4輪ジャッキアップ、または4輪ロー

ラー上で行い、空吹かしや急制動はしな

いでください。

不正改造は絶対にしないで

100340

電装品、無線機を取り付ける
ときには

100069

純正部品をお奨めします

100070

点検整備をするときは
1－26
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別冊の「メンテナンスノート」には、保証の内容および点検・整備につ
いて記載してあります。ご使用前に必ずお読みください。

保証書には、万一故障が起きたときに無料

で修理が受けられる条件や範囲が記載して

あります。

一度お読みになり、条件や範囲などについ

てご確認ください。

•法律で使用者に点検・整備の義務が規定
されており、使用者の保守管理責任が明

確にうたわれております。

•メンテナンスノートには点検・整備の時
期ややり方などが記載してあります。

よく読んで必ず行ってください。

•日常点検整備や他の点検整備を行ったと
きは、必ずその結果をメンテナンスノー

トに記入しておいてください。

•納車してから1か月後および6か月後（た
だし、6か月以内に走行距離が5千 kmを

超える場合は5千 km時点）に新車時点検

を無料で実施しております。

保証について 点検・整備について

100341
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環境にやさしい運転
常にタイヤの空気圧を適正にしま
しょう。

走行する前に、不必要な荷物は降ろ
しましょう。

長時間停車するときは、エンジンを
止めましょう。

空吹かしはやめましょう。

エアコンの使用は、少し控えましょう。

発進や加速はスムーズにしましょう。

経済速度で走行しましょう。

•一般道路や有料道路では、法定速度で走
行すると燃費が良くなります。

•下り坂や減速時には、エンジンブレーキ
を使いましょう。燃料噴射が停止し、燃

費向上につながります。

アドバイス

10・15モード燃費とは
車両カタログに記載されている「10・15

モード燃費」とは、一定条件にしたがっ

て測定した燃費です。

このモードは、市街地モード（10モード）

と高速モード（15モード）の2パターン

を測定したものです。

測定方法は、10の走行パターンを想定し

たテスト（市街地モード）を3回行い、続

けて15の走行パターン（高速モード）を

想定したテストを1回行います。

環境にやさしい
運転をするには

平均速度：約23 km/h

走行距離：約4.2 km

この測定は実走行ではなく、測定装置

（シャシーダイナモメーター）上に車両

をのせて行います。

「10・15 モード燃費」は、都市内走行状

態を想定して測定したもので、実際の走

行とは異なる場合が多くあります。

例えば、天候や路面、車両重量、運転等

に応じて燃費が異なります。

100639

100642
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2 運　転　す　る　前　に
2

･各部の開閉
・キー ･････････････････････････････････････････････････････････････････ 2－ 2
・ドア ･････････････････････････････････････････････････････････････････ 2－ 3
・スマートキーレスシステム ･････････････････････････････････････････････ 2－ 10
・チャイルドプルーフ ･･･････････････････････････････････････････････････ 2－ 17
・パワーウインドゥ ･････････････････････････････････････････････････････ 2－ 18
・手動式ウインドゥの開閉 ･･･････････････････････････････････････････････ 2－ 21
・燃料補給口 ･･･････････････････････････････････････････････････････････ 2－ 21
・ワゴン、バンのリヤゲート ･････････････････････････････････････････････ 2－ 23
・パネルバンのリヤゲート ･･･････････････････････････････････････････････ 2－ 25
・トラックのゲート ･････････････････････････････････････････････････････ 2－ 27
・トラップドア ･････････････････････････････････････････････････････････ 2－ 28
・エンジンフード ･･･････････････････････････････････････････････････････ 2－ 29

･シート
・正しい運転姿勢 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 2－ 30
・フロントシート ･･･････････････････････････････････････････････････････ 2－ 32
・リヤシート ･･･････････････････････････････････････････････････････････ 2－ 37

･シートベルト
・シートベルトの正しい着用 ･････････････････････････････････････････････ 2－ 43
・フロントシートベルト ･････････････････････････････････････････････････ 2－ 46
・リヤシートベルト ･････････････････････････････････････････････････････ 2－ 49

･SRSエアバッグシステム
・SRSエアバッグシステム････････････････････････････････････････････････ 2－ 52
・シートベルトは必ず正しく着用してください ･････････････････････････････ 2－ 53
・乗員とSRSエアバッグの間に物を置かないでください･･････････････････････ 2－ 53
・運転席SRSエアバッグに関しては、次の事項をお守りください･･････････････ 2－ 54
・助手席SRSエアバッグに関しては、次の事項をお守りください･･････････････ 2－ 55
・お子さまを乗せるときには、次の事項をお守りください ･･･････････････････ 2－ 56
・SRSエアバッグが作動すると････････････････････････････････････････････ 2－ 57
・車両の整備やカー用品を装着するときは、次の事項をお守りください ･･･････ 2－ 58
・運転席、助手席SRSエアバッグが作動するとき、しないとき････････････････ 2－ 59
・SRSエアバッグ警告灯･･････････････････････････････････････････････････ 2－ 62

･ミラーの調整
・ルームミラー ･････････････････････････････････････････････････････････ 2－ 63
・ドアミラー ･･･････････････････････････････････････････････････････････ 2－ 63
・フロントサイドミラー ･････････････････････････････････････････････････ 2－ 64
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各部の開閉

各部の開閉
キーはドアの施錠・解錠、エンジンの始動・

停止に使います。

＜リモコンキーなし車＞
（1）キー

＜リモコンキー付車＞
（1）リモコンキー

（2）スペアキー

（3）キーナンバープレート

＜スマートキーレスシステム付車＞
（1）マスターキー

（2）スペアキー

（3）携帯機

（4）キーナンバープレート

•リモコンキーおよび携帯機はドアやリヤ
ゲートの施錠・解錠がボタン操作ででき

ます。

キー

(1) (1)
201154

(1)
(2)

(3)

201155

アドバイス

•キーナンバープレートは、合いかぎを
作る際に必要となりますので、大切に

保管してください。

•盗難防止のため、キーナンバープレー
トは車内に置かないでください。

•万一に備えてキーナンバーをメモして
おいてください。

•キーを作るときは、スバル販売店にご
相談ください。

•万一、キーまたは携帯機を紛失したと
きは、盗難・事故などを防ぐため、直

ちにスバル販売店にご相談ください。

(1) (2)
(3)

(4)

201156
2－2
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各部の開閉
運
転
す
る
前
に

■ドアの開閉
ドアを開けるときは、ドアハンドルを引き

上げ、手前に引きます。

ドアを閉めるときは、確実に閉め、半ドア

になっていないことを確認してください。

■電波式リモコンドアロックに
よる施錠・解錠

電波により、車から離れたところ（約1 m）

からリヤゲートを含む全てのドア（トラッ

ク、パネルバンは運転席、助手席のドア）

の施錠・解錠ができます。

●解錠
車のまわりからリモコンキーの ボタ

ンを押すとリヤゲートを含む全てのド

ア（トラック、パネルバンは運転席、助

手席のドア）が解錠します。このとき非

常点滅灯（ハザードランプ）が2回点滅

します。

ドア

注意

•ドアを開けるときは周囲の安全を充
分に確認してください。不用意に開け

ると後続車、自転車、オートバイなど

にぶつかることがあり危険です。

•ドアは確実に閉めてください。半ドア
では開くことがあり危険です。

•ドアを閉めるときには、手や指などを
挟まないように注意してください。

アドバイス

•ドアハンドルを操作するときには、爪な
どを挟まないよう気をつけてください。

•車から離れるときは、エンジンを止め
ドアを必ず施錠してください。また、

ドアを施錠する前にキーを持っている

ことを確認してください。

•施錠しても車内に貴重品などを置かな
いようにしてください。

•キーをエンジンスイッチに差し込んだ
まま運転席ドアを開けると、ブザーが

鳴ります。

ただし、エンジンスイッチがONのとき

は鳴りません。

☆2－8、3－3ページ参照

•乗車中の施錠・解錠についてはそれぞ
れ次のような効果がありますのでご選

択ください。

施錠している場合
･ お子さまなどの同乗者が誤ってドア

を開けることを防ぎます。

･ 停車時、車外からの不意の侵入者を

防ぎます。

･ シートベルトの着用と併せて事故時

に車外に投げ出される可能性が少な

くなります。

解錠している場合
万一の事故の場合、車外からの救援活

動が受けやすくなります。

200022
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00-.book  4 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
各部の開閉
●施錠
車のまわりからリモコンキーの ボタ

ンを押すとリヤゲートを含む全てのドア

（トラック、パネルバンは運転席、助手席

のドア）が施錠します。このとき非常点

滅灯（ハザードランプ）が1回点滅します。

●非常点滅灯（ハザードランプ）の
点滅の解除
解錠時や施錠時に点滅する非常点滅灯

を消灯させることができます。

スバル販売店でキャンセルすることが

できます。詳しくはスバル販売店にご相

談ください。

●自動施錠
解錠してから 30 秒以内にドアまたはリ

ヤゲートを開けなかった場合は、自動的

に施錠されます。

スバル販売店で自動施錠の秒数の設定

を変えることができます。詳しくはスバ

ル販売店にご相談ください。

●ルームランプ連動
ルームランプスイッチがドア連動位置

にあるとき、リモコンにより解錠または

ドアの開閉を行うとルームランプが点

灯し、一定時間後に消灯します。

点灯中以下の操作をするとルームラン

プは消灯します。

•リモコンキーの ボタンを押して、ド

アを施錠した場合

•エンジンスイッチにキーを差し込ん
だ場合

スバル販売店でルームランプ連動条件の

設定を変えることができます。詳しくは

スバル販売店にご相談ください。

☆1－2、4－47ページ参照

アドバイス

車から離れるときは、ドアハンドルを引

き、半ドアになっていないことを確認し

てください。

200023
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00-.book  5 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
各部の開閉
運
転
す
る
前
に

●リモコンキーの電池交換
作動距離が不安定になった場合は、電池

の消耗が考えられますので早めに電池

を交換してください。

　使用電池……ボタン電池CR1620

①スクリューを1本外します。

②溝部に ドライバーを差し込み、カ

バーを外します。

アドバイス

•車の周囲約1 m以内で作動しますが、周
囲に強い電波やノイズがある場合（例：

TV塔や発電所、放送局、無線機器使用

場所など）は、作動距離が変わること

があります。

•車を離れるときは、ドアハンドルを引
いて施錠を確認してください。

•リモコンキーを紛失した場合、または
スペアリモコンキーが必要な場合はス

バル販売店にご相談ください。

•リモコンキーを紛失した場合は盗難な
どを防ぐため、リモコンの再登録をお

奨めします。

リモコンの再登録をするときはスバル

販売店にご相談ください。

•エンジンスイッチにキーが差し込まれ
ているときやドアまたはリヤゲート

（トラック、パネルバンは、運転席、助

手席のドア）が開いているときは作動

しません。

•リモコンキーには電子部品が組み込ま
れています。故障を防ぐため、次のこ

とをお守りください。

･ ダッシュボードの上など直射日光が

当たったり高温になる場所には絶対

に放置しないでください。電池の損

傷や回路故障の原因になります。

･ 強い衝撃を与えないでください。

･ 電池交換時以外は分解しないでくだ

さい。電池交換の際は電池のショー

トおよび 、 の方向に注意してく

ださい。

･ 水にぬらさないでください。水にぬ

れた場合はすみやかに拭き取り、充

分に乾かしてください。

200024

200025
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00-.book  6 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
各部の開閉
③電池とリモコンケースの間に絶縁

テープなどを巻いたドライバー（A）

を差し込んで図のように取り出しま

す。

④新しい電池を 極を上にして図のよ

うに挿入し、カバーを確実に取り付け

てください。

■車外からキーによる施錠・解錠
キーを前方に回すと解錠され、後方に回す

と施錠されます。

注意

電池および取り外した部品は、お子さま

が飲み込まないようにとくにご注意く

ださい。

A

200026

200117

アドバイス

•液漏れなどを防ぐため、電池の 極と

極は正しく取り付けてください。

故障の原因となりますので、端子部分

などを曲げないよう、注意してくださ

い。

•電池はスバル販売店または時計店、カ
メラ店などでお求めください。

アドバイス

車外から施錠・解錠できるのはフロント

ドアとリヤゲートです。スライドドアは

セフティノブまたは集中ドアロックス

イッチで施錠・解錠してください。

ただしパネルバンのスライドドアは車

外から施錠・解錠できます。

☆2－9ページ参照

200428
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00-.book  7 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
各部の開閉
運
転
す
る
前
に

■車内からの集中ドアロックに
よる施錠・解錠

ハンドル右横にある集中ドアロックスイッ

チの ボタン（上側）を押すとリヤゲー

トを含む全てのドア（トラック、パネルバ

ンは運転席、助手席ドア）が解錠されます。

スイッチの ボタン（下側）を押すとリヤ

ゲートを含む全てのドア（トラック、パネ

ルバンは運転席、助手席ドア）が施錠され

ます。

●キー閉じ込み防止機能
エンジンスイッチにキーが差し込まれ

ている場合、ドアを施錠しないように働

き、キーが車内に残したままになること

を防止する機能です。

この機能の初期設定は非作動となって

おります。スバル販売店にて作動させる

ことができます。詳しくはスバル販売店

にご相談ください。

☆1－2ページ参照

▼キー閉じ込み防止機能が作動する
とき
•ドアを開けた状態で、集中ドアロック
スイッチの ボタン（下側）を押した

場合、キー閉じ込み防止機能が作動し

ます。

▼キー閉じ込み防止機能が作動しな
いとき
•セフティノブで施錠し、ドアを閉め
たとき機能は作動せず施錠されま

す。

•車外から合いかぎを使い施錠した場
合、機能は作動せず施錠されます。

アドバイス

セフティノブで運転席ドアを施錠また

は解錠しただけでは集中ドアロックは

作動しません。必ず集中ドアロックス

イッチで施錠または解錠してください。

200956

アドバイス

車外に出るときには、必ずキーを持って

いることを確認して施錠してください。
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00-.book  8 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
各部の開閉
■車内からセフティノブによる
施錠・解錠

セフティノブを下げると施錠、上げると解

錠します。

■キーを使わない車外からの施錠
●フロントドア

①セフティノブを下げます。

②ドアハンドルを引き上げたままドア

を閉めます。

●スライドドア
セフティノブを施錠状態にしてドアを

閉めます。

■キー抜き忘れ警報
キーの抜き忘れを防止するための装置です。

キーをエンジンスイッチに差し込んだまま

運転席ドアを開けるとブザー（ピーッ、

ピーッ音）が鳴ります。

■スライドドアの開閉
（ワゴン、バン）
●車外からは

•開けるときは、セフティノブを解錠し
ます。ドアハンドルを引き、ドアを開

けます。

•閉めるときは、ドアハンドルを持ち完
全に閉まるまで前にスライドさせま

す。

注意

②の操作時に、ドアハンドルの手掛け部

から指が離れないようにしてください。

指を挟むことがあります。

200430

201124

200432
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00-.book  9 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
各部の開閉
運
転
す
る
前
に

●室内からは
•開けるときは、車内のドアハンドルを
引いたままスライドさせます。

•閉めるときは、車内のドアハンドルを
押して閉まるまで前にスライドさせ

ます。

■スライドドアの開閉
（パネルバン）
●車外からの施錠・解錠
キーを確実に差し込んで後方に回すと解

錠され、前方に回すと施錠されます。

●車外からの開閉
•開けるときは、解錠してドアハンドル
を引き、後方にスライドさせます。

•閉めるときは、ドアハンドルを持ち完
全に閉まるまで前方にスライドさせ

ます。

●荷室内からの解錠
荷室内から解錠するときは、荷室側のセ

フティノブを引き上げます。車内のドア

ハンドルを後方に引き、スライドさせれ

ば開けることができます。

注意

ドアを閉める場合は、指を挟まれけがを

するおそれがありますので、スライドド

アのふち、およびその周辺に手をかけず

に閉めてください。

201125

200966

200434

200502
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02- 運転する前に .fm  10 ページ  ２００６年１１月２４日　金曜日　午前９時１１分
各部の開閉
スマートキーレスは携帯機を携帯すること

により、運転席、助手席ドアハンドルおよ

びリヤゲートハンドルの周囲約40～80 cm

に近づくと、キーを取り出すことなく解錠、

離れると施錠が行えるシステムです。また、

従来どおりの電波式リモコンドアロックも

携帯機のスイッチ操作により使用できま

す。

スマートキーレスシステム

アドバイス

スマートキーレスシステムではエンジ

ンの始動・停止はできません。エンジン

の始動・停止はキーで行ってください。

☆3－2ページ参照

警告

植込み型心臓ペースメーカーおよ

び植込み型除細動器の機器を装着

されているかたは、車両側発信アン

テナから約22 cm 以内の範囲に植込

み型心臓ペースメーカー等を近づ

けないようにしてください。
車両側発信アンテナの電波により植込み

型心臓ペースメーカーおよび植込み型除

細動器の作動に影響を与えるおそれがあ

ります。

植込み型心臓ペースメーカーおよび植込

み型除細動器以外の医療用電気機器を装

着されているかたは、後述の“スマー
トキーレスで使用している電波につ
いて”を参考に医療用電気機器製造業者
などに事前に確認してください。車両側

発信アンテナの電波により医療用電気機

器の作動に影響を与えるおそれがありま

す。

•車両側発信アンテナからの電波の発信
を停止させる場合は、スバル販売店に

ご相談ください。

スマートキーレスで使用している

電波について
•スマートキーレスでは、以下規則によ
り定められた微弱電波を使用してお

ります。

･ 電波法施行規則第6条第1項第1号

•スマート機能は、従来の電波式リモコ
ンドアロック機能の電波に加え、下記

周波数の電波（※ 1）を使用していま

す。その電波はキーをエンジンスイッ

チから抜いている間、下記A～Cの車両

側アンテナから周期的に出力していま

す。

※1 電波周波数：131.06 kHz

B

C

A

200960
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00-.book  11 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
各部の開閉
運
転
す
る
前
に

次ページへ 

注意

携帯機の取扱いに関する注意項目
•携帯機をキーに結合し使用しないでく
ださい。携帯機に膝や手などが当たり、

キーを回してしまうおそれがあります。

☆1－15ページ参照

•携帯機をエンジンスイッチからの
キーの抜き・差しにかかわらず車室内

（例えば、インストルメントパネルの

上、物入れ、シートの上など）または

車両周辺2 m以内（例えば、車庫での

保管など）に絶対に放置・保管しない

でください。

携帯機の位置によっては、勝手に施

錠・解錠し、盗難やキー閉じ込みにあ

う恐れがあります。また、施錠・解錠

を繰り返し、バッテリー上がりや、携

帯機電池切れの原因となる場合があ

ります。

•長期間お車を使用しないとき、機能自
体を使用しないとき、やむをえず携帯

機を車室内または、車両周辺に置くと

きは、「2－14」ページの“スマート機

能の停止方法”を行ってください。

200934

•携帯機には電子部品が組み込まれて
います。故障を防ぐため、次のことを

お守りください。

･ 電池交換時以外は分解しないでく

ださい。電池交換の際は電池の

ショートおよび、 、 の方向に注

意してください。

･ 水にぬらさないでください。水にぬ

れた場合はすみやかに拭き取り、充

分に乾かしてください。

･ 強い衝撃を与えないでください。

･ 磁気を帯びた物に近づけないでく

ださい。

･ ダッシュボードの上など直射日光

が当たったり高温になる場所には

絶対に放置しないでください。電池

の損傷や回路故障の原因になりま

す。

･ 超音波洗浄機などで洗浄しないで

ください。

･ 湿気やホコリが多い場所に放置し

ないでください。携帯機故障の原因

となります。

･ パソコン、家電製品の近くに放置し

ないでください。携帯機が誤作動

し、電池切れの原因となります。

･ 携帯機は車両との通信のために、常

時受信動作をし、常に電池を消耗し

ています。電池の寿命は使用状況に

よりますが、約1年です。電池が切

れた場合、新しい電池と交換してく

ださい。

☆2－16ページ参照
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00-.book  12 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
各部の開閉
前ページより 

■スマート機能の作動エリア
ドアの施錠・解錠機能の作動エリアは運転

席ドア、助手席ドア、リヤゲートを中心に

約40～80 cmが目安となります。

携帯機ご使用上の注意項目
•次のような場合には、携帯機・車両間
の通信の妨げとなり、作動距離が著し

く短くなる場合があります。また、施

錠・解錠ができなくなる場合や施錠・

解錠を繰り返す場合もあります。

･ 近くに強い電波を発生する設備が

ある。

･ 複数の携帯機を携帯している。

･ 携帯機の近くに携帯電話等の無線

通信機がある。

･ 携帯機の近くに金属物がある。

･ 他の車両の携帯機またはリモコン

キーなどの電波を発信するような

製品を使用しているとき。

アドバイス

•携帯機を紛失した場合は盗難などを防
ぐため、携帯機の再登録をお奨めしま

す。携帯機の再登録をするときはスバ

ル販売店にご相談ください。

•スペアの携帯機が必要な場合はスバル
販売店にご相談ください。

200933

アドバイス

•エンジンスイッチからキーを抜き、い
ずれのドアも開けていない場合は作動

しません。

• 1 週間以上お車をご使用にならなかった
場合、車両バッテリー保護のため、ス

マート機能が自動的に停止します。電

波式リモコンドアロックを作動させる

か、いずれかのドアを開ければ、スマー

ト機能は復帰します。

•運転席、助手席ドアハンドルおよびリ
ヤゲートハンドル近くで携帯機をいろ

いろな位置に動かし、あらかじめ作動

エリアを覚えておくと便利です。

•乗車時、携帯機の位置によっては、勝
手に施錠・解錠することがありますが、

エンジンスイッチにキーを差せば停止

します。

•リモコンエンジンスターターによるエ
ンジン暖機中は、作動エリアが狭くな

ることがあります。

•携帯機の電池が消耗しているときや、
強い電波、ノイズのある場所（例：TV

塔や発電所、放送局、無線機器使用場

所など）、携帯電話通話中は、作動エリ

アが狭くなったり、作動しないことも

あります。
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00-.book  13 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
各部の開閉
運
転
す
る
前
に

■スマート機能の使い方
●解錠(スマートアンロック)
携帯機を携帯し、作動エリアに入ってく

ださい。

ドアが開錠し、非常点滅灯（ハザードラ

ンプ）が2回点滅します。

●施錠(スマートロック)
すべてのドアを閉めてから携帯機を携

帯し作動エリアから出てください。

約2～3秒後にドアが施錠し、非常点滅灯

（ハザードランプ）が1回点滅します。

次ページへ 

アドバイス

携帯機を作動エリアに急に接近させた

場合や、急なドアハンドル操作では解錠

できない場合があります。その際は、ド

アハンドルを一度もどし、解錠されたこ

とを確認してから再度ドアハンドルを

引いてください。

200925

アドバイス

車を離れるときは、施錠を確認してくだ

さい。以下に示す内容は、施錠忘れの原

因となりますので、十分にお読みいただ

きご理解ください。

•ドアを開けたまま作動エリアから出た
場合は施錠されません。ドアが閉まっ

たことを確認して作動エリアから出て

ください。

200926

200927
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02- 運転する前に .fm  14 ページ  ２００６年１１月２２日　水曜日　午後５時２７分
各部の開閉
前ページより 

●スマートロック作動時間の設定変更
スバル販売店でスマートロックするま

での作動時間の設定を変えることがで

きます。詳しくはスバル販売店にご相談

ください。

●非常点滅灯（ハザードランプ）の
点滅の解除
解錠時や施錠時に点滅する非常点滅灯

を消灯させることができます。

スバル販売店でキャンセルすることが

できます。詳しくはスバル販売店にご相

談ください。

●ルームランプ連動
ルームランプスイッチが中間（ドア連

動）位置にあるとき、携帯機により解錠

またはドアの開閉を行うとルームラン

プが点灯し、約30秒点灯し、徐々に消灯

します。

点灯中以下の操作をするとルームラン

プは消灯します。

•携帯機の ボタンを押して、ドアを施

錠した場合

•エンジンスイッチにキーを差し込ん
だ場合

スバル販売店でルームランプ連動条件

の設定を変えることができます。詳しく

はスバル販売店にご相談ください。

☆1－2、4－47ページ参照

■スマート機能の停止方法
スマート機能の停止方法は2種類あります。

以下の場合は、カッコ内に記載された方法

でスマート機能を停止させてください。

スマート機能を停止させた場合でも、電波

式リモコンドアロックは作動します。

•車両側発信アンテナからの電波の発信を
一時的に停止させたいとき（方法A）

•長期間（3日以上）お車を使用しないとき
（方法A）

•スマート機能自体を使用しないとき
（方法BまたはA）

•やむをえず携帯機を車室内や車の周辺に
保管したいとき（方法BまたはA）

方法 A（車両側発信アンテナからの電波発

信を停止させる）

エンジンスイッチにキーを差して抜く

操作を3回行ってください。ブザーが3回

鳴り、スマート機能が停止します。

復帰させるには、エンジンスイッチに

キーを差し、ONにしてください。

スマート機能が復帰します。

•施錠（スマートロック）は、全てのド
アを閉め、作動エリア内から出て約2～

3秒後に作動します。作動前にいずれか

のドアを開けるとスマートロックしま

せんので、その場合は、すべてのドア

を閉めた後、再度作動エリア内に入っ

てください。

アドバイス

方法Aは一時的な停止方法です。スマート

機能を停止させた後、エンジンスイッチを

ONにするとスマート機能が復帰します。
2－14



00-.book  15 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
各部の開閉
運
転
す
る
前
に

方法 B（携帯機からのスマート機能の電波

発信を停止させる）

携帯機の  ボタンを同時に 8秒間押

し続けてください。表示灯が緑色から赤

色の点灯へ切り替わり、携帯機がスマー

ト機能停止モードになります。

復帰させるには、携帯機の  ボタン

を同時に 8秒間押し続けてください。表

示灯が赤色から緑色の点灯へ切り替わ

り、携帯機が通常モードになります。

■施錠忘れ防止ブザー
施錠忘れを防止するため、ブザー音により

警告する機能があります。お買い上げ時は

設定がOFFになっていますので、ご希望に

より下記の切り替え方法に従い、設定 ON/

OFFの切り替えを行ってください。

●施錠忘れ防止ブザー ON/OFF
切り替え方法

①エンジンスイッチからキーを抜き、す

べてのドアを閉める。

②運転席ドアのみ開ける。

③10 秒以内にキーをエンジンスイッチに

差し込み、ON（1回目）にした後、さら

にエンジンスイッチのOFF⇔ONを8回

操作する。（最後はON位置）

☆3－2ページ参照

④30秒以内にドアの閉／開を6回以上し

た後、ブザーが鳴る（ピー音1秒）こ

とを確認する。

■携帯機のボタン操作による操
作方法（電波式リモコンドア
ロック）

携帯機のボタンを押すと電波により、車か

ら離れたところ（約 1 m）から全ドア（リ

ヤゲート含む）の解錠・施錠もできます。

●解錠
車のまわりから携帯機の ボタンを押

すとすべてのドア（リヤゲート含む）が

解錠します。このとき非常点滅灯（ハザー

ドランプ）が2回点滅します。

200972

200936

アドバイス

ブザーが鳴った状態でドアを閉め車か

ら離れると、スマートロックしないため

施錠忘れになります。必ず一旦作動エリ

ア内に入り、車から離れてください。
2－15



各部の開閉
●施錠
車のまわりから携帯機の ボタンを押

すとすべてのドア（リヤゲート含む）が

施錠します。このとき非常点滅灯（ハザー

ドランプ）が1回点滅します。
■携帯機の電池交換
電波式リモコンドアロックの作動距離が不

安定になった場合は、電池の消耗が考えら

れますので早めに電池を交換してくださ

い。

使用電池……ボタン電池CR2032

①スクリューを 2本外し、カバーを外しま

す。

②電池と携帯機ケースの間に絶縁テープな

どを巻いたドライバーを差し込んで図の

ように取り出します。

アドバイス

車の周囲約1 m以内で作動しますが、周

囲に強い電波やノイズがある場合（例：

TV塔や発電所、放送局、無線機器使用

場所など）は、作動距離が変わること

があります。

車から離れるときは、施錠を確認して

ください。

200973

200974

携帯機を紛失した場合は盗難などを防

ぐため、携帯機の再登録をお奨めしま

す。携帯機の再登録をするときはスバ

ル販売店にご相談ください。

エンジンスイッチにキーが差し込まれ

ているときやドアまたはリヤゲートが

開いているときは作動しません。

非常点滅灯の点灯・消灯およびルーム

ランプの点灯時間はスバル販売店で設

定が出来ます詳しくはスバル販売店に

ご相談ください。

☆2－14ページ参照

200932
2－16



00-.book  17 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
各部の開閉
運
転
す
る
前
に

③新しい電池を 極を上にして挿入し、カ

バーを確実に取り付けてください。

左右のリヤドアにあり、レバーを「LOCK」

側にすると、車内のドアハンドルではリヤ

ドアを開けられなくすることができます。

後席にお子さまを乗せたときにご使用くだ

さい。

■使用方法
チャイルドプルーフのレバーを「LOCK」側

にしてドアを閉めると、車内から開けられ

なくなります。解除するときはレバーを

「FREE」側にしてください。

■チャイルドプルーフが働いて
いるときのドアの開けかた

ドアを解錠し、車外からドアハンドルを

引き上げて開けます。車内から開けると

きは、集中ドアロックスイッチの ボタ

ン（上側）を押してドアを解錠し、ウイン

ドゥを下げ車外のドアハンドルを引き上げ

て開けます。

注意

電池および取り外した部品は、お子さま

が飲み込まないようにとくにご注意く

ださい。

アドバイス

•液漏れなどを防ぐため、電池の 極と

極は正しく取り付けてください。

故障の原因となりますので、端子部分

などを曲げないよう、注意してくださ

い。

•電池はスバル販売店または時計店、カ
メラ店などでお求めください。

200931

200930

チャイルドプルーフ

FREE

LOCK

200436
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00-.book  18 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
各部の開閉
パワーウインドゥは、エンジンスイッチが

ONのとき使用できます。
■運転席側スイッチ

●運転席ウインドゥの開閉
スイッチを軽く操作している間、作動し

ます。強く操作すると、自動で全開（全

閉）します。

開けるとき：スイッチを押します。

閉めるとき：スイッチを引き上げます。

•自動開閉中にウインドゥの開閉を停
止させるときは、スイッチを作動方向

とは逆方向に軽く操作します。

パワーウインドゥ

警告

•パワーウインドゥが閉まるときには
大きな力が働きます。挟まれると危険

ですので閉める前に窓から顔や手を

出していないことを確認してくださ

い。

•挟まれると危険ですので小さなお子さ
まには開閉操作をさせないでくださ

い。

•お子さまを乗せるときにはウイン
ドゥロックスイッチをロックにして

おいてください。お子さまがウイン

ドゥスイッチをいたずらして手や首

を挟むことを防ぎます。

☆2－19ページ参照

注意

ウインドゥの全閉、全開後に同じ方向

にスイッチを押し続けないでくださ

い。パワーウインドゥの故障の原因に

なります。

アドバイス

バッテリー交換やヒューズ交換などで、

バッテリーとの接続が断たれたときは、

必ずパワーウインドゥの初期設定をし

てください。

初期設定がされないと、運転席ウイン

ドゥ自動全開（全閉）が作動しません。

☆2－20ページ参照

AUTO

201127

201157
2－18



00-.book  19 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
各部の開閉
運
転
す
る
前
に

■パワーウインドゥの
ロックスイッチ

パワーウインドゥのロックスイッチを ON

にすると助手席のパワーウインドゥは作動

しません。お子さまを乗せるときなどにご

使用ください。スイッチを押すごとにONと

OFFに切り替わります。

●助手席ウインドゥの開閉
スイッチを操作している間、作動しま

す。

■助手席側スイッチ
スイッチを操作している間、作動します。

＜ワゴン＞
開けるとき：スイッチを押します。

閉めるとき：スイッチを引き上げます。

＜ワゴン以外＞
開けるとき：スイッチの下側を押します。

閉めるとき：スイッチの上側を押します。

アドバイス

パワーウインドゥのロックスイッチが

ONになっているときは、スイッチを操作

しても作動しません。

AUTO

201128

アドバイス

パワーウインドゥのロックスイッチが

ONになっているときは、スイッチを操作

しても作動しません。

201157

201158
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00-.book  20 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
各部の開閉
■ウインドゥ反転機能
運転席のウインドゥが自動全閉中、窓枠と

ウインドゥとの間に異物の挟み込みを感知

すると、ウインドゥの上昇が停止し、自動

で少し下降し止まります。

■パワーウインドゥの初期設定
バッテリー交換やヒューズ交換などで、

バッテリーとの接続が断たれたときは、必

ずパワーウインドゥの初期設定を行ってく

ださい。パワーウインドゥの初期設定がさ

れていないと、次の機能は作動しません。

•運転席ウインドゥの自動全開（全閉）
☆2－18ページ参照

•ウインドゥ反転機能

●初期設定のしかた

①ドアを閉め、エンジンスイッチをONに

します。

②運転席ウインドゥスイッチを下に押

し、半分くらいまでウインドゥを開け

ます。

③運転席ウインドゥスイッチを上に引

き続け、ウインドゥを全閉にします。

全閉後、約1秒間スイッチを上に引き

続けてください。

注意

•ウインドゥを確実に閉めるため、閉め
きる直前の部分では、挟み込みを感知

しない領域があります。指など挟まな

いように注意してください。

•ウインドゥ反転機能は自動全閉時の
み作動します。スイッチを引き続けた

状態では作動しません。指など挟まな

いように注意してください。

アドバイス

•環境、走行条件により異物を挟んだと
きと同じ衝撃がウインドゥに加わると

ウインドゥ反転機能が作動することが

あります。

•故障などでウインドゥ反転機能が作動
してしまい運転席ウインドゥを閉める

ことができない場合、スイッチを引き

続けると閉めることができます。

•バッテリー交換やヒューズ交換など
で、バッテリーとの接続が断たれたと

きは、必ずパワーウインドゥの初期設

定をしてください。

初期設定がされないと、ウインドゥ反

転機能が作動しません。

AUTO

201127
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00-.book  21 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
各部の開閉
運
転
す
る
前
に

ドアにあるハンドルを回して開閉します。

●スライドドアのウインドゥを
全開にする方法
ロック解除ノブを矢印方向に回して保

持しながらハンドルを回すと全開にな

ります。

燃料補給口は、左側フロントタイヤの後ろ

にあります。

•使用燃料：無鉛レギュラーガソリン
•タンク容量：約40

手動式ウインドゥの開閉

アドバイス

ノブが回せないときは、ウインドゥを一

度少し閉めて（ハンドルを半分くらい逆

に回す）からノブを回してください。

200206

200440

燃料補給口

警告

燃料補給時には必ず次のことをお守り

ください。

•ガソリンは非常に着火しやすいため、
燃料補給時はタバコなど一切の火気

は厳禁です。

•エンジンは必ず止めてください。
•フューエルキャップを開けるときは
ゆっくり回し、燃料タンク内の圧力を

下げてから外してください。急に開け

ると燃料が補給口から吹き返すおそ

れがあります。

•フューエルキャップは確実に閉めて
ください。閉まっていないと走行中に

燃料が漏れて火災につながるおそれ

があります。

•静電気除去キャップを採用していま
すので、フューエルキャップは車に

合ったスバル純正品を使用してくだ

さい。

☆1－23ページ参照

注意

セルフ補給のときの燃料補給は、給油

ガンが自動停止した時点でお止めくだ

さい。
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00-.book  22 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
各部の開閉
■フューエルリッドの開閉

（オープナーレバー付）
●開けるとき
運転席左下（センターコンソール取付部

前方右下）にあるフューエルリッドオー

プナーレバーを引き上げます。

●閉めるとき
フューエルリッドがロックするまで手

で押し付けてください。

■フューエルリッドの開閉

（キー開閉式）
●開けるとき

①キーロックのキャップを手前に引い

て開けます。

②キーを確実に差し込んで後方に回し、

解錠します。

③そのまま手前に引いてフューエル

リッドを開けます。

●閉めるとき

①フューエルリッドを確実に閉じ、キー

を元に戻して施錠します。

②キーを抜いてキャップを確実に閉め

ます。

■フューエルキャップの開閉
フューエルキャップを左に回して開けま

す。燃料補給後は、「カチッ、カチッ」と2

回以上音がするまで右に回して閉めます。

200969

200442

200443
2－22



00-.book  23 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
各部の開閉
運
転
す
る
前
に

ワゴン、バンのリヤゲート

注意

•開閉や荷物の出し入れのとき、リヤ
ゲートが頭や顔にぶつからないよう

に注意してください。

•走行前リヤゲートを完全に閉めてく
ださい。走行中に開くと荷物が落ちる

ことがあります。

•走行中や長時間のアイドリングをして
いるときはリヤゲートを完全に閉めて

ください。車内に排気ガスが侵入し、一

酸化炭素中毒になるおそれがありま

す。

•リヤゲートを閉めるときは、他の人の
手（とくにお子さまには気をつけてく

ださい）や荷物を挟まないように注意

してください。

•エンジンをかけたまま荷物の出し入
れをするとき、排気ガスの熱でやけど

をしないように注意してください。

•リヤゲートを支えているガスステー
部に薄いビニール袋、テープ等が噛み

込まないように、また、荷物の積み下

ろしなどで傷をつけないように注意

してください。ステーのガス抜けによ

り、ゲートが自然に閉じてしまう場合

があります。

•リヤゲートにスバル純正品以外のア
クセサリー用品を取り付けないでく

ださい。リヤゲートの重量が極端に重

くなると、開けたときにステーが支え

きれなくなるおそれがあります。

•キーを差し込んだ状態でキーを持ち
リヤゲートを開閉しないでください。

キーシリンダーが損傷したり、キーが

折れる場合があります。また、キーホ

ルダーなどで塗装面が傷つき、錆発生

の原因になります。

アドバイス

•リヤゲートハンドルを操作するとき
は、爪などを挟まないよう気をつけて

ください。

•キャリアなどに積んだ荷物に当たらな
いように気をつけて開けてください。

•傾斜した場所では、平坦な場所よりも
リヤゲートの開閉がしにくかったり、

急に開閉してしまう場合があります。

•電波式リモコンドアロック付車は、リ
モコンでリヤゲートを含む全てのドア

の施錠、解錠ができます。

•スマートキーレス付車は、携帯機を携
帯して作動エリアに出入りすることで

全てのドア（リヤゲート含む）の施錠・

解錠ができます。
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00-.book  24 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
各部の開閉
■施錠、解錠
半ドアでないことを確認します。キーを確

実に差し込んで右に回すと解錠、左に回す

と施錠されます。

■開けるとき
リヤゲートハンドルを引いてリヤゲートを

ゆっくりといっぱいまで持ち上げます。

■閉めるとき
リヤゲートをゆっくり下げ（ワゴンはイン

ナーハンドルに手をかけてリヤゲートを

ゆっくり下げ）上から手で押さえつけるよ

うに閉めます。半ドアでないことを確認し

てください。

■電気式リヤゲートロック
スイッチのUNLOCK側を押すと解錠、LOCK

側を押すと施錠されます。

S
U

B
A

R
U

200444

200445

200446

200447

200957
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00-.book  25 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
各部の開閉
運
転
す
る
前
に

パネルバンのリヤゲート

警告

•リヤゲートを倒したまま走行しないで
ください。尾灯、制動灯が後方から見
えないので追突されるおそれがありま
す。
また、道路交通法違反になります。

•リヤゲートの使用状態により、後部の
灯火器が隠れる場合には、停止表示器
材等を用いて他の交通者に対する警
告を行ってください。

注意

•開閉や荷物の出し入れのとき、リヤ
ゲートが頭や顔にぶつからないよう
に注意してください。

•走行前リヤゲートを完全に閉めてく
ださい。走行中に開くと荷物が落ちる
ことがあります。

•走行中や長時間のアイドリングをして
いるときはリヤゲートを完全に閉めて
ください。車内に排気ガスが侵入し、一
酸化炭素中毒になるおそれがありま
す。

•リヤゲートを閉めるときは、他の人の
手（とくにお子さまには気をつけてく
ださい）や荷物を挟まないように注意
してください。

200965

•エンジンをかけたまま荷物の出し入
れをするとき、排気ガスの熱でやけど
をしないように注意してください。

•リヤゲートを支えているガスステー
部に薄いビニール袋、テープ等が噛み
込まないように、また、荷物の積み下
ろしなどで傷をつけないように注意
してください。ステーのガス抜けによ
り、ゲートが自然に閉じてしまう場合
があります。

•リヤゲートにスバル純正品以外のア
クセサリー用品を取り付けないでく
ださい。リヤゲートの重量が極端に重
くなると、開けたときにステーが支え
きれなくなるおそれがあります。

•キーを差し込んだ状態でキーを持ち
リヤゲートを開閉しないでください。
キーシリンダーが損傷したり、キーが
折れる場合があります。また、キーホ
ルダーなどで塗装面が傷つき、錆発生
の原因になります。

アドバイス

•プッシュボタンを操作するときは、爪
などを挟まないよう気をつけてくださ
い。

•キャリアなどに積んだ荷物に当たらな
いように気をつけて開いてください。

•傾斜した場所では、平坦な場所よりも
リヤゲートの開閉がしにくかったり、
急に開閉してしまう場合があります。
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00-.book  26 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
各部の開閉
■施錠、解錠
キーを確実に差し込んで左に90度回すと解

錠、元に戻すと施錠します。

■開閉
●開けるとき

①上側ゲートのプッシュボタンを押し、

上側ゲートをゆっくり、いっぱいまで

引き上げます。

②下側ゲートの車内のリヤゲートハン

ドルを引き上げてロックを外し、下側

ゲートを持って静かに降ろします。

●閉めるとき

①下側ゲートを持ち上げ、押しつけて確

実にロックします。

②上側ゲートをゆっくり下げて、上から

手で押さえつけるように確実に閉め

ます。

200967

201126
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00-.book  27 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
各部の開閉
運
転
す
る
前
に

■ゲートの倒しかた
ゲートロックのレバーを引いてロックを外

し、ゲートを持って静かに倒します。

トラックのゲート

警告

•リヤゲートを倒したまま走行しない
でください。尾灯、制動灯が後方から

見えないので追突されるおそれがあ

ります。

また、道路交通法違反になります。

•リヤゲートの使用状態により後部の
灯火器が隠れる場合には、停止表示器

材等を用いて他の交通者に対する警

告を行ってください。

200450

200451

注意

リヤゲートを倒すとき、エンジンフード

に当てないようにゲートを持って静か

に倒してください。ゲートやエンジン

フードが損傷することがあります。
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00-.book  28 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
各部の開閉
■ゲートの脱着
●取り外すとき

①ストッパーボルトを外します。

②ゲートを開いて水平にしっかり持ち、

矢印方向にずらして外します。

●取り付けるとき

①リヤゲートは左端、サイドゲートは前

から1番目のヒンジピンが他より長く

なっています。これを目安にして確実

に差し込みます。

②ゲートを閉め、ストッパーボルトを取

り付けます。

エンジン上部の点検・整備をするときなど

に開けます。

■開けるとき
4本のネジを外して取り外します。バンとワ

ゴンでは荷物室のマットをめくってくださ

い。

■閉めるとき
4か所のネジ穴を合わせてから4本のネジで

締め付けます。

注意

ストッパーボルトを外したまま走行する

と、ゲートの脱落など思わぬ事故につな

がります。ゲート取り付け後は確実にス

トッパーボルトを取り付けてください。

200452

トラップドア

200453
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00-.book  29 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
各部の開閉
運
転
す
る
前
に

エンジン後部の点検・整備をするときなど

に開けます。

■トラック、パネルバン
●開けるとき
キーを確実に差し込み、エンジンフード

を押しながら解錠位置まで回し、エンジ

ンフードを手前に引きます。

●閉めるとき
エンジンフードを確実に閉め、エンジン

フードを押しながらキーを施錠位置ま

で回し、抜きます。

■バン、ワゴン
●開けるとき

①リヤゲートを開けます。

②図のレバーを左に押すと少し開きま

す。

③リヤバンパーの右側を少し（約1 cm）持

ち上げ、両手で持って引き下げます。

●閉めるとき
リヤバンパーを両手で持って引き上げ、

「カチッ」と音がするまで押し付けると

ロックします。

エンジンフード

注意

開閉するときは、次のことをお守りくだ

さい。

•やけどしないように手袋をはめてく
ださい。排気管が近いので、走行直後

や停車中にエンジンをかけていると、

下面が熱くなっていることがありま

す。注意してください。

•確実にロックしていることを確認後、
走行してください。

200968

200455
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00-.book  30 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
シート

シート
無理のない、正しい運転（乗車）姿勢がとれるようにシートを調整します。ミラーも調整し

ます。そしてシートベルトを正しく装着します。

正しい運転姿勢

200134
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00-.book  31 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
シート
運
転
す
る
前
に

警告

シートなどの調整は、次の事項を必ず守ってください。お守りいただかないと重大な傷害

につながるおそれがあります。

•シート調整は必ず走行を始める前にしてください。とくに運転席は運転中に行わないで
ください。加速、減速でシートが動いてペダルに足が届かなくなったり、背当てが倒れ

てハンドルに手が届かなくなったりして重大な事故や傷害につながるおそれがありま

す。シートを調整した後はシートを軽くゆすり「確実に固定されていること」を確認し

てください。不完全なままではシートが動いたり、シートベルトの機能が充分に働かな

いことがあります。

•走行中は助手席も含めて必要以上に倒さないでください。万一のとき、シートベルト本
来の機能が発揮されないことがあります。

•背当てと背中の間にクッションなどを入れないでください。正しい運転姿勢がとれない
ため危険です。

ヘッドレスト付車は、ヘッドレストを確実に取り付けてください。外したり、固定できる

高さを超えての使用は、万一のとき頭や首を保護できず重大な傷害につながるおそれがあ

ります。ヘッドレスト中央が耳の後方になるように高さを調整してください。

注意

シートの調整は必ず大人が行い、シートや動いている部分に手を近づけないでください。

また、同乗者や荷物にも注意してください。挟まれたり、荷物を損傷することがあります。

アドバイス

納車時のシートのダストカバー（シート汚れ防止用のポリエチレン製カバー）は必ず取り

外してから使用してください。
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00-.book  32 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
シート
シートのドア側下部と前下部のレバー操作

で調整ができます。

■前後の調整（スライド調整）
レバーを完全に引き上げた状態で前後に動

かして調整します。レバーを下ろし、ロッ

クを確認します。

フロントシート

警告

調整は、運転中に行わないでください。

加速、減速でシートが動いてペダルに足

が届かなくなったり、背当てが倒れてハ

ンドルに手が届かなくなったり、運転へ

の注意がそれ、運転ミスなどを起こし、

重大な事故や傷害につながるおそれが

あります。

☆2－31 ページの注意事項もお守りくだ

さい。

200457

注意

•スライドレバーを操作する際にはフ
ロア面とのすき間で手を挟まないよ

うに注意してください。

•トラックおよびパネルバンでは背当
ての後ろに物を置かないでください。

•後方にスライドする際には、後席乗員
の足が挟まれないように注意してく

ださい。

•ディアスおよびワゴンには最前方にス
ライドさせるとロックしない位置があ

ります。ロックしない位置はソフトフ

ラット時に使用します。ロックしない

位置は走行中は使用しないでくださ

い。

アドバイス

トラック、パネルバンの運転席は背当て

の角度によっては背当てが車体に当た

り、後方にスライドしない場合がありま

す。その際は、一度背当てを起こしてく

ださい。
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00-.book  33 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
シート
運
転
す
る
前
に

■背あて角度の調整
（リクライニング調整）
レバーを完全に引き上げた状態で背当ての

角度を調整します。レバーを下ろし、ロッ

クを確認します。

■ヘッドレストの脱着と調整
●取り外すとき
ノブを矢印方向に回し、ヘッドレストを

引き上げます。

●取り付けるとき
ヘッドレストの脚と背当ての差し込み

部を合わせ、ノブを矢印方向に回し、静

かに下げます。

●高くするとき
ヘッドレストを持ち上げ、爪のかかった

位置で止めます。

●下げるとき
ノブを矢印方向に回し、ヘッドレストを

押し下げ、ノブを戻し、爪のかかった位

置で止めます。注意

調整する際には、レバーとレバーカバー

内に指を挟まないよう気をつけてくだ

さい。

200458

200459
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00-.book  34 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
シート
■アームレスト
前に倒して使用します。

■ソフトフラットシート
シートをリクライニングするとリヤシート

とつながってソフトフラットになります。

●ソフトフラットにするとき
①安全な場所に駐車し、確実に駐車ブレー

キをかけます。

②ヘッドレストを取り外します。

③シートがロックしない最前方位置までス

ライドさせます。

④背当てをいっぱいまで倒してリヤシート

とつなげます。

☆2－33ページ参照

警告

運転するときにはヘッドレストを確実

に取り付けてください。

外しての使用や、固定できる高さを超え

ての使用は、万一のとき頭や首を保護で

きず重大な傷害につながるおそれがあ

ります。

ヘッドレスト中央が耳の後方になるよ

うに高さを調整してください。

アドバイス

上に乗ったり、重いものをのせないでく

ださい。アームレストが損傷する場合

や、思わぬけがをすることがあります。

☆2－49ページ参照

200460

警告

走行中はソフトフラットにして使用し

ないでください。万一のときシートベル

トの効果が得られず重大な傷害につな

がるおそれがあります。

200461
2－34



00-.book  35 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
シート
運
転
す
る
前
に

■ウインドゥウォッシャー液、
バッテリー液、クーラント量の
点検

助手席シート床下のバッテリー、ラジエ

ター、ウインドゥウォッシャー液などを点

検するとき助手席のクッションを起こして

行います。

●バン、ワゴン

①助手席シートを後方にスライドさせ

ます。（ディアス、ワゴンのみ）

②リクライニングレバーを引き上げ、背

当てを前に倒します。

③クッション下側のロックを両側とも

解除します。

④シート全体を後ろに倒します。

注意

•フロントシートの背当てを戻すとき
は、背当てを押さえながらリクライニ

ングレバーを操作してください。背当

てを押さえずにレバーを操作すると

背当てが急に戻り、けがをするおそれ

があります。

•ソフトフラットにした状態でシート
の上を走り回らないでください。ま

た、シートの上を移動するときは、

シートの中央を踏んで、ゆっくりと移

動してください。シートを踏み外した

り、シートの間に足を挟むなどして、

けがをするおそれがあります。

•助手席および後席に人が乗っている
ときは、ソフトフラットにしないでく

ださい。シートが当たるなどしてけが

をするおそれがあります。

200462
2－35



00-.book  36 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
シート
⑤ノブを引き上げカバーを手前に引き、取

り外します。

●トラック、パネルバン

①クッション後方に手をかけて起こし

ます。

②ノブを引き上げカバーを手前に引き

上げながら、取り外します。

注意

•ロックを解除する際、レバーの反動に
注意し、ゆっくりと操作してくださ

い。

•シートを元に戻すときはシートに手
など挟まれないよう注意してくださ

い。

•ロックする際はレバー部をつかまず、
押し込むようにゆっくりと操作して

ください。レバーをつかんだまま操作

すると指を挟むなどして、けがをする

おそれがあります。

200463

201159

アドバイス

カバーを取り付けるとき、マットを挟み

込まないようにしてください。

200465

200466
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00-.book  37 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
シート
運
転
す
る
前
に

■リクライニング調整
背当ての上にあるノブAを引き上げ、背当

の角度を調整します。左右は別々に調整で

きます。

注意

シートを元に戻すときは、シートに指な

どを挟まないよう注意してください。

アドバイス

•跳ね上げた床面に荷物をのせないでく
ださい。シートが倒れて荷物を損傷し

たり、落下することがあります。

•カバーを取り付けるとき、マットを挟
み込まないようにしてください。

201160

リヤシート

警告

•リヤシートを折りたたんで荷室として
使用する場合は、お子さまも含めて走

行中、人を乗せないでください。急ブ

レーキをかけたときや衝突したときな

どに重大な傷害を受けることがありま

す。

•荷物や長い物をのせたときは、荷物を
固定してください。急ブレーキをかけ

たときなどに荷物が飛び出し重大な

傷害を受けることがあります。

•背当てを元に戻したときは、背当てを
軽く前後にゆすり確実に固定されて

いることを確認してください。固定さ

れていないと急ブレーキ時などに背

当てが倒れたり、荷室内の物が飛び出

すなど思わぬ事故につながり重大な

傷害を受けるおそれがあり危険です。

☆2－31 ページの注意事項もお守りくだ

さい。

200468
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00-.book  38 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
シート
●さらに背当てを倒す場合
（ワゴンのみ）
背当てが一旦止まる位置からさらに角

度を調整する場合、シート内側のノブC

を引いて背当て上のノブAを引き上げ角

度を調整します。

ノブCは背当てが一旦止まる位置から1段

階戻した位置で引くことができます。

■背当てを後ろに倒すとき
●ディアス
背当ての上にあるノブAを引き上げ、背

当てを倒します。

●ワゴン
背当ての上にあるノブAとシート内側の

ノブCを引き、背当てを倒します。

ノブCは背当てが一旦止まる位置から1

段階戻した位置で引くことができます。

注意

•リクライニング操作は走行中には行
わないでください。

•リクライニング操作は、背当てに体重
をかけた状態で行わないでください。

•背当てを倒してフラットにした状態
では走行しないでください。

•リクライニング操作後は、背当てを前
後にゆすり、シートが確実に固定され

ていることを確認してください。

アドバイス

•前席のような背当てを戻すスプリング
はついていません。

•ノブ Cを引かない状態で無理に背当て
を倒さないでください。

200469

アドバイス

ワゴン以外は背当ては中間で止まりませ

ん。固定するまで倒してください。

200468

200469
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00-.book  39 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
シート
運
転
す
る
前
に

■背当てを起こすとき
背当てに手をそえたまま、ノブAを引き上

げて操作します。

■ピローの脱着、調整
フロントシートと同様に行います。

☆2－33ページ参照

■センターアームレスト
前に倒して使用します。

■フラットフロアにするとき
●ディアス、ワゴン
①フロントシートを前方にスライドさせま

す。

②アームレストを元に戻します。

③ピローを最下段にします。

④前倒しノブAを引きながら背当てを前に

倒します。

⑤シート固定解除ノブBを引き、シート後

方を持ち全体を前に回転させて水平にし

ます。

注意

上に乗ったり、重い物をのせないでくだ

さい。アームレストが損傷する場合や、

思わぬけがをするおそれがあります。

☆2－49ページ参照

200470

200471

200472
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シート
●元に戻すとき
逆の手順で元に戻します。

●バン
①バンドAをフックAから外し、背当てを前

に倒します。

②外したバンドAの内側の輪をクッション

側面のフックにかけ、背当てとクッショ

ンを固定します。

③バンドBをクッション側面のフックから

外します。

④シート全体を前に回転させ、水平にします。

注意

シート固定解除ノブBを持ってシートを

回転させないでください。ノブが損傷す

るおそれがあります。

アドバイス

•前に回転させるとき、フロントシート
の背当てと干渉しないよう注意してく

ださい。

•リヤシートベルトのバックルはデッ
キに設けた格納ボックスに入れてく

ださい。

☆2－49ページ参照

注意

•シート固定解除ノブを持ってシート
を元に戻さないでください。指を挟む

などけがをするおそれがあります。

•シートが確実に固定（ロック）してい
ることを確認してください。

アドバイス

•バンド Aが外しづらいときは、背当て
上部を後ろに押しながら外します。

•前に回転させるとき、フロントシート
の背当てに干渉しないように注意して

ください。

200473

200474
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●元に戻すとき
たたむときの逆の手順で元に戻します。

■低床フロアにするとき
●ディアス、ワゴン
①ピローを外します。

②背当ての上にあるノブを引きながら背当

てを前に倒します。

③シートベルトのバックルをデッキの下に

置きます。

④デッキを固定しているバンドをフックか

ら外し、デッキ全体を前に立てます。

※ワゴンは左右の固定バンドを外してくだ

さい。

⑤左側のバンドをボディ側フックに確実に

かけ、固定します。

注意

•背当て、クッションが固定されている
ことを確認後、走行してください。

•各バンドは必ず所定のフックにかけ
てください。

•バンの背当て固定用バンドAをフック
Aにかけるとき、必ずシートベルトの

室内側を通してください。室外側を通

すとシートベルトを正しく装着でき

ず、性能を充分に発揮しない場合があ

ります。

200479

注意

危険防止のためデッキが後ろに倒れな

いことを確認してください。

200475

200476
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シート
●バン
①バンドAをフックAから外し、背当てを前

に倒します。

②外したバンドAの内側の輪をクッション

のフックにかけ、背当てとクッションを

固定します。

バンドBはクッションのフックに

固定したまま次の操作をします。  

③デッキを固定しているバンドCをフック

Bから外し、デッキ全体を起こします。

④バンドCをボディ側フックにかけ、固定

します。

●元に戻すとき
たたむときの逆の手順で元に戻します。

201152

200478

アドバイス

•バンド Aが外しづらいときは、背当て
上部を後ろに押しながら外します。

•バンド Cがボディ側フックにかけづら
いときはデッキを前へ押しながらフッ

クに挿入してください。

注意

•デッキ、背当て、クッションが固定さ
れていることを確認後、走行してくだ

さい。

デッキが固定されていないと、デッキ

が倒れることがあります。

•各バンドは必ず所定のフックにかけ
てください。

•バンの背当て固定用バンドAをフック
Aにかけるとき、必ずシートベルトの

室内側を通してください。室外側を通

すとシートベルトを正しく装着でき

ず、性能を充分に発揮しない場合があ

ります。

200479
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シートベルト

シートベルト
運
転
す
る
前
に

シートベルトは正しく装着しないと効果が半減したり、危険な場合もあります。

次の使用方法にしたがって走行前に運転者は必ず着用し、同乗者にも必ず着用させ

てください。

シートベルトの正しい着用

警告

シートベルトの装着は、次の事項を必ずお守りください。お守りいただかないと

重大な傷害につながるおそれがあります。
•走行する前に全員が必ずシートベルトを着用してください。
•シートベルトは一人用です。二人以上で一本のベルトを使用しないでください。
•シートベルトはねじれたり、裏返しにならないように使用してください。ねじれたり裏
返しになっているとベルトの幅が狭くなったり、局部的に強い力を受けて万一のとき危

険です。

•シートベルトは腰骨のできるだけ低い位置に密着させて装着してください。柔らかい腹
部にかけた場合は万一のとき強い圧迫を受け、重大な傷害につながるおそれがあります。

•肩ベルトは脇の下を通さずに確実に肩にかけてください。肩に充分にかかっていないと
上半身が拘束されず充分な機能を発揮しません。

•シートベルトは上体を起こし、シートに深く腰掛けた状態で着用してください。正しい
姿勢については「正しい運転姿勢」（2－30 ページ）をご覧ください。

•シートの背当てを必要以上に倒して走行しないでください。衝突したときなどに体が
シートベルトの下にもぐり、腹部などに強い圧迫を受け、重大な傷害につながるおそれ

があります。

•ハンドルやインストルメントパネルに必要以上に近づいて運転しないでください。
•シートベルトを洗濯バサミやクリップなどでたるみをつけないでください。充分な効果
を発揮しません。

200135
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シートベルト
警告

•妊娠中の方や疾患のある方も、万一のときに備えシートベルトを着用してください。局
部的に強い圧迫を受けるおそれがありますので医師に相談し、注意事項を確認してくだ

さい。妊娠中の方は、腰ベルトは腹部を避けて腰骨のできるだけ低い位置にぴったり着

用してください。肩ベルトは確実に肩に通し、腹部を避けて胸部にかかるように着用し

てください。

•シートベルトのバックルに異物が入らないようにしてください。異物が入るとプレート
がバックルに完全にはまらなくなり、走行中に外れる場合があります。

•お子さまもシートベルトを必ず着用させてください。膝の上でお子さまを抱いていても、
急ブレーキや衝突したときなどに充分支えることができず、お子さまへの重大な傷害に

つながるおそれがあります。

• 6歳未満のお子さまはチャイルドシートをご使用ください。
6歳以上のお子さまでもシートベルトを着用したときベルトが首、あご、顔などに当たる

お子さまはスバル純正チャイルドシートを使用してください。万一のとき、ベルトによ

る負傷を防ぎます。

なお、スバル純正チャイルドシートの使用方法は添付されている専用の取扱説明書をご

覧ください。

＜選択の目安＞

200136

ベビーシート チャイルドシート ジュニアシート

体重
（目安）

9 kg以下 9～18 kg 18～36 kg

身長
（目安）

70 cm未満 100 cm未満 145 cm未満

年齢
（目安）

0か月～
9か月頃まで

4か月～
4歳頃まで

4歳～
12歳頃まで
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警告

•お子さまをシートベルトで遊ばせないで
ください。とくにチャイルドシート固定

機構付シートベルトの場合は、シートベ

ルトを体に巻きつけたりして遊んでいる

ときに、誤ってチャイルドシート固定機

構が作動すると、ベルトが引き出せなく

なり、窒息などの重大な傷害につながる

おそれがあります。

万一、誤ってチャイルドシート固定機構

を作動させてしまい、シートベルトを外

せなくなった場合は、はさみなどでベル

トを切断してください。

•シートベルトにほつれや切り傷ができたり、金具部などが正常に動かなくなったときは、
シートベルトを交換してください。また、装着した状態で万一事故にあった場合は、外

観に異常がなくても必ずスバル販売店で交換してください。そのまま使用すると正常に

働かず、充分な効果を発揮しません。

•シートベルトの改造や取り外しなどはしないでください。衝突などのとき充分な効果を
発揮せず重大な傷害を受けるおそれがあります。

•シートベルトが汚れた場合は、中性洗剤を溶かしたぬるま湯を使用してください。ベン
ジンやガソリンなどの有機溶剤や漂白剤はシートベルトを弱めるため絶対に使用しない

でください。

注意

炎天下に長時間駐車し、室内が高温になっている場合は、金属部分を持たずに、樹脂部分

を持ってシートベルトを着用してください。シートベルトの金属部が熱くなっている場合

があり、やけどにつながるおそれがあります。

200364
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シートベルト
身体の動きに合わせて自由に巻き取り、引

き出しができます。強い衝撃を受けたとき

やベルトを急激に引き出そうとするとベル

トが自動的にロックします。（ELR機構）

■3点式シートベルトの着用のし
かた

●着用のしかた

①タングプレートをつかみ、ゆっくり引

き出します。

②ベルトがねじれないようにし、タング

プレートをバックルの中へ、“カチッ”

と音がするまで差し込みます。

③正しい姿勢で腰掛け、腰のベルトを腰

骨のできるだけ低い位置に密着させ

ます。

フロントシートベルト

200119

201005

警告

アームレストを使用するときは、シート

ベルトの効果を発揮させるため、次の手

順を必ず守り、正しく装着してくださ

い。

① シートベルトを装着する。

② アームレストを下ろす。

アームレストの上にシートベルトがか

かると衝突時に腹部に当たり重大な傷

害につながるおそれがあります。

200121

200282
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シートベルト
運
転
す
る
前
に

●外すとき
外すときはバックルの「PRESS」ボタン

を押します。

ベルトが自動的に収納されるので、ひっ

かかったり、ねじれたりしていないか確

認します。

■シートベルト警告灯
エンジンスイッチが ON で運転席シートベ

ルトを未着用の場合、メーター内の警告灯

が点灯します。運転席シートベルトを着用

すると消灯します。

■シートベルトの高さ調整
（ショルダーアジャスター）
①ボタンを引きながらショルダーアジャス

ターを動かして最適な位置を選びます。

②ショルダーアジャスターが固定されてい

ることを確認します。

アドバイス

•ベルトが首に当たったり、肩から外れ
て腕にかかってしまうときは、ショル

ダーアジャスターでベルトの高さを調

整します。

•ベルトが引き出せないときはベルトを
ゆるめてもう一度ゆっくり引き出して

ください。

それでも引き出せないときは、一度ベ

ルトを強く引いてからベルトをゆる

め、再度ゆっくりと引き出します。

200122

警告

ショルダーアジャスターを調整する

ときは、次のことをお守りください。
守らないと衝突したときなどにシート

ベルトが充分な効果を発揮せず、重大な

傷害を受けるおそれがあります。

•シートベルトが首に当たらないよう
に、また、肩の中央に充分かかるよう

にできるだけ高い位置に調整してく

ださい。

•調整した後は、確実に固定されている
ことを確認してください。

アドバイス

アジャスターが上がらない場合、ベルト

が引き出せず固定された状態になって

いる場合があります。ベルトが引き出せ

る状態にしてから、アジャスターを操作

してください。

200480
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シートベルト
■プリテンショナー付シートベルト
　　　　                    　 

プリテンショナー付シートベルトは、前方

向からの強い衝撃を受けると作動し、シー

トベルトを瞬間的に引き込んで運転席乗員

をシートにしっかり固定してシートベルト

の効果をいっそう高めます。

プリテンショナー付シートベルトは運転席

（ワゴン）または、運転席と助手席（バン4

シーター）に装着されており、シートベル

トを着用していなくても作動します。

注意

•プリテンショナー付シートベルトの
効果を発揮させるため次の事項を必

ず守ってください。

･ シートを正しい位置に調整する。

☆2－30ページ参照

･ シートベルトを正しく着用する。

•次のような作業をするときは、必ずス
バル販売店にご相談ください。

･ シートベルトを取り外すとき

･ シートベルトを破棄するとき

･ 廃車するとき

200157

アドバイス

•プリテンショナー付シートベルトは一
度作動すると、ベルトの引き出し、巻

き取りができなくなります。

プリテンショナー付シートベルトが作

動したときは、スバル販売店で交換し

てください。

•プリテンショナー付シートベルトは
SRS エアバッグシステムと同時に作動

します。
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シートベルト
運
転
す
る
前
に

フロントシートベルトと同じ 3点式シート

ベルトが装備されています。バンはシート

ベルトの引き回しに注意してください。

☆2－41ページ参照

 

■バックルの格納
後席をデッキとして使用する場合
リヤシートベルトのバックルはデッキに設

けた格納ボックスに格納してください。

バックルがデッキ下に落ちてしまった場

合、格納ボックス底面にある穴から左右ひ

とつずつ下から通し、デッキの上に戻して

ください。

リヤシートベルト

警告

アームレストを使用するときは、シート

ベルトの効果を発揮させるため、次の手

順を必ず守り、正しく装着してくださ

い。

① シートベルトを装着する。

② アームレストを下ろす。

アームレストの上にシートベルトがか

かると衝突時に腹部に当たり重大な傷

害につながるおそれがあります。

200481

注意

•右席用は右側、左席用は左側の穴を通
してください。

•デッキの下に物を入れているときは
シートベルトを傷つけないように注

意してください。

200483

200484
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シートベルト
■チャイルドシート固定機構付
シートベルト

後席にチャイルドシート（別売）を簡単に、

また、しっかりと固定できるシートベルトを

装備しています。

ベルトを全部引き出してから巻き取らせた

長さの間では、引き出そうとしてもロックさ

れ、引き出せなくなります。

この機能を利用すると、チャイルドシート

（別売）を取り付けるときに、ロッキングク

リップを使用しないで簡単に固定できます。

●チャイルドシート固定機構の使い
かた
詳しい取り付け、取り外し方法について

は、それぞれのチャイルドシートに付属

の取扱説明書をご覧ください。

①チャイルドシート（別売／スバル純正

ISO-FIX方式を除く）を取り付けます。

②シートベルトを引き出し、チャイルド

シートにシートベルトを通して、タン

グプレートをバックルに確実に差し

込みます。

③肩ベルトをゆっくりと全部引き出し

ます。

（自動的にチャイルドシート固定機構

が作動します。）

④チャイルドシートに体重をかけ、座席

に充分しずみ込ませた状態で、腰ベル

トのたるみがなくなるまで肩ベルトを

巻き取らせ、チャイルドシートを確実

に固定させます。

⑤チャイルドシートをゆさぶり、固定さ

れていることを確認します。

警告

•チャイルドシートは確実に固定して
ください。確実に固定されていない

と、衝突時や急ブレーキ時にお子さま

が重大な傷害を受けるおそれがあり

ます。

•チャイルドシート固定機構のない車
にチャイルドシートを取り付ける場

合は、ロッキングクリップを使い、

シートベルトがたるまないように固

定してください。

詳しくは、チャイルドシートに添

 付されている取扱説明書をご覧く

 ださい。

200485

アドバイス

•シートベルトを全て引き出し、巻き取
らせていくときに作動音がします。

•ベルトを全部引き出してから巻き取ら
せた長さの間では、ベルトの巻き取り

のみ可能です。とくにお子さまのいた

ずらなどに注意してください。

•リクライニング式シートの場合は、
チャイルドシートを正しく装着できる

位置に調整して使用してください。
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シートベルト
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に

●チャイルドシート固定機構の解除
のしかた

①バックルの“PRESS”ボタンを押して、

シートベルトを外します。

②シートベルトを全部巻き取らせると、

チャイルドシート固定機構が解除しま

す。
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SRSエアバッグシステム

SRSエアバッグシステム
SRSエアバッグシステムのSRSとはSupplemental Restraint Systemの略で、乗員補助拘束装置の

意味です。

全てのSRSエアバッグはエンジンスイッチがONのときのみ作動可能になります。

運転席、助手席SRSエアバッグは車両前方から乗員が重大な傷害を受けるおそれのある大きな

衝撃を受けた場合に作動し、シートベルトが身体を拘束する働きと併せて、前席乗員の頭部

や胸部などへの衝撃をやわらげる装置です。

運転席SRSエアバッグ
ハンドル部に格納されたSRSエアバッグが瞬時に膨らみ、すぐにしぼみます。

助手席SRSエアバッグ
助手席インストルメントパネル部に格納されたSRSエアバッグが瞬時に膨らみ、すぐにしぼみ

ます。

助手席に同乗者がいなくても運転席SRSエアバッグと同時に作動します。

SRSエアバッグシステム

200123

200124
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SRSエアバッグシステム
運
転
す
る
前
に

シートベルトは必ず正しく着用してください

警告

• SRS エアバッグシステムはシートベルトを補助する装置でシートベルトに代わるもので
はありません。SRS エアバッグシステムだけでは身体の飛びだしなどを防止できないば

かりか、エアバッグ本体からの衝撃を受けてしまいます。

•シートベルトを正しく着用し、正しい運転（乗車）姿勢をとらないと、衝突などのとき、
SRS エアバッグシステムの効果が充分発揮されず、命にかかわるような重大な傷害につ

ながるおそれがあります。

☆2－43ページ参照

•正しい乗車姿勢になるようシート位置を調整してください。不適切な乗車姿勢では SRS

エアバッグシステムの効果を発揮させることができず命にかかわるような重大な傷害に

つながるおそれがあります。

☆2－30ページ参照

乗員とSRSエアバッグの間に物を置かないでください

警告

ひざの上に物をかかえるなど乗員と SRS エアバッグの間に物を置いた状態で走行しないで

ください。SRSエアバッグが膨らんだときに物が飛ばされたり、SRSエアバッグの正常な作

動を妨げたりして、命にかかわるような重大な傷害につながるおそれがあります。
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SRSエアバッグシステム
運転席SRSエアバッグに関しては、次の事項をお守りください

警告

•ハンドルを交換したり、センターパッド
部にステッカーなどを貼らないでくださ

い。SRSエアバッグシステムが正常に作動

しなくなります。

•ハンドルの SRS エアバッグ格納部に手を
置いたり、パッド部を強打したり、衝撃

を加えたりしないでください。また、顔

や胸などを近づけないでください。

SRS エアバッグが作動したとき衝撃を受

け、命にかかわるような重大な傷害につ

ながるおそれがあります。 200365
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SRSエアバッグシステム
運
転
す
る
前
に

助手席SRSエアバッグに関しては、次の事項をお守りください

警告

•インストルメントパネルの SRS エアバッ
グ格納部に手や足を置いたり、顔や胸を

近づけたり、もたれかからないでくださ

い。SRSエアバッグが作動したとき強い衝

撃を受け、命にかかわるような重大な傷

害につながるおそれがあります。

•インストルメントパネルの SRS エアバッ
グ格納部にステッカー類を貼ったり、ア

クセサリーや芳香剤などを置かないでく

ださい。また、フロントガラスにアクセ

サリーなどを取り付けたり、ルームミ

ラーにワイドミラーを取り付けたりしな

いでください。SRSエアバッグが正常に作

動しなくなったり、作動時にこれらの物

が飛び、命にかかわるような重大な傷害

につながるおそれがあります。

•スバル純正のテレビやナビゲーションシ
ステム以外は取り付けないでください。

助手席 SRS エアバッグが作動しなくなっ

たり、作動時にこれらが飛び、命にかか

わるような重大な傷害につながるおそれ

があります。なお、スバル純正品でも助

手席 SRS エアバッグ付車には取り付けら

れないものもありますので、必ずスバル

販売店にご相談ください。

200486

200487

200367
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SRSエアバッグシステム
お子さまを乗せるときには、次の事項をお守りください

警告

•後席のある車ではお子さまを後席に乗せ
てください。

•お子さまを SRS エアバッグの前に立たせ
たり、ひざの上で抱いたり、背負った状

態では走行しないでください。

•後席のある車ではチャイルドシートは後
席に取り付けてください。

•助手席用 SRS エアバッグ付車は助手席に
チャイルドシートは絶対に取り付けない

でください。

SRSエアバッグが作動したとき、強い衝撃

を受け、命にかかわるような重大な傷害

につながるおそれがあります。

200366

100234

200127
2－56



00-.book  57 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
SRSエアバッグシステム
運
転
す
る
前
に

SRSエアバッグが作動すると

警告

• SRSエアバッグが展開すると、ガス排出穴からガスが抜けて直ちにしぼみ始めます。
排出穴からガスに直接触れた場合に、やけどをすることがあります。

• SRSエアバッグが膨らんだ直後は、SRSエアバッグの構成部品に触れないでください。構
成部品が大変熱くなっていますので、触れるとやけどをするおそれがあります。

アドバイス

• SRSエアバッグは膨らんだ後、直ちにしぼんで視界を妨げません。
• SRSエアバッグは一度だけ膨らみ、一度作動すると、2回目以降の衝突では再作動しません。
• SRSエアバッグは効果を発揮するために非常に速く膨らみます。このため、展開中のエア
バッグと接触して打撲やすり傷を受けることがあります。

• SRSエアバッグが作動すると、作動音とともに白い煙のようなガスが発生しますが、火災
ではありません。また、人体への影響はありません。

ただし、残留物（カスなど）が目などに付着した場合は、できるだけ早く水で洗い流し

てください。皮ふの弱いかたなどは、まれに皮ふを刺激する場合があります。

• SRSエアバッグは一度膨らむと再使用はできません。スバル販売店で交換してください。
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SRSエアバッグシステム
車両の整備やカー用品を装着するときは、次の事項をお守りください

警告

•車両の整備作業の場合には、必ず次のことをお守りください。守っていただかないとSRS
エアバッグが正常に作動しなくなったり、誤作動を起こし生命にかかわるような重大な

傷害を受けるおそれがあり危険です。

これらの作業が必要なときは必ずスバル販売店にご相談ください。

･ サスペンションを改造したり、指定サイズ以外のタイヤへの交換はしないでください。

車高が変わったり、サスペンションの硬さが変わると SRS エアバッグが正常に作動し

なくなったり、誤作動になり思わぬ傷害につながるおそれがあります。

･ 車両前部にスバル純正品以外の部品などは装着しないでください。車両前部を改造す

ると SRS エアバッグが正常に作動しなくなったり、誤作動を起こして重大な傷害につ

ながるおそれがあります。

･ ハンドル周りやインストルメントパネル、センターコンソール付近の修理、オーディ

オシステム、ナビゲーションシステムを交換する場合は、必ずスバル販売店にご相談

ください。SRS エアバッグシステムに悪影響をおよぼし、重大な傷害につながるおそ

れがあります。

･ 車体前部（車体側面）の板金塗装および修理をする場合は、必ずスバル販売店にご相

談ください。SRS エアバッグに影響をおよぼし、重大な傷害につながるおそれがあり

ます。

･ 無線機などを取り付けるときはスバル販売店にご相談ください。

無線機の電波などは SRS エアバッグを作動させるコンピューターに悪影響を与えるお

それがあります。

･ 車や SRS エアバッグを破棄するときは必ずスバル販売店にご相談ください。SRS エア

バッグが思いがけなく作動して重大な傷害につながるおそれがあります。
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SRSエアバッグシステム
運
転
す
る
前
に

運転席、助手席SRSエアバッグは正面衝突時において、乗員が重大な傷害を受けるおそれのあ

る大きな衝撃を受けたとき作動し、シートベルトの働きと併せて前席乗員の頭部や胸部など

への衝撃を和らげる装置です。 

車体の衝撃吸収構造により、衝突時のエネルギーは車体がつぶれることで、吸収または分散さ

れ、車体の損傷が大きくても乗員への衝撃は大きくならない場合もあります。

したがって、車体の損傷が大きくてもSRSエアバッグが必ずしも作動するとは限りません。

運転席、助手席SRSエアバッグが作動するとき、しないとき

＜作動するとき＞

■次のようなときに作動します
• 20～30 km/hの速度で厚いコンクリートのような壁に正面衝突したとき、また、これと同
等の衝撃を受けたとき

●走行中路面などから車両下部に強い衝撃を受けたときも作動することがあ
ります

•深い穴や溝に落ちたり、ジャンプして
地面にボディ下部を強くぶつけたとき                        

•縁石に衝突したときや、道路上の突起
物にボディ下面を強くぶつけたとき                           

200488

200489
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SRSエアバッグシステム
＜作動しにくいとき＞

■次のように、部分的に衝撃を受けたときや車両前方から衝撃が加わ
らなかったとき

•電柱などに衝突したとき •トラックの荷台にもぐり
込んだとき

•斜め前方への衝突のとき

●また、次のような場合は SRSエアバッグがまれに作動することもあります
が、本来の効果は発揮されません

•後ろから衝突されたとき •横方向から衝突されたとき •横転や転覆したとき

200490

200491
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SRSエアバッグシステム
運
転
す
る
前
に

＜作動しないとき＞

■次のようなときは作動しません
•一度SRSエアバッグが作動した後の衝突

200492
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SRSエアバッグシステム
警告灯はメーターに組み込まれており、運

転席、助手席の各 SRS エアバッグおよび

シートベルトプリテンショナーと兼用に

なっています。エンジンスイッチをONにし

たときから約6秒間点灯し、消灯します。

SRSエアバッグ警告灯

200923

200924

警告

警告灯が次のようになったときはシス

テム異常が考えられますので走行しな

いでください。衝突したときなどにSRS

エアバッグが正常に作動せずけがをす

るおそれがあります。

直ちにスバル販売店で点検を受けてく

ださい。

•エンジンスイッチを ON にしても点灯
しないとき

•走行中に点灯したとき

注意

上記のように警告灯がシステム異常を

示している場合、軽微な衝撃でSRSエア

バックが作動したり、大事故でも作動し

ない場合があります。
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ミラーの調整

ミラーの調整
運
転
す
る
前
に

運転席に正しく座り、ミラー本体を動かし

て後方視界が充分確認できるように調整し

ます。

可倒式のドアミラーが備えられています。

走行する前に戻し、視界を確認してくださ

い。

■ミラー調整

●標準ミラー
ミラー全体を動かし調整してください。

ルームミラー

注意

調整は必ず走行前に行ってください。

200920

ドアミラー

注意

•調整は必ず走行前に行ってください。
•ミラーを倒したまま走行しないでく
ださい。

200506
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ミラーの調整
●電動リモコンドアミラー
エンジンスイッチがAccまたはONのとき、

ミラーの調整ができます。

①調整するミラーを選びます。

スイッチを調整するミラー側に回して切

り替えます。

「L」：左側ミラー、「R」：右側ミラー

②「調整スイッチ」を上下左右に動かして後

方視界が充分確認できる位置に調整しま

す。

＜MT車＞

＜AT車＞

可倒式広角型ミラーが備えられています。

走行する前に戻し、視界を確認してくださ

い。

200922

200921

フロントサイドミラー

注意

•調整は必ず走行前に行ってください。
•ミラーを倒したまま走行しないでく
ださい。

200497
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3 運　転　す　る　と　き
3

･スイッチの使いかた
・エンジンスイッチ ･････････････････････････････････････････････････････ 3－ 2
・ライティングスイッチ ･････････････････････････････････････････････････ 3－ 4
・光軸調整ダイヤル ･････････････････････････････････････････････････････ 3－ 5
・方向指示レバー ･･･････････････････････････････････････････････････････ 3－ 6
・ワイパー＆ウォッシャースイッチ ･･･････････････････････････････････････ 3－ 7
・フロントフォグランプスイッチ ･････････････････････････････････････････ 3－ 10
・リヤウインドゥデフォッガー（曇り取り）スイッチ ･･･････････････････････ 3－ 10
・ハザードランプ（非常点滅灯）スイッチ ･････････････････････････････････ 3－ 11
・作業灯スイッチ ･･･････････････････････････････････････････････････････ 3－ 11

･メーター、表示灯、警告灯の見かた
・メーター ･････････････････････････････････････････････････････････････ 3－ 12
・表示灯 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････ 3－ 17
・警告灯 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････ 3－ 21

･運転装置の使いかた
・エンジンの始動と停止のしかた ･････････････････････････････････････････ 3－ 28
・駐車ブレーキレバー ･･･････････････････････････････････････････････････ 3－ 30
・ホーンスイッチ ･･･････････････････････････････････････････････････････ 3－ 30

･マニュアル車の運転
・チェンジレバー ･･･････････････････････････････････････････････････････ 3－ 31

･オートマチック車の運転
・セレクトレバー ･･･････････････････････････････････････････････････････ 3－ 32
・運転手順 ･････････････････････････････････････････････････････････････ 3－ 35
・ATパワーモードスイッチ･･･････････････････････････････････････････････ 3－ 39

･ 4WD車の運転
・運転するとき ･････････････････････････････････････････････････････････ 3－ 40
・取り扱いについて ･････････････････････････････････････････････････････ 3－ 40
・セレクティブ4WD ･････････････････････････････････････････････････････ 3－ 41
・フルタイム4WD ･･･････････････････････････････････････････････････････ 3－ 44

･ブレーキ
・ABS：アンチロックブレーキシステム････････････････････････････････････ 3－ 45
・ブレーキブースター（制動力倍力装置）･･････････････････････････････････ 3－ 47



00-.book  2 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
スイッチの使いかた

スイッチの使いかた
■各位置の働き

エンジンスイッチ

LOCK
（ロック）

キーの抜き差しができる
位置
キーを抜くとハンドルが
ロックされます

Acc
（アクセサリー）

エンジン停止時、次のも
のが使用できる位置
ワイパー、ウォッシャー
オーディオ、シガーライ
ター、カーゴソケット

ON
（オン）

エンジン回転中の位置
全ての電装品に作動電源
が供給されます

START
（スタート）

エンジンを始動する位置

警告

走行中LOCKにしないでください。キー

が抜けるとハンドルが固定され、操作で

きなくなり、重大な事故につながるおそ

れがあります。
LOCK

Acc

ON START

300348

注意

•キーグリップにキーホルダーや他の
キーがかさなると、膝や手などが当た

り、キーを回してしまうおそれがあり

ますので注意してください。

大型のキーホルダーはキーに付けな

いでください。テコの原理で小さな力

でも回ってしまうおそれがあります。

•キーホルダーや他のキーを多数付け
ないでください。また、重いものを

キーに付けないでください。車両の動

きにより遠心力が働き、キーを回して

しまうおそれがあります。

キーグリップにキーホルダーやアクセ

サリーがかさなっているとき

100758
3－2



00-.book  3 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
スイッチの使いかた
運
転
す
る
と
き

■キーを抜くとき
オートマチック車は、セレクトレバーを

にしてキーをLOCKに回してください。

■キー抜き忘れ警報
（キーを抜き忘れるとブザーが鳴ります）

キーをエンジンスイッチに差したまま運転

席ドアを開けるとブザーが鳴ります。

ただし、エンジンスイッチがONのときは鳴

りません。

キーグリップに他のキーがかさなって

いるとき

アドバイス

•エンジンを止めているときスイッチを
LOCKにしてください。長時間ONにした

り、Acc にして電装品を使うとバッテ

リー上がりの原因になります。

•キーがLOCKからAccに回らないときは
ハンドルを左右に回しながらキーを操

作してください。

100759

アドバイス

オートマチック車でキーが抜けな

いとき
万一、システムの故障などでキーが抜け

なくなったときは、ステアリングロアカ

バーを外し、中にある解除レバーを助手

席側に引いてキーを抜いてください。

☆1－13ページ参照

アドバイス

車外に出るときは必ずキーを持ってい

ることを確認して施錠してください。

P

100326
3－3



00-.book  4 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
スイッチの使いかた
レバー内のスイッチを回すと、次のように

ランプが点灯します。
■ヘッドランプの上下を切り替
えるとき

ヘッドランプが点灯しているとき、レバー

を前方に倒すと上向きになります。

元に戻すと下向きになります。

■合図のしかた（パッシング）
ヘッドランプ下向き位置よりさらにレバー

を手前に引くと、レバーを引いている間ヘッ

ドランプの上向きが点灯します。

ライティングスイッチ

スイッチ
の位置

ヘッド
ランプ

車幅灯、尾灯、番号
灯、メーター照明

OFF 消灯

消灯 点灯

点灯

注意

ヘッドランプに触らないでください。

ヘッドランプを長時間点灯させるとラ

ンプが熱くなり、手で触れるとやけどす

ることがあります。

アドバイス

•エンジン停止時、ランプ類を長時間点
灯したままにしないでください。バッ

テリー上がりを起こします。

•停止時、または極低速走行時、ハンド
ルを操作するとヘッドランプが一瞬暗

くなることがありますが異常ではあり

ません。

300349

アドバイス

ヘッドランプが上向きのときはメー

ター内のハイビーム／パッシング表示

灯が点灯します。

☆3－17ページ参照

300350

300351
3－4



00-.book  5 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
スイッチの使いかた
運
転
す
る
と
き

■ライト消し忘れ警報
エンジンスイッチがOFFまたはキーを抜い

たとき、ライティングスイッチが ま

たは のまま運転席ドアを開けるとブ

ザー音が鳴ります。

ヘッドランプの下向き点灯時に使います。

エンジンスイッチが ON のとき使用できま

す。

•同乗者および積載量によってヘッドラン
プが上向きを照らすことがあります。こ

のようなとき、対向車の運転の妨げにな

るため、光軸調整ダイヤルを調整し、ヘッ

ドランプが照らす向きを下側にしてくだ

さい。

•ダイヤルの目盛りが大きくなるほどヘッ
ドランプが照らす向きが下側になりま

す。

•何も積載していないときダイヤルを 0の
位置に戻してください。

アドバイス

この状態でキーをエンジンスイッチに

差したままのときは、キー抜き忘れ警報

が優先されます。

☆3－3ページ参照

光軸調整ダイヤル

300947
3－5



00-.book  6 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
スイッチの使いかた
•乗車人数、荷室への積載状態に応じて、
下の表を参考にダイヤル位置を調整して

ください。

トラック、バン（2シーター以外）、
パネルバン

バン（2シーター）

※最大積載量まで積載した場合

ワゴン

※荷室満載にした場合

エンジンスイッチが ON のとき、レバーを

「 」の位置まで動かすと方向指示器と

メーター内の表示灯が点滅します。

右折あるいは左折後、ハンドルを戻すと自

動的に戻りますが、戻らないときは手で戻

してください。

☆3－19ページ参照ダイヤル

位置

前席乗車

人数

後席乗車

人数

荷室への

積載

0 1名 0名 無

1 ― ― ―

2 1名 0名 有※

3 ― ― ―

ダイヤル

位置

前席乗車

人数

後席乗車

人数

荷室への

積載

0 1名 0名 無

1 ― ― ―

2 ― ― ―

3 1名 0名 有※

ダイヤル

位置

前席乗車

人数

後席乗車

人数

荷室への

積載

0

1名もし

くは2名
0名 無

2名 2名 無

1 ― ― ―

2 1名 0名 有※

3 ― ― ―

方向指示レバー

アドバイス

車線変更の合図をするには
レバーを変更しようとする方向に軽く

押さえていると方向指示器とメーター

内の表示灯が点滅します。（ 位置）

手を放すと元の位置に戻ります。

300352
3－6



00-.book  7 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
スイッチの使いかた
運
転
す
る
と
き

エンジンスイッチがAccまたはONのとき使

用できます。

■フロントワイパーの作動
レバーを図のように操作すると作動しま

す。

ワイパー＆ウォッシャースイッチ

アドバイス

•ガラスが乾いているときにはワイパー
を操作しないでください。ガラスに傷

をつけることがあります。また、ワイ

パーブレードに傷がつき、拭き残しの

原因となります。

•ウォッシャー液が出ないとき、ウォッ
シャースイッチを操作し続けるとポン

プが故障するおそれがあります。

ウォッシャー液量やノズルのつまりを

点検してください。

•ガラスに拭き残しができるときにはワ
イパーブレードのラバーを交換してく

ださい。

☆7－6ページ参照

•寒冷地で屋外に駐車するときにはワイ
パーを立てておいてください。

ワイパーブレードがガラスに凍りつく

ことを防止します。

•ワイパーブレードがフロントガラスや
リヤガラスに凍りついているときは、ぬ

るま湯をかけるか、 （デフロスター）

またはリヤウインドゥデフォッガーを

使用してガラスを暖めてください。

☆3－10、4－4ページ参照

•積雪などにより、ワイパーが途中で止
まったときは、車を安全な場所に止め

てワイパースイッチを OFF、エンジン

スイッチを Acc または LOCK の位置に

し、ワイパーが作動できるように積雪

などの障害物を取り除いてください。

•フロントワイパーモーターには、保護機
能としてブレーカーを内蔵しています。

モーターの負担が大きい状況が続いた

ときなどには、ブレーカーが作動し、

一時的にモーターが止まることがあり

ます。

その場合には、車を安全な場所に止め

て、一度ワイパースイッチをOFFにし

てください。10 分ほどするとブレー

カーが復帰して通常使用できるように

なります。

•ゴミなどがつまる等、ウォッシャー液
が噴射できないときは、最寄りのスバ

ル販売店にご連絡ください。

MIST 1回のみの作動

OFF 停止

間欠作動

LO 低速連続作動

HI 高速連続作動

PULL
WASH

MIST
OFF

LO
HI

MIST

OFF

LO

HI

300353
3－7



00-.book  8 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
スイッチの使いかた
●ワイパーを 1回だけ使いたいとき
には（MIST）
スイッチを上げている間、ワイパーが作

動します。

●フロントウォッシャーの作動
レバーを手前に引いている間、ウォッ

シャー液が噴射します。

300354

300355

注意

寒冷地で使用する場合、次のことをお守

りください。

•ウインドゥガラスが暖まるまで
ウォッシャー液を噴射しないでくだ

さい。ウォッシャー液が凍りつき視界

不良を起こすおそれがあります。

•ウォッシャー液が噴射できないとき
は、最寄りのスバル販売店にご連絡く

ださい。

アドバイス

間欠ワイパー付車はウォッシャーを噴

射するとワイパーが連動して動きます。
3－8



00-.book  9 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
スイッチの使いかた
運
転
す
る
と
き

■リヤワイパー・ウォッシャーの
作動

レバー内のスイッチを回すと作動します。

■ウォッシャータンク
運転前にウォッシャー液の量を点検してく

ださい。

ウォッシャータンクは助手席シートの床下

にあります。

フロントとリヤのウインドゥウォッシャー兼

用になっています。

補充するときは、助手席シートのクッショ

ンを跳ね上げ、カバー（パーソナルボック

ス）を取り外してください。

☆2－35ページ参照

ウォッシャー液が噴射し、ワイ
パーが動きます。手を放すとOFF
に戻ります。

OFF 停止

ON 連続で作動

ワイパー作動中にウォッシャー
液が噴射し、手を放すとONに戻
ります。

PULL
WASH

MIST
OFFOFF

ON LO
HI

300356

注意

•降雪時、寒冷時には、フロントおよび
リヤガラスが暖まるまでウォッ

シャー液を使用しないでください。

ウォッシャー液がガラスに凍りつき

視界不良を起こすおそれがあります。

☆4－5、4－9ページ参照

•降雪時、寒冷時には、ウォッシャー液
は外気温度に合わせた濃度にしてく

ださい。濃度がうすいと液がタンク内

で凍りつくことがあります。

☆5－3ページ参照

•ウォッシャー液注入時、ゴミ、異物等
が入らないよう注意してください。ポ

ンプにつまるなどの作動不良を起こ

すおそれがあります。

300357
3－9



00-.book  10 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
スイッチの使いかた
エンジンスイッチが ON で、ライティング

スイッチが または のとき、ス

イッチを押すとフロントフォグランプが点

灯します。

点灯中はメーター内の表示灯が点灯しま

す。

☆3－17、3－18ページ参照

リヤガラスを熱線で暖めて曇りを取りま

す。

エンジンスイッチが ON のとき使用できま

す。

作動中はメーター内に表示灯が点灯しま

す。

☆3－17、3－18ページ参照

フロントフォグランプスイッチ

アドバイス

フロントフォグランプ（霧灯）は光束が

拡散するように設計していますので

ヘッドランプの代わりにはなりません。

また、使用方法を誤ると、まわりの車や

対向車へ迷惑をかけることになります。

郊外や山間部での濃霧などで見通しが

悪いときだけ使用してください。

300682

リヤウインドゥデフォッガー
（曇り取り）スイッチ

注意

リヤウインドゥの曇りが取れたらス

イッチを押し、OFFにしてください。バッ

テリー上がりの原因になります。

アドバイス

•消費電力が大きいので長時間使うこと
や雪を溶かすような使いかたは避けて

ください。

•ガラスの内側の清掃は熱線を切らない
よう、水を含ませた柔らかい布で熱線

に沿って軽く拭いてください。ガラス

クリーナー、洗剤は使用しないでくだ

さい。

300358
3－10



00-.book  11 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
スイッチの使いかた
運
転
す
る
と
き

エンジンスイッチの位置に関係なく使用で

きます。

やむを得ず路上駐車するとき、高速道路で渋

滞の最後尾に近づいたとき、他の車に自分の

車の存在を知らせるために使用します。

スイッチを押すと全ての方向指示器が点滅

します。

トラックで夜間、荷物の積み降ろしをする

ときに使用します。エンジンスイッチがAcc

かONのとき、駐車ブレーキを引いてからス

イッチを引くと点灯します。

ハザードランプ（非常点滅灯）スイッチ

アドバイス

•非常のとき以外は使わないでください。
•長時間点灯したままにしないでくださ
い。バッテリー上がりの原因になりま

す。

300665

作業灯スイッチ

注意

•走行するときはスイッチを切ってく
ださい。ONのままですと、交差点など

で駐車ブレーキレバーを引いたとき

作業灯が点灯し、後続車に迷惑をかけ

ることになります。

•作業灯の ON、OFF は必ず作業灯のス
イッチで行ってください。駐車ブレー

キレバーで繰り返しON－OFFすると、

駐車ブレーキスイッチの故障の原因

になります。

300360
3－11



00-.book  12 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
メーター、表示灯、警告灯の見かた

メーター、表示灯、警告灯の見かた
 

＜標準＞

オドメーター・トリップメーター ････3 － 15

スピードメーター･･････････････････3 － 14

トリップ切り替え／

トリップリセットノブ････ 3 － 15

フューエルメーター ･････ 3 － 15

メーター

300671
3－12



00-.book  13 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
メーター、表示灯、警告灯の見かた
運
転
す
る
と
き

＜タコメーター付＞

タコメーター ･･･････････ 3 － 14

フューエルメーター ･････ 3 － 15

トリップ切り替え／

トリップリセットノブ･････ 3 － 15

オドメーター・

トリップメーター･････････ 3 － 15

スピードメーター･････････ 3 － 14

※メーター内の装備、デザインは車種、グレードなどの違いにより異なります。

300672
3－13



00-.book  14 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
メーター、表示灯、警告灯の見かた
■メーターの初期作動
エンジンスイッチを ON にするとメーター

の指針が一度最大値を指し、すみやかに戻

ります。（スイープ機能）

●指針の初期作動（スイープ機能）
の設定のしかた

指針の初期作動は次の操作により非作動、

作動の設定ができます。

①エンジンスイッチを LOCKまたは Acc の

位置にしてください。

②トリップ切り替え／トリップリセットノ

ブを3回押してください。

③トリップ表示の次に現在の設定が表示さ

れます。

④このときトリップ切り替え／トリップリ

セットノブを 2秒以上押すと切り替わり

ます。

■スピードメーター
車の走行速度を示します。

■タコメーター（エンジン回転計）
毎分のエンジン回転数を示します。

アドバイス

すばやくキーを回してエンジンを始動

すると、メーターのスイープ機能が作動

しない場合がありますが、故障ではあり

ません。

300683

アドバイス

•速度警告装置はついていません。ス
ピードを出し過ぎないようにしてくだ

さい。

•マニュアル車で①、②、③は各シフト
の上限速度を示します。エンジン許容

回転数を超えないよう各シフトの上限

速度を守り運転してください。

（標準メーター車のみ）

注意

指針がレッドゾーン（エンジンの許容回

転数を超えている範囲）に入らないよう

に運転してください。

指針がレッドゾーンに入る運転を続け

るとエンジンなどが損傷するおそれが

あります。

300948
3－14



00-.book  15 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
メーター、表示灯、警告灯の見かた
運
転
す
る
と
き

■フューエルメーター（燃料計）
燃料の残量を示します。指針が「Ｅ」に近

づいたら早めに給油をしてください。

☆2－21ページ参照

■オドメーター・
トリップメーター
（積算距離計・区間距離計）
●オドメーター（下段）
走行した総距離をkmで表示します。

●トリップメーター（上段）
ある区間に走行した距離を知りたいとき使

います。表示範囲は0.0 km～9999.9 kmです。

アドバイス

•エンジンスイッチを操作したとき、指
針が触れることがありますが、異常で

はありません。

•アイドリング時に電気負荷が変動する
と、エンジン回転が変動することがあ

ります。

•極低速時、または停車時にステアリン
グを操作すると、エンジン回転数が変

動することがあります。

注意

燃料給油は必ずエンジンを止めて行っ

てください。

☆1－23ページ参照

アドバイス

•エンジンスイッチがONのときのみ、燃
料の残量を示します。

•給油後の残量はエンジンを始動すると
示します。また、指針が安定するまで

しばらく時間がかかります。

•指針と消費量（残量）の関係は必ずし
も正確ではありません。目安として活

用してください。

•坂道やカーブ、急発進、急停車などで
はタンク内の燃料が移動するため、指

針が振れることがあります。

•給油量が少ない場合（約102以下）、指
針が安定するまでしばらく時間がかか

ります。

•エンジンスイッチが ON 以外の位置で
もトリップ切り替え／トリップリセッ

トノブを押すと約 10 秒間燃料の残量

を表示します。

300684

300685
3－15



00-.book  16 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
メーター、表示灯、警告灯の見かた
●トリップ 、 切り替え
トリップ切り替え／トリップリセット

ノブを押すごとに、次のように表示が切

り替わります。

TRIP   TRIP

●トリップメーター ・ を 0に戻
すとき
トリップ または、トリップ のリ

セットしたい方を表示させ、トリップ切

り替え／トリップリセットノブを押し

続けると0に戻ります。

■メーターイルミネーション
コントロール

ライティングスイッチが あるいは

の位置のとき、メーターの明るさ（輝

度）を5段階に調整することができます。

●調整のしかた

①トリップ切り替え／トリップリセッ

トノブを押すごとに、次のように表示

が切り替わります。

TRIP   TRIP

ILL

②ILL表示にすると現在の明るさ（輝度）

が表示されます。

数字が大きくなるほど、明るく表示さ

れます。

③ILL 表示のとき、トリップ切り替え／

トリップリセットノブを1秒以上押し

続けると明るさ（輝度）が順次変化し

ます。設定したい明るさ（輝度）でノ

ブを離すと設定されます。

④もう一度トリップ切り替え／トリッ

プリセットノブを押すとトリップ

メーターに切り替わります。

アドバイス

•エンジンスイッチが ON 以外の位置で
もトリップ切り替え／トリップリセッ

トノブを押すと、約10秒間バックライ

トが点灯し、オド／トリップメーター

を表示します。

•液晶表示は偏光サングラスを使用する
と見えにくくなる場合があります。

A B

A B

A B

A B

A B

アドバイス

•キーを挿していない状態でも、イルミ
ネーションコントロールの設定はでき

ます。

• ILL 表示で 10 秒間操作がない場合、ト
リップメーター表示に切り替わります。

300686
3－16



00-.book  17 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
メーター、表示灯、警告灯の見かた
運
転
す
る
と
き

＜標準＞
セレクトポジション表示灯（オートマチック車）･ 3 － 19

フロントフォグランプ表示灯･･････････････････ 3 － 19

4WD表示灯（セレクティブ4WD車）･･････････････ 3 － 19

ATパワーモード表示灯（オートマチック車）････ 3 － 19

方向指示器表示灯････････････････････････････ 3 － 19

水温表示灯･･･････････････････････ 3 － 20

ビーム・パッシング表示灯･････････ 3 － 19

リヤウィンドゥデフォッガー

作動表示灯･･･････････････････････ 3 － 19

表 示 灯

300666
3－17



00-.book  18 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
メーター、表示灯、警告灯の見かた
＜タコメーター付＞
フロントフォグランプ

表示灯･･････････････3 － 19

ビーム・パッシング

表示灯･･････････････3 － 19

リヤウィンドゥデフォッガー

作動表示灯･･････････3 － 19

水温表示灯 ･･･････････ 3 － 20

方向指示器表示灯 ･････ 3 － 19

セレクトポジション表示灯

（オートマチック車）･･･ 3 － 19

ATパワーモード表示灯

（オートマチック車）･･･ 3 － 19

※メーター内の装備、デザインは車種、グレードなどの違いにより異なります。

300667
3－18



00-.book  19 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
メーター、表示灯、警告灯の見かた
運
転
す
る
と
き

■方向指示器表示灯
方向指示器の点滅を示し

ます。

■ビーム・パッシング
表示灯

ヘッドランプが上向きのとき点

灯します。

パッシング時も点灯します。

☆3－4ページ参照

■セレクトポジション表示灯
（オートマチック車の装備）
現在選択しているセレクトレバー位置を表

示します。

☆3－32ページ参照

■リヤウインドゥ
デフォッガー作動
表示灯

リヤウインドゥデフォッガーが作動してい

るとき点灯します。

☆3－10ページ参照

■4WD表示灯
（セレクティブ4WD車
の装備）

四輪駆動に切り替えると点灯し、二輪駆動

に切り替えると消灯します。

☆3－41ページ参照

■ATパワーモード表示灯
（オートマチック車の
装備）

パワーモードにしたとき点灯します。

☆3－39ページ参照

■フロントフォグランプ
表示灯

フロントフォグランプが点灯し

ているとき表示灯が点灯します。

☆3－10ページ参照

アドバイス

方向指示器の電球やヒューズが切れた

ときあるいはワット数の異なった電球

を使うと点滅の速さが異常になります。

すみやかに点検し、異常のある電球や

ヒューズを交換してください。

☆7－14ページ参照

300680

アドバイス

フロントフォグランプ（霧灯）は光束が

拡散するように設計していますので

ヘッドランプの代わりにはなりません。

また、使用方法を誤ると、まわりの車や

対向車へ迷惑をかけることになります。

郊外や山間部での濃霧などで見通しが

悪いときだけ使用してください。
3－19



00-.book  20 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
メーター、表示灯、警告灯の見かた
■水温表示灯／
水温警告灯

この警告灯は、水温の低温を示

す表示灯（青）とオーバーヒートを示す警

告灯（赤点滅と赤点灯）があります。

エンジン始動後、ある一定の温度に達する

まで表示灯は青く点灯し、ある一定の温度

に達すると表示灯は消灯します。

エンジンがオーバーヒート状態になると警

告灯が赤色に点滅または点灯（水温が上が

ると点滅し、さらに上がると点灯）します。

注意

•赤色に点滅または点灯したときは、車
を安全な場所に止め、オーバーヒート

の処置を行い、スバル販売店で点検を

受けてください。

☆6－19ページ参照

•ただし赤色に点滅時のみ、すみやかに
車を安全な場所に止めることができ

ない場合は、ゆっくり走行してくださ

い。その場合でも必ずスバル販売店で

点検を受けてください。

•エンジンスイッチをONにした後、約1
秒以上たっても赤く点灯し続けたと

きまたは、赤／青に交互に点灯した場

合は電気系統の異常が考えられます。

直ちにスバル販売店で点検を受けて

ください。

アドバイス

•エンジンスイッチをONにすると、約1
秒間赤く点灯し、その後消灯あるいは

青く点灯します。

•走行状態により、再始動時しばらくの
間赤く点灯する場合がありますが、消

灯すれば異常ではありません。
3－20



00-.book  21 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
メーター、表示灯、警告灯の見かた
運
転
す
る
と
き

＜標準＞
ステアリング制御警告灯 ･･･････ 3 － 25

ABS警告灯････････････････････ 3 － 24

エンジン警告灯 ･･･････････････ 3 － 24

オイルプレッシャー警告灯 ･････ 3 － 23

チャージ警告灯 ･･･････････････ 3 － 23

ブレーキ警告灯･････････････ 3 － 23

水温警告灯･････････････････ 3 － 26

SRSエアバッグ警告灯････････ 3 － 25

シートベルト警告灯･････････ 3 － 26

半ドア警告灯･･･････････････ 3 － 27

警 告 灯

300669300669
3－21



00-.book  22 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
メーター、表示灯、警告灯の見かた
＜タコメーター付＞
ステアリング制御警告灯････････3 － 25

ABS警告灯 ････････････････････3 － 24

チャージ警告灯････････････････3 － 23

エンジン警告灯････････････････3 － 24

オイルプレッシャー警告灯･･････3 － 23

シートベルト警告灯････････････3 － 26

水温警告灯 ･･･････････････ 3 － 26

SRSエアバッグ警告灯･･････ 3 － 25

半ドア警告灯 ･････････････ 3 － 27

ブレーキ警告灯 ･･･････････ 3 － 23

※メーター内の装備、デザインは車種、グレードなどの違いにより異なります。

300951
3－22



00-.book  23 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
メーター、表示灯、警告灯の見かた
運
転
す
る
と
き

■チャージ警告灯
エンジンスイッチON で点灯し、

エンジン始動後消灯します。

エンジン回転中、充電系統に異常があると

点灯します。

■オイルプレッシャー
警告灯

エンジンスイッチ ON で点灯

し、エンジン始動後消灯します。

エンジン回転中、エンジン内部を潤滑して

いるエンジンオイルの圧力に異常があると

点灯します。

■ブレーキ警告灯
エンジン回転中、次の場合に点

灯します。

•駐車ブレーキレバーが完全に戻っていな
いとき

•ブレーキ液が著しく不足しているとき

注意

エンジン回転中に点灯したときは、発電

機の駆動ベルト切れなどが考えられま

す。直ちに安全な場所に停車し、スバル

販売店にご連絡ください。

注意

走行中に点灯したときは、直ちに安全な

場所に停車し、エンジンを止めてエンジ

ンオイル量を点検してください。

エンジンオイル量が正常にもかかわら

ず点灯しているときや、エンジンオイル

を補給しても点灯するときは、直ちにス

バル販売店にご連絡ください。

アドバイス

オイルプレッシャー警告灯はオイル量

を示すものではありません。

オイル量の点検はオイルレベルゲージ

で行ってください。

注意

•エンジン回転中に駐車ブレーキレ
バーを戻しても消灯しないとき、また

はブレーキ液を補充しても消灯しな

いときは、直ちに安全な場所に停車

し、スバル販売店にご連絡ください。

•ブレーキ液が正常で、ABS警告灯も同
時に点灯している場合は、ABS（アン

チロックブレーキシステム）に異常が

発生している可能性があります。その

ため、強めのブレーキの際に車両が不

安定になるおそれがあります。

直ちにスバル販売店で点検を受けて

ください。
3－23



00-.book  24 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
メーター、表示灯、警告灯の見かた
■エンジン警告灯
エンジンスイッチONで点灯し、エ

ンジン始動後消灯します。

エンジン回転中、エンジン電子制御システム

またはオートマチックトランスミッション

の電子制御システム（オートマチック車）に

異常があると点灯します。

■ABS警告灯
エンジンスイッチを ON にした

ときから約2秒間点灯し、消灯し

ます。

ABS（アンチロックブレーキシステム）の

電子制御システムに異常があると点灯しま

す。

☆3－45ページ参照

注意

エンジン回転中に点灯したときは、エン

ジン電子制御システムまたはオートマ

チックトランスミッションの電子制御

システムに異常があります。

高速走行を避け、直ちにスバル販売店で

点検を受けてください。

注意

警告灯が点灯すると ABS は作動せず通

常のブレーキとして作動します。走行上

支障ありませんが、滑りやすい路面では

気をつけて運転し、直ちにスバル販売店

で点検を受けてください。

アドバイス

警告灯が下記の場合は正常です。
•エンジン始動後に警告灯が点灯してす
ぐに消灯し、その後再び点灯しない。

•エンジン始動後に警告灯が点灯したま
まであるが、車速約12 km/hになったと

き消灯する。

•走行中に点灯してもその後消灯し、再
度点灯しない。
3－24



00-.book  25 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
メーター、表示灯、警告灯の見かた
運
転
す
る
と
き

■SRSエアバッグ警告灯
エンジンスイッチを ON にした

ときから約6秒間点灯し、消灯し

ます。

運転席・助手席エアバッグ、シートベルト

プリテンショナーのいずれかに異常がある

と点灯します。

■ステアリング制御
警告灯

エンジンスイッチONで点灯し、

エンジン始動後消灯します。

エンジン回転中、パワーステアリングの電

子制御システムに異常があると点灯しま

す。

警告

警告灯が次のようになったときはシス

テム異常が考えられますので走行しな

いでください。衝突したときなどにSRS

エアバッグが正常に作動せずけがをす

るおそれがあります。

直ちにスバル販売店で点検を受けてく

ださい。

•エンジンスイッチを ON にしても点灯
しないとき

•走行中に点灯したとき

アドバイス

上記のように警告灯がシステム異常を

示している場合、軽微な衝撃でSRSエア

バッグが作動したり、大事故でも作動し

ない場合があります。

注意

ステアリング制御警告灯が点灯してい

るときは、ハンドル操作が重くなる場合

があります。気をつけて運転し、すみや

かにスバル販売店で点検を受けてくだ

さい。
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メーター、表示灯、警告灯の見かた
■シートベルト警告灯
エンジンスイッチがONのとき、運

転者がシートベルトを装着して

いないときに点灯します。

☆2－43ページ参照

■水温表示灯／
水温警告灯

この警告灯は、水温の低温を示

す表示灯（青）とオーバーヒートを示す警

告灯（赤点滅と赤点灯）があります。

エンジン始動後、ある一定の温度に達する

まで表示灯は青く点灯し、ある一定の温度

に達すると表示灯は消灯します。

エンジンがオーバーヒート状態になると警

告灯が赤色に点滅または点灯（水温が上が

ると点滅し、さらに上がると点灯）します。

アドバイス

次の場合に警告灯が点灯すること

があります。
•停車中に必要以上の空吹かしを続けた
時、または外気温度が冷えている場合

（0 ℃以下が目安ですが若干の差があ

ります）で、約10分間の暖機運転後に、

必要以上エンジン回転数を上げると点

灯することがあります。（点灯している

状態ではハンドル操作力は重くなりま

す）しかし、走行を開始すると（車速

5 km/h以上）、警告灯は消え、正常の操

作力になります。

次の場合にハンドル操作が重くな

ることがあります。
•雪道などの、滑りやすい路面を走行中、
後輪をロックさせたとき。

•エンジン始動直後10分間、車両停止状
態で、必要以上にエンジン回転数を上

げたとき。

いずれの場合も、走行を開始すると（車

速5 km/h以上）、正常の操作力になりま

す。

注意

•赤色に点滅または点灯したときは、車
を安全な場所に止め、オーバーヒート

の処置を行い、スバル販売店で点検を

受けてください。

☆6－19ページ参照

•ただし赤色に点滅時のみ、すみやかに
車を安全な場所に止めることができ

ない場合は、ゆっくり走行してくださ

い。その場合でも必ずスバル販売店で

点検を受けてください。

•エンジンスイッチをONにした後、約1
秒以上たっても赤く点灯し続けたと

きまたは、赤／青に交互に点灯した場

合は電気系統の異常が考えられます。

直ちにスバル販売店で点検を受けて

ください。
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メーター、表示灯、警告灯の見かた
運
転
す
る
と
き

■半ドア警告灯
エンジンスイッチの位置に関係

なくドアが完全に閉じていない

ときに点灯します。

リヤゲートやスライドドアが完全に閉じて

いないときも点灯します。

アドバイス

•エンジンスイッチをONにすると、約1
秒間赤く点灯し、その後消灯あるいは

青く点灯します。

•走行状態により、再始動時しばらくの
間赤く点灯する場合がありますが、消

灯すれば異常ではありません。

注意

警告灯が点灯したままの状態で走行し

ないでください。
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運転装置の使いかた

運転装置の使いかた
エンジンをかける前に安全を確かめます。

エンジンの始動と停止のしかた

警告

車庫や屋内などの換気の悪いところで

はエンジンをかけたままにしないでく

ださい。

車内や屋内などに排気ガスが侵入し、

一酸化炭素中毒を起こすおそれがあり

ます。

☆1－5ページ参照

注意

•窓越しからのエンジン始動は思わぬ
事故につながるおそれがあり危険で

す。必ず運転席に座って行ってくださ

い。

• 10秒以上スターターを回し続けないで
ください。スターターが故障する原因

になります。かからないときは一旦、

スイッチをOFFに戻し、10秒位休んで

からもう一度エンジンスイッチを

STARTに回します。

アドバイス

•エンジンの始動直後は、急激な空吹か
しや、急加速などをしないでください。

•エンジンがかかった後はエンジン回転
が高めに保たれます。暖機が終わると

自動的に下がります。

•エンジンの始動はアクセルペダルを踏
まずにエンジンが始動するまでエンジ

ンスイッチをSTARTに回します。

•エンジンがかかりづらいときは、駐車
ブレーキを再確認後、アクセルペダル

をわずかに（1/4程度）踏み込んで、エ

ンジンスイッチを START に回します。

エンジンがかからない場合はアクセル

ペダルをいっぱいに踏み込んでエンジ

ンスイッチを START に回してくださ

い。エンジンがかかったらすみやかに

アクセルペダルから足を放してくださ

い。

それでもかからないときは、もう一度

アクセルペダルを踏まずにエンジンス

イッチをSTARTに回してください。エ

ンジンがかからなければスバル販売店

に連絡し、点検を受けてください。

•使用するガソリンや使用状態（水温計
の指針が動かない程の距離の走行を繰

り返す）によっては、エンジンがかか

りにくくなることがまれに発生しま

す。その場合、他ブランドのガソリン

に切り替えることをお奨めします。

•始動の際、ライティングスイッチ、エ
アコンスイッチ、リヤウインドゥデ

フォッガースイッチをOFFにしたほう

が、容易に始動します。

•極低温時に、リモコンエンジンスター
ターを使用すると、始動できない場合

もあります。また、純正以外のリモコ

ンエンジンスターターを使用すると、

エンジンがかかりにくい場合や、ス

パークプラグのくすぶりを引き起こす

ことがあります。
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運転装置の使いかた
運
転
す
る
と
き

■エンジンの始動
（マニュアル車）
●エンジンをかける前に

①駐車ブレーキが引いてあるか確認し

ます。

②チェンジレバーがニュートラル位置

であることを確認します。

●エンジンのかけかた

①運転席に座り、ブレーキペダルを踏み

ます。

②クラッチペダルをいっぱいに踏みま

す。

③エンジンスイッチにキーを差し込み

STARTまでスイッチを回します。この

とき、アクセルペダルを踏まずに、エ

ンジンが始動するまでスターターを

回します。（10秒以内）

■エンジンの始動
（オートマチック車）
●エンジンをかける前に

①駐車ブレーキが引いてあるか確認し

ます。

②セレクトレバーが （パーキング）位

置であることを確認します。

（ （ニュートラル）でも始動できます

が、安全のため （パーキング）で始

動してください。 ）

●エンジンのかけかた

①運転席に座り、ブレーキペダルを踏み

ます。

②エンジンスイッチにキーを差し込み

STARTまでスイッチを回します。この

とき、アクセルペダルを踏まずに、エ

ンジンが始動するまでスターターを

回します。（10秒以内）

■エンジンの停止
アイドリング回転数に落としてからエンジ

ンスイッチを切ります。

＜クラッチスタートシステム＞
マニュアル車には誤操作防止のため、ク

ラッチペダルをいっぱいに踏み込まな

いとスターターが回らずエンジンがか

からないようになっています。

P

N

P

アドバイス

•エンジン回転を上げてからエンジンス
イッチを切ったり、スイッチを切って

からアクセルペダルを踏み込むことは

しないでください。

未燃焼ガスが多量に排出され、触媒へ

の悪影響や排気管より大きな音がする

ことがあります。

•車両が停止した直後はエンジン回転が
アイドリング回転数に戻るまで、時間

が多少かかることがあります。
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運転装置の使いかた
■使用するとき
ボタンを押さずにレバーをいっぱいに引き

ます。同時にメーター内の「ブレーキ警告

灯」が点灯していることを確認してくださ

い。

■戻すとき
レバーを軽く引き上げ、ボタンを押しなが

ら完全に下まで戻します。戻したとき「ブ

レーキ警告灯」が消灯していることを確認

してください。

ハンドル中央のラッパマークのあるパッド

面を押すとホーンが鳴ります。

駐車ブレーキレバー

注意

•駐車するときは車が動き出さないよ
うに確実に駐車ブレーキをかけてく

ださい。

•走行するときはレバーを完全に戻し、
ブレーキ警告灯が消灯していること

を確かめてください。

ブレーキをかけたまま走行すると、ブ

レーキ部品が早く摩耗したり、ブレー

キが過熱して効かなくなることがあ

ります。

☆3－23ページ参照

300370

ホーンスイッチ

注意

精密機械が入っているので強い衝撃な

どを加えないでください。

アドバイス

エンジンスイッチの位置に関係なく

ホーンを鳴らすことができます。

300673
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マニュアル車の運転

マニュアル車の運転
運
転
す
る
と
き

変速するときは、クラッチペダルをいっぱ

いに踏み込んで確実に操作してください。

■Ｒに入れるとき
誤操作を防ぐため、「5」→「Ｒ」へは直接

入れることはできません。一度「Ｎ」に戻

してから「Ｒ」に入れてください。

チェンジレバー

N N

300372

注意

•“Ｒ”に入れるときは、車が完全に止
まり、エンジン回転がアイドリング回

転数まで下がってから入れてくださ

い。

トランスミッションを損傷させるこ

とがあります。

•半クラッチの連続使用はしないでく
ださい。クラッチ早期摩耗の原因にな

ります。

•クラッチペダルはいっぱいに踏み込ん
でください。踏み込みが不十分の場合、

クラッチの早期摩耗やトランスミッ

ションギヤ鳴きなどの原因になりま

す。

アドバイス

ギヤが入りにくい場合は、一度クラッ

チを踏み直すと入りやすくなります。
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オートマチック車の運転

オートマチック車の運転
■各レバー位置での働き

※オートマチック車の特徴と運転上の注意をご覧ください。（1－10 ページ）

セレクトレバー

（パーキング）

駐車およびエンジン始動位置

•駐車のとき必ず駐車ブレーキを引
き、 にしてください。

• のみでエンジンスイッチより、

キーを抜くことができます。

（リバース）

後退位置
•ブザーが鳴り、ドライバーに である

ことを知らせます。

（ニュートラル）

中立位置

（ドライブ）

通常走行位置

•車速およびアクセルペダルの踏み
込みに応じて1速⇔2速⇔3速に自動

的に変速します。

登坂路走行時など走行負荷

が多いときに不要な3速への

シフトアップを制限する制御

を行っています。                             

（セカンド）

登・降坂路走行位置

•エンジンブレーキが必要なとき、登
り坂走行などで使います。

1速⇔2速に自動的に変速します。

（ファースト）

登・降坂路走行位置

•さらに強くエンジンブレーキが必
要なとき、急な登り坂、湿った砂地

などで使います。

1速に固定されます。

P

P

R
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オートマチック車の運転
運
転
す
る
と
き

警告

•走行中のD⇔2⇔1シフト操作するとき以外では、必ずブレーキペダルを踏んでシフト操作
を行ってください。

•発進時は絶対にアクセルペダルを踏んだままセレクトレバーの操作をしないでくださ
い。急発進し、重大な事故につながるおそれがあります。

注意

• でエンジンをかけてください。 でも始動できますが、安全のため でかけてくださ

い。

• ・ に入れるときや、前後進を繰り返すときは、その都度ブレーキペダルをしっかり

と踏み、車が完全に止まってからセレクトレバーを操作してください。車が止まってい

ないとトランスミッションを損傷させることがあります。

• に入れるとブザーが鳴り、 であることを運転者に知らせます。車外の人に音は聞こ

えませんのでご注意ください。

•後退した後は、すぐに から に戻す習慣をつけてください。

P N P

P R

R R

R N
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オートマチック車の運転
■セレクトレバーの操作方法

P

R

N

D

2

1

RR
NN

22

DD

11

P

R

N

D

P

2

1

300373

注意

イラスト中の白抜き矢印（ ）の場合

は、レバーを引かずに動かす習慣をつけ

てください。

いつもレバーを引いて操作すると

に入れてしまうおそれがあり

ます。

P R 1

アドバイス

•セレクトレバーの操作は誤操作防止の
ため、各位置ごとに節度をつけていま

す。確実に行ってください。

• のときは、レバーを引いたままブ

レーキペダルを踏んだ場合、レバーの

操作ができないことがあります。先に

ブレーキペダルを踏んでください。

•エンジンスイッチがON以外のときは、
ブレーキペダルを踏んでも から他

の位置に切り替えられません。

• から に操作するとき、急な操作を

すると に入ることがあります。

ゆっくり操作して、ブザー音および

メーター内のセレクトインジケーター

の 表示を確認してからアクセルペ

ダルを踏んでください。

P

P

P R

D

R
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オートマチック車の運転
運
転
す
る
と
き

■エンジンをかける前に
①正しい運転姿勢をとります。ペダルを確

実に踏むことができ、ハンドル操作が楽

にできるように、シートの位置を調整し

てください。

☆2－30、32ページ参照

②アクセルペダルの位置を右足で確認しま

す。

③ブレーキペダルの位置を右足で確認しま

す。

■エンジン始動
①駐車ブレーキが確実にかかっていること

を確認します。

（駐車ブレーキレバーが引いてあるこ

と）

②セレクトレバーが であることを確認

します。

③ブレーキペダルを右足で踏んだまま

（アクセルペダルは踏まないこと）

④エンジンスイッチをSTARTに回し、エン

ジンを始動します。

運 転 手 順

注意

踏み間違いを防ぐため、アクセルペダル

とブレーキペダルを右足で踏み、その位

置を確認して足に覚えさせてください。

（踏み間違いは事故につながるおそれが

あります）

300375

注意

でも始動できますが、安全のため

で行ってください。

アドバイス

エンジンがかかりにくいときにアクセ

ルペダルを踏みながら始動する場合は、

始動してからすぐブレーキペダルに踏

み換えてください。

P

N P
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オートマチック車の運転
■発進
①ブレーキペダルを右足で踏んだままにし

ます。

②セレクトレバーを （前進）または

（後退）に入れます。

③セレクトレバーの位置を確認します。

④駐車ブレーキレバーを戻します。

⑤右足をブレーキペダルからアクセルペダ

ルに踏み換えゆっくり加速します。

警告

確実にブレーキペダルを踏んでセレク

トレバーを操作してください。アクセル

ペダルを踏んだまま操作すると急発進

して重大な事故につながるおそれがあ

ります。

注意

•エンジン始動直後やエアコン作動時
などはアイドリング回転が高くなり

クリープ（車が動き出す）現象が強く

なります。確実にブレーキペダルを踏

んでください。

☆1－10ページ参照

•後退するときには車の後方に人や障
害物がないことを確認してください。

車内にブザーは鳴りますが、車外の人

には聞こえません。

D R

アドバイス

急な坂道での発進は、セレクトレバーの

位置を確認し

①駐車ブレーキレバーを引いたままブ

レーキペダルを放し、アクセルペダル

をゆっくり踏みます。

②車が動き出す感覚を確認しながら、駐

車ブレーキレバーをゆっくりと解除

して発進します。
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オートマチック車の運転
運
転
す
る
と
き

■走行
通常の走行：
で走行します。アクセルとブレーキの操

作だけで自動的に変速され走行できます。

急加速：
アクセルペダルを深く踏み込みます。キッ

クダウンして急加速できます。

☆1－10ページ参照

下り坂では：
エンジンブレーキを併用してください。

☆1－17ページ参照

急な下り坂では：
または に入れます。さらに強いエン

ジンブレーキがかかります。

☆1－17ページ参照

警告

走行中はセレクトレバーを にしない

でください。エンジンブレーキがまった

く効かなくなり思わぬ事故につながる

おそれがあります。

D

2 1

N

注意

•走行中セレクトレバーに手をかけた
ままにしないでください。他のポジ

ションに入り、エンジンブレーキが効

いたりして思わぬ事故につながるお

それがあります。

•高速走行中はセレクトレバーを“1”ま
たは“2”に入れないでください。エ

ンジンが過回転になるとエンジンが

損傷することがあります。

•シフトダウンによる急激なエンジン
ブレーキは、道路状況や車間距離に注

意して行ってください。

アドバイス

•急発進、急加速など急なアクセル操作
時にはまれにエンジンから過渡的な

ノッキングが聞こえることがあります

が、異常ではありません。

•充分に暖機を行わずに走行を始めると
アクセル操作にエンジン回転が追いつ

けない場合があります。
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オートマチック車の運転
■停車
①走行レンジのままブレーキペダルを確実

に踏みます。

②必要に応じて駐車ブレーキレバーを引き

ます。

③長時間、停車するときは または に

し、駐車ブレーキレバーを引きます。

④停車後、再発進するときは、セレクトレ

バーが にあることを確認して発進し

ます。

■駐車
①車を完全に止めます。

②ブレーキペダルを踏んだままの状態で、

駐車ブレーキレバーを確実に引きます。

③セレクトレバーを に入れます。

セレクトレバーが のときは、車が動き

出す心配がなくより安全です。

④エンジンを止めます。

☆1－20ページ参照

注意

•エンジン始動直後やエアコン作動時
などはアイドリング回転が高くなり、

クリープ（車が動き出す）現象が強く

なります。確実にブレーキペダルを踏

んでください。

•アクセルペダルとブレーキペダルを
同時に踏んだり、登り坂で 以外

に入れた状態で、アクセルを踏みなが

ら車を停止させたりしないでくださ

い。トランスミッションが過熱し、故

障の原因になります。

注意

•空吹かしをしないでください。
急発進の原因となります。

•停車中にセレクトレバーを動かすと
きはブレーキペダルを確実に踏んで

ください。

•急な上り坂での停車は、クリープ現象
で前に進もうとする力よりも、後退し

ようとする力の方が大きくなり車が

後退することがあります。

ブレーキペダルを踏み込み、確実に駐

車ブレーキレバーを引いてください。

P N

N P

D

注意

車が完全に止まらないうちに に入れ

ないでください。トランスミッション損

傷の原因となります。

注意

車から離れるときは、必ずセレクトレ

バーを に入れ、エンジンを止めてくだ

さい。

P

P

P

P
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オートマチック車の運転
運
転
す
る
と
き

運転条件に応じて走行モード（ノーマル

モード、パワーモード）を選択するスイッ

チです。

●ノーマルモード
燃費などの経済性を重視したモードです。

●パワーモード
強い加速が必要なときや積載時の走行に適

したモードです。パワーモードでは変速点

が高速側にセットされるため、高いエンジ

ン回転数まで利用でき、パワフルな走行が

できます。

■走行モードの切り替え
スイッチが「ON」にされていないときは

「ノーマルモード」です。

スイッチを「ON」にすると「パワーモー

ド」になり、メーター内の「ATパワーモー

ド表示灯」が点灯します。

ATパワーモードスイッチ

300674

300675

300676
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4WD車の運転

4WD車の運転
4WD車は、エンジンの動力を4輪すべてに伝

え、ラフロード（悪路、砂地、泥地）や急

坂などで安定した走りを発揮します。

サンバーには2つのタイプの4WDシステム

があります。お客様の車の4WDシステムを

充分理解してご使用ください。

①セレクティブ4WD

②フルタイム4WD

•タイヤが沈み込むような深い砂地、河川、
海水中などに乗り入れないでください。

やむを得ず走行したときは、走行後各部

をていねいに洗ってください。砂、泥、

塩分などがブレーキ内部に入って異常が

あるときは、直ちにスバル販売店で点検

整備を受けてください。

•オフロード走行やラリー走行はしないで
ください。

この場合の故障は保証修理の対象にはな

りませんのでご注意ください。

• 4WD車は滑りやすい路面、積雪路などで
2WD車より安定した性能を発揮しますが

急ハンドル、急ブレーキでは2WD車と差

がありません。

カーブや下り坂、雪道や凍結路など滑り

やすい路面は充分にスピードを落とし安

全な速度と車間をとって慎重に運転して

ください。

運転するとき 取り扱いについて

警告

• 4 輪のうち 1 輪でも異なるタイヤを装
着していると、車両の駆動系の損傷や

最悪の場合、火災につながるおそれが

あり危険です。また、操縦性・ブレー

キ性能を危険なものにし、事故につな

がる可能性がありますので、下記事項

をお守りください。

･ 4 輪とも必ず、指定サイズ、同一サ

イズ、同一メーカー、同一銘柄およ

び同一トレッドパターン（溝模様）

のタイヤを装着してください。

･ 著しく摩耗したタイヤは使用しな

いでください。

･ 摩耗差の著しいタイヤを混ぜて使

用しないでください。

･ タイヤの空気圧を指定空気圧に

保ってください。

･ スペアタイヤは、指定されたサイズ

を、指定した位置に装着してくださ

い。
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4WD車の運転
運
転
す
る
と
き

必要に応じて四輪駆動に選択できる4WDで

す。通常は2WDで走行し、悪路、雪道、舗

装されていない道路などを走行するときに

4WDに切り替えます。

四輪駆動にすると前後輪が直結になり、前

後輪に駆動力が配分されます。

•雪道走行が予測される場合は、冬用タ
イヤ（スタッドレスタイヤ）を使用し

てください。装着のときは、下記事項

をお守りください。

･ 4 輪とも必ず、指定サイズ、同一サ

イズ、同一メーカー、同一銘柄およ

び同一トレッドパターン（溝模様）

のタイヤを装着してください。

･ 著しく摩耗したタイヤは使用しな

いでください。

･ 摩耗差の著しいタイヤを混ぜて使

用しないでください。

･ タイヤの空気圧を指定空気圧に

保ってください。

なお、一般タイヤでは、雪道、凍結路

でスリップしやすく危険です。また、

乾燥路では一般タイヤに比べ、グリッ

プ性能が低下します。

•タイヤチェーンは非常時のみ、指定
チェーンを後輪に取り付けてくださ

い。タイヤチェーンを取り付けると、前

後の駆動力バランスが変わるため前輪

が滑りやすくなります。急発進、急ブ

レーキ、急ハンドルなどを避けて、路

面の状況に合った安全な速度（30 km/h

以下）で慎重に運転してください。

•前輪のみの持ち上げけん引および、後
輪のみの持ち上げけん引は絶対にしな

いでください。駆動装置が損傷したり、

車がトレッカー（台車）から飛びだす

ことがあります。

☆6－15ページ参照

セレクティブ4WD

注意

• 4WDへの切り替えは、タイヤが空転し
ているときは絶対に切り替えないで

ください。大きな力がクラッチ系や駆

動系に加わり、悪影響を与えます。

•切り替えは直進時にクラッチペダル
を踏まないで、アクセルペダルを戻し

てからスイッチを押すと、スムーズに

切り替わります。

• 4WDにすると前後輪が直結になり、前
後輪に駆動力が配分されます。同時

に、直結状態のためタイトコーナーブ

レーキング現象が発生しますので、取

り扱いには充分ご注意ください。

☆3－43ページ参照
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4WD車の運転
■2WD－4WDの切り替え
チェンジレバーのノブ中央の「4WDセレク

トスイッチ」で切り替えます。

エンジンが回っていれば、いつでも切り替

えられます。

●4WD走行にするとき
スイッチを押すと 4WD 走行に切り替わ

ります。このときメーター内の「4WD表

示灯」が点灯します。

●2WD走行にするとき
スイッチをもう一度押し込みます。2WD

走行に切り替わり、メーター内の「4WD

表示灯」も消灯します。

■4WD－ELレンジ※への
切り替え

砂地、悪路、急坂路などとくに大きな駆動

力を必要とする場合に切り替えます。

※EL＝エクストラ・ロー（超低速ギヤ）

●2WD走行のとき
ELレンジに入れると自動的に4WD－EL

走行に切り替わります。このときメー

ター内の「4WD表示灯」も点灯します。

EL レンジ以外にすると 2WD走行に切り

替わり、メーター内の「4WD表示灯」も

消灯します。

●4WD走行のとき
EL レンジ以外にしても 4WD のままで

す。

300378

300677

300380

300677
3－42



00-.book  43 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
4WD車の運転
運
転
す
る
と
き

■タイトコーナーブレーキング
現象について

4WD走行中に乾いた舗装路の急カーブを曲

がろうとすると、ブレーキをかけたような状

態になることがあります。この現象をタイト

コーナーブレーキング現象と言います。

これは、前後タイヤの回転差をプロペラ

シャフトで強制的に抑えるために起こる現

象で、滑りやすい路面では前後いずれかの

タイヤがスリップするので、ほとんど発生

しません。

300382

注意

• 4WD走行で車庫入れや急ハンドルを
切って走行しないでください。大きな

力がクラッチ系統や駆動系統に加わ

り、悪影響を与えます。

•前後タイヤのサイズが違う場合、切り
替え遅れや切り替えショックが発生

します。異なったサイズのタイヤは絶

対に使用しないでください。

また、定期的にタイヤ空気圧を点検し

てください。

アドバイス

•急カーブを走っているときにスイッチ
操作しても4WD⇔2WDの切り替えがで

きないことがあります。

この場合は、直進走行すると切り替わ

ります。

•急加速中や急カーブを走っているとき
切り替え操作をすると、切り替え遅れ

や軽いショックを感じます。

これは、切り替えクラッチに加わって

いる力が解除されるために生じるもの

で異常ではありません。

•タイヤチェーンを装着したときは四輪
駆動が解除しにくくなることがありま

す。この場合は、スイッチ操作後少し

走ると解除します。
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4WD車の運転
ビスカスカップリング式4WDを採用してい

ます。前後輪に回転差が生じたとき適正に

駆動力が配分され、雪道、ぬかるみ、滑り

やすい路面で安定した走行性能を発揮しま

す。

■けん引するときの注意
前輪（後輪）が回転すると後輪（前輪）が

回されるため、けん引時は注意してくださ

い。

●整備時の注意
常時4輪に駆動力が伝達されるため整備

時などには注意してください。

フルタイム4WD

注意

前輪だけを上げたけん引は絶対にしな

いでください。飛びだす原因となり危険

です。

また、ビスカスカップリングの劣化の原

因にもなります。

☆6－15ページ参照

300383

注意

前輪または後輪だけを回転させること

は絶対にしないでください。車が飛びだ

し非常に危険です。

300384
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ブレーキ

ブレーキ
運
転
す
る
と
き

急ブレーキや滑りやすい路面でブレーキを

かけたときに、タイヤのロック（車輪の回

転が止まること）を防止して、車両の方向

安定性を保ち、ハンドル操作性を確保する

装置です。

危険時はブレーキを確実に強く踏み続け、

必要な場合はハンドル操作で危険を回避し

てください。

ABS の電気系統に異常が生じた場合は ABS

は作動しませんが、通常のブレーキとして

の性能は確保されます。

■制動距離やハンドル操作について

■振動や音について
• ABSが作動したときは、ブレーキペダルが
小刻みに動いたり、車体やハンドルなどに

振動を感じることがあります。

これはABSが作動している状態を表して

おり異常ではありません。そのままブ

レーキペダルを確実に踏み続けてくださ

い。

•エンジンをかけた後、最初の発進時に以
下の場合がありますが、これはABS作動

のチェックをしている動きで異常ではあ

りません。

•エンジンルーム付近から一時的に作
動音がする。

•ブレーキペダルを踏むタイミングに
よってペダルにABSが作動したときと

同じような振動を感じる。

ABS：アンチロックブレーキシステム

注意

• ABSは必ずしも制動距離を短縮する装
置ではありません。

ABSの付いていない車両と同じように

安全な車間距離をとって運転してく

ださい。

• ABSが作動した状態であっても車両の
方向安定性、ハンドル操作性には限界

があります。ABSを過信すると思わぬ

事故につながるおそれがあります。常

に安全運転に心がけてください。

•下記の路面などでABSが作動した場合、
ABSが付いていない車両よりも制動距

離が長くなることがあります。

･ マンホール、工事現場の鉄板などの

滑りやすい路面

･ 道路のつなぎ目などの段差

･ 凹凸路、石畳などの悪路

･ 下り坂での旋回

･ 路肩に草や砂利が多い道路

･ 砂利道

･ 雪路（新雪路、圧雪路、アイスバー

ンなど）

•タイヤチェーン装着時にはABSの付い
ていない車両に比べて制動距離が長

くなることがあります。

とくに速度を控えめにして車間距離

を充分にとって運転してください。

•車速が約10 km/h以下になるとABSは
作動しません。

アドバイス

ABS が作動するとハンドル操作時の

フィーリング（感覚）が若干変わります。
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ブレーキ
■ABS警告灯
エンジンスイッチをONにしたときから約2

秒間点灯し、消灯します。

300678

300679

注意

警告灯が下記の場合はシステムの異常

が考えられますので、すみやかにスバル

販売店で点検を受けてください。

•エンジンスイッチを ON にしても点灯
しない。

•点灯したままのとき
なお、このような場合でも通常のブ

レーキとしての性能は確保されていま

す。

（ABSとしての作動はしません）

アドバイス

警告灯が下記の場合は正常です。

•エンジン始動時に警告灯が点灯しても
すぐに消灯し、その後再び点灯しない。

•エンジン始動後に警告灯が点灯したま
まであるが、その後走行中に消灯する。

•走行中に点灯してもその後消灯し、再
度点灯しない。
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ブレーキ
運
転
す
る
と
き

ブレーキブースター（制動力倍力装置）

アドバイス

ブレーキブースター（制動力倍力装置）

はエンジンの吸入負圧を利用してブレー

キペダルを踏む力を軽くする装置です。

エンジンが停止している状態や長時間

の駐車の後などでブレーキブースター

内の負圧が不足している場合にブレー

キペダルを踏むと（減速、停止する場

合）、通常よりも強い力が必要になりま

す。
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MEMO
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4 室内装備品の使いかた
4

･ヒーターとエアコン
・吹き出し口の調整 ･････････････････････････････････････････････････････ 4－ 2
・吹き出し口表示と使用目的 ･････････････････････････････････････････････ 4－ 4
・フロントヒーターの使いかた ･･･････････････････････････････････････････ 4－ 5
・リヤヒーターの使いかた ･･･････････････････････････････････････････････ 4－ 8
・エアコンの使いかた ･･･････････････････････････････････････････････････ 4－ 9

･オーディオシステム
・ラジオ受信について ･･･････････････････････････････････････････････････ 4－ 12
・アンテナ ･････････････････････････････････････････････････････････････ 4－ 12
・カセットテープについて ･･･････････････････････････････････････････････ 4－ 13
・CDについて･･･････････････････････････････････････････････････････････ 4－ 13
・オーディオの種類 ･････････････････････････････････････････････････････ 4－ 14

･AM電子チューナー
・ラジオを聞くとき ･････････････････････････････････････････････････････ 4－ 16

･AM／FM電子チューナー・カセットデッキ
・電源、音量・音質の調整 ･･･････････････････････････････････････････････ 4－ 18
・ラジオを聞くとき ･････････････････････････････････････････････････････ 4－ 20
・ラジオの放送局を記憶するとき ･････････････････････････････････････････ 4－ 22
・カセットテープを聞くとき ･････････････････････････････････････････････ 4－ 23
・時計 ･････････････････････････････････････････････････････････････････ 4－ 25

･AM／FMマルチ電子チューナー・CDプレーヤー
・電源、音量・音質の調整 ･･･････････････････････････････････････････････ 4－ 27
・ラジオを聞くとき ･････････････････････････････････････････････････････ 4－ 29
・ラジオの放送局を記憶するとき ･････････････････････････････････････････ 4－ 31
・CDを聞くとき･････････････････････････････････････････････････････････ 4－ 33
・時計 ･････････････････････････････････････････････････････････････････ 4－ 36

･室内装備
・シガーライター ･･･････････････････････････････････････････････････････ 4－ 38
・灰皿 ･････････････････････････････････････････････････････････････････ 4－ 39
・グローブボックス ･････････････････････････････････････････････････････ 4－ 39
・センターコンソールボックス ･･･････････････････････････････････････････ 4－ 40
・オーバーヘッドシェルフ ･･･････････････････････････････････････････････ 4－ 41
・リヤトレー ･･･････････････････････････････････････････････････････････ 4－ 42
・小物入れ ･････････････････････････････････････････････････････････････ 4－ 43
・パーソナルボックス ･･･････････････････････････････････････････････････ 4－ 43
・サンバイザー ･････････････････････････････････････････････････････････ 4－ 44
・フック ･･･････････････････････････････････････････････････････････････ 4－ 44
・三角表示板の格納 ･････････････････････････････････････････････････････ 4－ 45
・カーゴソケット ･･･････････････････････････････････････････････････････ 4－ 46
・ルームランプ ･････････････････････････････････････････････････････････ 4－ 47
・荷室ランプ ･･･････････････････････････････････････････････････････････ 4－ 48



00-.book  2 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
ヒーターとエアコン

ヒーターとエアコン
■フロントヒーター

●吹き出し口の調整
•吹き出し口全体を回して上下方向の風向きを調整します。
•中央のノブを左右に動かして左右方向の風向きを調整します。
また、右にいっぱいに回すと、風の吹き出しが止まります。

吹き出し口の調整

400388

400389
4－2



00-.book  3 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
ヒーターとエアコン
室
内
装
備
品
の
使
い
か
た

■リヤヒーター
助手席シート下にあります。

☆4－8ページ参照

400390
4－3



00-.book  4 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
ヒーターとエアコン
使用目的に合わせて吹き出し口を選択してください。

●上半身に送風したいとき

●上半身と足元に送風したいとき

●足元に送風したいとき

●足元への送風と窓ガラスの曇りを
取りたいとき

●窓ガラスの曇りを取りたいとき

吹き出し口表示と使用目的

400391

400392

400436

400434

400435
4－4



00-.book  5 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
ヒーターとエアコン
室
内
装
備
品
の
使
い
か
た

①温度調整レバー

②吹き出し口切り替えレバー

③内外気切り替えレバー

④風量調整（ファン）ダイヤル

■操作パネルの使いかた
①温度調整レバー
送風温度を調整します。

右に動かすと送風温度が高くなります。

無段階に温度の調整ができます。

②吹き出し口切り替えレバー
使用目的に合わせて吹き出し口を切り

替えます。（4－4ページ参照）

③内外気切り替えレバー
レバーを の位置に合わせると内気

循環になり、 の位置に合わせると

外気導入になります。

フロントヒーターの使いかた

321
0

400437

アドバイス

降雪時はフロントガラスの氷結を防止

するため、 で走行することをお奨め

します。

注意

内気循環は必要なときだけ使い、通常は

外気導入を使用してください。内気循環

で長時間使用すると、万一、排気管に腐

食や損傷による穴や亀裂が生じた場合、

排気ガスによる一酸化炭素中毒になる

おそれがあります。

また、長時間内気循環にするとガラスが

曇りやすくなります。
4－5



00-.book  6 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
ヒーターとエアコン
④風量調整（ファン）ダイヤル
風の強さを3段階に調整できます。数字
が大きくなるほど強くなり、「0」では止
まります。
4－6



00-.book  7 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
ヒーターとエアコン
室
内
装
備
品
の
使
い
か
た

■フロントヒーターの使いかた

②

吹き出し口

切り替え

④

風量調整

①

温度調整

③

内外気

切り替え

アドバイス

暖

房
希望位置

希望位置

（中間より右側）

•ウインドゥにも少し送風されま
すが、これはウインドゥの曇り

を防止するためのものです。

•顔部が熱い場合は、温度調整レ
バーを左側に動かし、適温に調

整してください。

頭

寒

足

熱

希望位置
希望位置

（中間）

•温度調整レバーを右または左
いっぱいにすると頭寒足熱には

なりません。温風または冷風の

みの吹き出しになります。

曇
り
除
去
と
暖
房

希望位置
希望位置

（中間）

•温度調整レバーの位置によって
は曇り除去機能が低下する場合

があります。

曇

り

除

去

希望位置
中間より

右側

•気温が高いとき（夏場）、曇り取り
をする場合、温度調整レバーで適

温に調整してください。

換

気
希望位置 希望位置
4－7



00-.book  8 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
ヒーターとエアコン
助手席シート下の吹き出し口から温風が吹

き出し、後席を暖房します。
■使いかた
リヤヒータースイッチを前側に押すと作動

します。

止める時は、スイッチを後ろ側に押してく

ださい。

＜MT車＞

＜AT車＞

リヤヒーターの使いかた

注意

リヤヒーターを使用しているときは、リ

ヤヒーターの空気吸い込み口、吹き出し

口をふさがないでください。

ファンモーターが過熱して焼損するお

それがあります。

アドバイス

•リヤヒーターは、フロントヒーターが
OFFになっていても作動します。

•フロントヒーターの温度調整レバーの
位置に関係なく、常にリヤヒーター吹

き出し口から温風が吹き出します。

400433

400398

������
4－8



00-.book  9 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
ヒーターとエアコン
室
内
装
備
品
の
使
い
か
た

①温度調整レバー

②吹き出し口切り替えレバー

③A/Cスイッチ（冷房・除湿機能）

④内外気切り替えレバー

⑤風量調整（ファン）ダイヤル

■エアコンの使い方
エンジンをかけているとき、風量調整（ファ

ン）ダイヤルを「0」以外の位置にすると作

動します。冷房・除湿をするときは、さら

にA/Cスイッチを押します。風量調整（ファ

ン）ダイヤルを「0」にすると止まります。

次ページへ 

エアコンの使いかた

321
0

A/C

400438

アドバイス

•エンジンがかかっているときにスイッ
チを操作してください。

•次の場合、冷房・除湿機能は作動しま
せん。

･ 室内の温度が低いとき

･ 外気温度が低いとき

（0 ℃以下のとき）

･ 急な坂道を登っているとき

･ 急加速中
4－9



00-.book  10 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
ヒーターとエアコン
前ページより 

■操作パネルの使いかた
①温度調整レバー
送風温度を調整します。

右に動かすと温度が高くなります。無段

階に温度の調整ができます。

②吹き出し口切り替えレバー
使用目的に合わせて吹き出し口を切り

替えます。（4－4ページ参照）

③A/Cスイッチ
風量調整ダイヤルが「0」以外のとき、ス

イッチを押すと冷房・除湿機能が作動

し、スイッチ内のランプが点灯します。

もう一度押すと冷房・除湿機能は停止し

ます。

④内外気切り替えレバー
レバーを の位置に合わせると内気

循環になり、 の位置に合わせると

外気導入になります。

早く冷房したいとき、または冷房の効き

を高めたいときは、内気循環をお使いく

ださい。

⑤風量調整（ファン）ダイヤル
風の強さを3段階に調整できます。数字

が大きくなるほど強くなり、「0」では止

まります。

•冷房中に吹き出し口から白煙が出てい
るように見えることがあります。これ

は湿度の高い空気が急激に冷やされて

起こる現象で異常ではありません。

•停車中の冷房効果を上げるためアイド
リング回転数が高くなります。オート

マチック車はクリープ現象が強くなり

ますので、ブレーキペダルをしっかり

踏んでください。

•炎天下に駐車したときは、冷房を使う
前にウインドゥガラスを全開にして熱

気を逃がしてください。

•室内のにおいが気になるときは消臭剤
を使用してください。空気が汚れてい

るときやタバコを吸うときは外気導入

で窓を開けて換気してください。ホコ

リやタバコの煙が冷房装置に付着して

におうことがあります。

•冷房中に乾燥気味になり、タバコの煙
で目が痛くなることがあります。目が

痛くなったときは、外気導入にしてく

ださい。

•適度に温度を調整してください。冷え
過ぎは健康を損ないます。

•冷房・除湿機能は各部を潤滑するため
にも月に２、３回程度作動させてくだ

さい。

•冷えない場合には冷媒不足も考えられ
ますのでスバル販売店で点検を受けて

ください。

アドバイス

降雪時はフロントガラスの氷結を防止

するため、 で走行することをお奨め

します。

注意

内気循環は必要なときだけ使い、通常は

外気導入を使用してください。内気循環

で長時間使用すると、万一、排気管に腐

食や損傷による穴や亀裂が生じた場合、

排気ガスによる一酸化炭素中毒になる

おそれがあります。また、ガラスが曇り

やすくなりますので、内気循環を利用す

る場合は、A/C スイッチを押して除湿機

能を働かせて使用してください。
4－10
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■使いかた

②

吹き出し口

切り替え

⑤

風量調整

③

A/C

スイッチ

①

温度調整

④

内外気

切り替え

アドバイス

冷

房

希望

位置
ON

希望位置

（中間より左側）

•早く冷やしたいときは
内外気切り替えレバーを内気循

環にしてください。

•冷房の効きを高めたいときにも、
内気循環をお使いください。

暖

房

希望

位置

ON

または

OFF

希望位置

（中間より右側）

•ウインドゥにも少し送風されま
すが、これはウインドゥの曇りを

防止するためのものです。

•顔部が熱い場合は、温度調整ダイ
ヤルを左側に動かし、適温に調整

してください。

曇
り
除
去
と
暖
房

希望

位置
ON

希望位置

（中間）

•温度調整レバーの位置によって
は曇り除去機能が低下する場合

があります。

頭

寒

足

熱

希望

位置

ON

または

OFF

希望位置

（中間）

•温度調整レバーを右または左
いっぱいにすると頭寒足熱には

なりません。温風または冷風のみ

の吹き出しになります。

曇

り

除

去

希望

位置
ON 中間より右側

•夏期において曇りを除去する場
合、温度調整レバーは中間より左

側でご使用ください。

•外気温度と吹き出し風の温度差が
大きいと窓の外側が曇る場合があ

ります。このときは風量調整ダイ

ヤルを「0」にするか、温度調整レ

バーを右に動かしてください。

換

気

希望

位置
OFF 希望位置
4－11
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オーディオシステム

オーディオシステム
•受信感度は周囲の状況、気象状況、送信
局からの電波の強さ、送信局からの距離

によって影響を受けます。山ろくや建物

の近くでは電波がさえぎられたり、電波

が反響して受信状態が悪くなることがあ

ります。また、電車の架線や高圧電線の

近くでは高圧電流の影響でノイズ（雑音）

が入るなど受信状態が悪くなることがあ

ります。

•ラジオを聞いているとき、室内または車
の近くで携帯電話や無線機を使うとノイ

ズ（雑音）が入ることがあります。

ラジオを聞くときはアンテナの先端をいっ

ぱいまで伸ばしてください。注意

•車外の音が聞こえる程度の音量で聞
いてください。車外の音が聞こえない

状態で運転すると危険です。

•運転者は車が止まっているときにラ
ジオ・オーディオを操作してくださ

い。

•内部に水や異物を入れないでくださ
い。故障の原因となります。

•お子さまがディスク挿入口に指を入
れないようにしてください。けがをす

るおそれがあります。

ラジオ受信について

アンテナ

注意

自動洗車機や屋根の低いところに入る

ときは、アンテナを格納してください。

伸ばしたままだとアンテナが折れる場

合があります。

400400

400401
4－12
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•ヘッド周辺は汚れやすいので1か月に1回
程度は、クリーニングテープでクリーニ

ングしてください。

• C120（120 分テープ）はテープが非常に
薄いため伸びたり、プレーヤーに巻き付

いたりして使用不能の原因になります。

使用しないでください。

•ラベルのはがれたテープを使用したり、
テープをデッキに入れたまま放置しない

でください。回転不良やテープが取り出

せなくなる場合があります。

•プレーヤーにテープが巻き込まれないよ
うに、テープのたるみを取ってから差し

込んでください。

•ケースに入れ、日の当らない場所を選ん
で保管してください。

カセットテープは高温多湿、直射日光、

ほこり、強い磁気を嫌います。

•下図のマークがついている音楽CDを使っ
てください。下図のマークがないものは

使えません。

•寒いときや雨降りのときは、プレーヤー
内に露が生じ、正常に作動しないことが

あります。この場合CDを取り出し、しば

らくの間除湿や換気をしてから再度 CD

を挿入してください。

•炎天下に長時間駐車した後などはプレー
ヤーの温度が高くなり、正常に作動しな

いことがあります。この場合CDを取り出

し、室内温度を下げてから再度CDを挿入

してください。

•悪路走行などで激しく振動した場合、音
とびすることがあります。

•大きい傷、変形、ヒビ等のあるディスク
やハート型などの特殊形状の CD は使用

しないでください。誤作動や故障の原因

となる場合があります。

8 cm CD、12 cm CDをご使用ください。

•ケースからディスクを取り出す場合、
ケース中心部を押し、ディスクの両端を

持ってください。また、ディスク面に直

接触れると音が悪くなる場合があります

ので、手を触れないようにしてください。

•ディスクは熱に弱いので直射日光の当た
る場所やヒーター等の近くに置かないで

ください。ディスクが変形して使用でき

なくなることがあります。

カセットテープについて CDについて

400335
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オーディオシステム
•ディスク面にラベルを貼ったり、鉛筆やペ
ン等で傷をつけたりしないでください。

•ディスクはきれいなものをご使用くださ
い。汚れている場合は、乾いた布で中心

から外に向かって拭いてください。堅い

布やシンナー、ベンジン、アルコールな

どは使用しないでください。

■タイプA
AM電子チューナー

1） ラジオを聞くとき ･････････4 － 16

オーディオの種類

32DISP 1 4 5

CHAM

RESET

H MTUNE

PULL
TONE

PUSH
ON/VOL

400655
4－14
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■タイプB
AM／FM電子チューナー・カセットデッキ

1） 電源、音量・音質の調整･･･ 4 － 18

2） ラジオを聞くとき･････････ 4 － 20

3） ラジオの放送局を

記憶するとき･････････････ 4 － 22

4） カセットテープを聞くとき･･ 4 － 23

5） 時計･････････････････････ 4 － 25

■タイプC
AM／FM電子チューナー・CDプレーヤー

1） 電源、音量・音質の調整.･･･ 4 － 27

2） ラジオを聞くとき ･････････ 4 － 29

3） ラジオの放送局を

記憶するとき ･････････････ 4 － 31

4） CDを聞くとき･････････････ 4 － 33

5） 時計 ･････････････････････ 4 － 36

RESET

400656 400657
4－15
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AM電子チューナー

AM電子チューナー
■電源
エンジンスイッチがAccまたはONのとき、

①を押すごとに電源がON・OFFします。

■音量調整（VOL）
①を右に回す：大きくなります。

①を左に回す：小さくなります。

■音質調整（TONE）
①のツマミを引き出して調整します。

右に回す：高音が強くなります。

左に回す：高音が弱くなります。

■選局（TUNE）
選局には次の3つの方法があります。

「自動選局」「手動選局」「ワンタッチ選局」

●自動選局
②のボタンを0.5秒以上押し続けると、自

動的に選局します。

②のボタンの右側を押すと、周波数が上

がります。

②のボタンの左側を押すと、周波数が下

がります。

●手動選局
②のボタンの左右いずれかを軽く押し

ます。一定のピッチで周波数が切り替わ

ります。

ラジオを聞くとき

32DISP 1 4 5

CHAM

RESET

H MTUNE

PULL
TONE

PUSH
ON/VOL

400402
4－16
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●ワンタッチ選局
③のボタンのいずれかを押すと、あらか

じめセットしてある放送局を受信しま

す。

AM放送5局が記憶できます。

■放送局を記憶させるには
1. ②のボタンで記憶させたい放送局を選び

ます。

2. ディスプレイが時計表示のときは、④のボ

タンを押して周波数表示にします。

3. ③のボタンのうち一つを選び、2秒以上押

し続けると記憶されます。

4. 同じようにすべてのボタンに記憶させま

す。

■交通情報を聞くには
（③のボタンの＃5に交通情報局が記憶され

ているとき）

⑤のボタンを押すと交通情報（1620 kHz）を

受信します。

■時計を合わせるには
●時・分の調整
④のボタンを押しながら⑥のボタンま

たは⑦のボタンを押して時・分を調整し

てください。

⑥のボタン：「時」の調整

⑦のボタン：「分」の調整

●時報に合わせます
④のボタンを押しながら⑧のボタンを

押してください。

次のように時計の表示が調整されます。

11：30～12：29 →12：00

12：30～1：29 →1：00

■ディスプレイ表示の切り替え
ディスプレイには時刻が表示されていま

す。

•電源を入れたときや選局ボタンを押すと
5秒間周波数が表示されます。

•エンジンスイッチをAccまたはONにする
と照明がつきます。

ラジオ電源 ON のとき④のボタンを押すご

とに時計表示と周波数表示の切り替えがで

きます。

アドバイス

バッテリーの端子を外したときや

ヒューズ切れのときは記憶が消えます。

この場合、再度記憶させてください。

アドバイス

•⑤のボタンは 5 つ目のワンタッチ選局
ボタンとしても使えます。

•新車時には1620 kHzが記憶されていま
す。

•バッテリーの端子を外したときや
ヒューズ切れのときには1620 kHzにな

ります。

アドバイス

バッテリーの端子を外したときや

ヒューズ切れのときは、表示が「12：00」

で点滅します。正しい時刻に合わせてく

ださい。
4－17
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AM／FM電子チューナー・カセットデッキ

AM／FM電子チューナー・カセットデッキ
（1）FM/AM（FM/AM切り替え）ボタン

（2）TONE（音質）ダイヤル

（3）ON/VOL（音源／音質調整）ダイヤル

■電源を入れるとき
エンジンスイッチがAccまたはONのとき、

「ON/VOL」ダイヤル（3）を押すごとに電源

がON・OFFします。

■音量を調整するとき
「ON/VOL」ダイヤル（3）を回して調整しま

す。

右に回す：音が大きくなります。

左に回す：音が小さくなります。

■左右バランスを調整するとき
「ON/VOL」ダイヤル（3）を引き出して調整

します。

右に回す：左側スピーカーの音が小さくな

ります。

左に回す：右側スピーカーの音が小さくな

ります。

電源、音量・音質の調整

RESET

(3)

(2)(1)

400647

アドバイス

次の操作を行っても電源を ONにするこ

とができます。

•カセットテープを挿入したとき
4－18
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■音質を調整するとき
「TONE」ダイヤル（2）を回して調整します。

右に回す：高音が強くなります。

左に回す：高音が弱くなります。
4－19
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AM／FM電子チューナー・カセットデッキ
（1）FM/AM（FM/AM切り替え）ボタン

（4）（5）ラジオ選局ボタン

（6）選択ボタン

■FM/AMを受信するとき
「FM/AM」ボタン（1）を押します。

●バンドを切り替えるとき
「FM/AM」ボタン（1）を押し、バンドを

選択します。

ボタンを押すごとに

　FM⇔AM

と、切り替わり、表示部に表示されます。

■選局するとき
「ラジオ選局」ボタン（4）または（5）を押

します。

●周波数に合わせて放送を聞くとき
「ラジオ選局」ボタン（4）を押す：

ボタンを押すごとに周波数の低い方

へ1ステップずつ切り替わります。

「ラジオ選局」ボタン（5）を押す：

ボタンを押すごとに周波数の高い方

へ1ステップずつ切り替わります。

ラジオを聞くとき

RESET

(5)(6)

(4)(1)

400648
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●自動的に放送局を探すとき
「ラジオ選局」ボタン（4）または（5）を

0.5秒以上押します。放送局が見つかると受

信を始めます。

「ラジオ選局」ボタン（4）を押す：

周波数の低い方へ放送局を探します。

「ラジオ選局」ボタン（5）を押す：

周波数の高い方へ放送局を探します。

■記憶させた放送局を呼び出す
とき

「選局」ボタン（6）のいずれかを押します。

アドバイス

• AM放送はモノラル受信のみです。
• FMステレオ放送受信中は表示部に“ST”
が点灯します。

アドバイス

バッテリーを交換したときなどは記憶

した内容が消去されます。この場合は再

度記憶させてください。

☆4－22ページ参照
4－21
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AM／FM電子チューナー・カセットデッキ
（4）（5）ラジオ選局ボタン

（1）FM/AM（FM/AM切り替え）ボタン

（6）選択ボタン

■放送局を記憶するとき
①「FM/AM」ボタン（1）を押してバンドを

選択します。

②「ラジオ選局」ボタン（4）または（5）を

操作し、記憶したい放送局を選択します。

③「選択」ボタン（6）のいずれか1つを2

秒以上押します。

表示部に押したボタンの番号（チャンネ

ル番号）が表示されます。

ラジオの放送局を記憶するとき

RESET

(5)(6)

(4)(1)

400648

アドバイス

各バンド（FM、AM）で最大5局まで記憶

できます。
4－22
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（7）イジェクト（カセット排出）ボタン

（8）巻戻しボタン

（9）早送りボタン

■テープを聞くには
●再生
エンジンスイッチがAccまたはONのとき

テープを差し込みます。自動的に電源が

入り、再生が始まります。

カセットデッキが作動するとラジオは

自動的に切れます。

●再生を止めるには
「イジェクト」ボタンを押すと再生が止

まり、テープが押し出されます。

テープが押し出されるとカセットデッ

キの電源は自動的に切れます。ただし、

ラジオの電源が ONのときはラジオに自

動的に替わります。

●再生方向を切り替えるには
「巻戻し」ボタン（8）、「早送り」ボタン

（9）の両方を同時に押します。

押すごとに再生方向が切り替わります。

カセットテープを聞くとき

RESET

(8) (9)(7)

400649
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AM／FM電子チューナー・カセットデッキ
●早送り、巻き戻しをするには
「早送り」ボタン（9）を押すと早送り、

「巻戻し」ボタン（8）を押すと巻き戻し

になります。

早送り、巻き戻しを止めるときは、反対

側を軽く押します。その位置から再生が

始まります。

アドバイス

このラジオには CD/MD プレーヤーが接

続できます。（オプション部品）CD/MD

プレーヤーに CD/MD を挿入すると再生

されます。選曲、その他の操作について

は、CD/MDプレーヤーの取扱説明書をご

覧ください。音量、音質調整はラジオ本

体で行います。
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室
内
装
備
品
の
使
い
か
た

（1）FM/AM（FM/AM切り替え）ボタン

（4）（5）ラジオ選局ボタン

（10）DISP（表示切り替え）ボタン

■時計を合わせるとき
時計表示のとき、「DISP」ボタン（10）を

押しながら「ラジオ選局」ボタン（4）また

は（5）を押して、時刻を合わせます。

時（H）の調整：「DISP」ボタン（10）を押

しながら「ラジオ選局」

ボタン（4）を押します。

分（M）の調整：「DISP」ボタン（10）を押

しながら「ラジオ選局」

ボタン（5）を押します。

●時報に合わせて時刻を調整するとき
時計表示のとき、時報と同時に「DISP」

ボタン（10）を押しながら「FM/AM」ボ

タン（1）を押します。

（例）

11：30～12：29 →12：00

12：30～1：29 →1：00

時計

RESET

(5)

(4)(1)(10)

400650

アドバイス

バッテリーの端子を外したときや

ヒューズ切れのときは、表示が「12：00」

で点滅します。正しい時刻に合わせてく

ださい。
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■時計表示と機能表示を切り替
えるとき

「DISP」ボタン（10）を押すごとに時計表

示優先モードと機能表示モードの切り替え

ができます。

●機能表示モード
各モードの状態のみ表示するモードです。

機能表示モードのとき「DISP」ボタン（10）

を押すと、以降時計表示優先モードになり

ます。

●時計表示優先モード
各操作を行うと、約5秒間その操作に応じた

表示を行い、その後時計表示に戻ります。
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AM／FMマルチ電子チューナー・CDプレーヤー
室
内
装
備
品
の
使
い
か
た

（1）CDボタン

（2）FM/AM（FM/AM切り替え）ボタン

（3）TONE/BAL（音質／音量バランス）ボ

タン

（4）ON/VOL（電源／音量調整）ダイヤル

■電源を入れるとき
エンジンスイッチがAccまたはONのとき、

「ON/VOL」ダイヤル（4）を押すごとに電源

がON・OFFします。

電源、音量・音質の調整

(1) (2) (3)

(4)

400651

アドバイス

次の操作を行っても電源を ONにするこ

とができます。

• CDを挿入したとき
•「CD」ボタン（1）＊、「FM/AM」ボタン
（2）を押したとき

＊「CD」ボタン（1）はCDが挿入され

ているとき
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■音量を調整するとき
「ON/VOL」ダイヤル（4）を回して調整しま

す。

右に回す：音が大きくなります。

左に回す：音が小さくなります。

■音質と前後・左右の音量バラン
スを調整するとき

①「TONE/BAL」ボタン（3）を押して調整

モードを選択します。

ボタンを押すごとに

　BAS（低音） TRE（高音）

　　　　 　　　　　　　　　  

　VOL（音量調整）

　　　　 　　　　　　　　　　

　FAD（前後） BAL（左右）

と、切り替わり、表示部に表示されます。

②「ON/VOL」ダイヤル（4）を回してお好み

に調整します。

＊オプションのリヤスピーカーをつけたと

きの機能です。

モード
（調整レベル表示）

左に回す 右に回す

BAS（低音）
（－7～＋7）

低音減衰 低音強調

TRE（高音）
（－7～＋7）

高音減衰 高音強調

BAL（左右）
（L6～R6）

右側減衰 左側減衰

FAD（前後）＊

（R6～F6）
前側減衰 後側減衰

アドバイス

調整時、5秒間操作を行わないと、通常

表示に戻ります。
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室
内
装
備
品
の
使
い
か
た

（2）FM/AM（FM/AM切り替え）ボタン

（5）（6）  （ラジオ選局）ボタン

（7）ワンタッチ選局ボタン

■FM/AMを受信するとき
「FM/AM」ボタン（2）を押します。

●バンドを切り替えるとき
「FM/AM」ボタン（2）を押し、バンドを

選択します。

ボタンを押すごとに

　FM AM

と、切り替わり、表示部に表示されます。

ラジオを聞くとき

(5)(2) (6)

(7)

400652

アドバイス

表示部は時計の表示を優先するモード

と、現在使用している機能の表示を優先

するモードの切り替えができます。

☆4－37ページ参照
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■選局するとき
「 」ボタン（5）または「 」ボタ

ン（6）を押します。

●周波数に合わせて放送を聞くとき
「 」ボタン（5）を押す：

ボタンを押すごとに周波数の低い方

へ1ステップずつ切り替わります。

「 」ボタン（6）を押す：

ボタンを押すごとに周波数の高い方

へ1ステップずつ切り替わります。

●自動的に放送局を探すとき
「 」ボタン（5）または「 」ボタ

ン（6）を0.5秒以上押します。放送局が見

つかると受信を始めます。

「 」ボタン（5）を押す：

周波数の低い方へ放送局を探します。

「 」ボタン（6）を押す：

周波数の高い方へ放送局を探します。

■記憶させた放送局を呼び出す
とき

ワンタッチ選局ボタン（7）のいずれかを押

します。

アドバイス

• AM放送はモノラル受信のみです。
• FMステレオ放送受信中は表示部に“ST”
が点灯します。

アドバイス

バッテリーを交換したときなどは記憶

した内容が消去されます。この場合は再

度記憶させてください。

☆4－31ページ参照
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室
内
装
備
品
の
使
い
か
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（2）FM/AM（FM/AM切り替え）ボタン

（5）（6）  （ラジオ選局）ボタン

（7）ワンタッチ選局ボタン

■放送局を記憶するとき
①「FM/AM」ボタン（2）を押してバンドを

選択します。

②「 」ボタン（5）または「 」ボ

タン（6）を操作し、記憶したい放送局を

選択します。

③ワンタッチ選局ボタン（7）のいずれか1

つを2秒以上押します。

表示部に押したボタンの番号（チャンネ

ル番号）が表示されます。

ラジオの放送局を記憶するとき

(5)(2) (6)

(7)

400652

アドバイス

各バンド（FM、AM）で最大5局まで記憶

できます。
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■自動的に放送局を記憶するとき
（AUTO STORE）
①「FM/AM」ボタン（2）を押してバンドを

選択します。

②「FM/AM」ボタン（2）を2秒以上押します。

受信可能な放送局が見つかると、チャン

ネル 1から自動的に周波数の低い順に記

憶されます。

アドバイス

受信電波が弱いと自動的に記憶できな

いことがあります。
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室
内
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（1）CDボタン

（4）ON/VOL（電源／音量調整）ダイヤル

（5）（6）  （CD選曲）ボタン

（15）CD挿入口

（8） （CD排出）ボタン

（9）RPT（リピート演奏）ボタン

（10）RDM（ランダム演奏）ボタン

■CDを聞くとき
●CDを挿入する
CDの中心穴と端を挟んで持ち、CDのラ

ベル面を上にしてCD挿入口（15）に差し

込みます。CD を挿入すると、表示部に

“CD”が点灯し、演奏が始まります。

CD演奏中はトラック番号（曲番号）を表

示します。

CDを聞くとき

(1)(15) (5) (6) (8)

(4)(9) (10)

400835

アドバイス

表示部は時計の表示を優先するモード

と、現在使用している機能の表示を優先

するモードの切り替えができます。

☆4－37ページ参照
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●CDが挿入されているとき
「CD」ボタン（1）を押すと演奏が始まり

ます。CD 演奏中はトラック番号（曲番

号）を表示します。

■演奏を停止するとき
「ON/VOL」ダイヤル（4）を押して電源を切

るか、他のモードに切り替えます。

または「 」ボタン（8）を押してCDを排

出します。

■CDを取り出すとき
「 」ボタン（8）を押します。CD が排出

され、前のモードに切り替わります。

■選曲するとき
「 」ボタン（5）または「 」ボタ

ン（6）を押します。

●先の曲にするとき
「 」ボタン（6）を押します。押す

ごとに先の曲の頭出しをします。

●手前の曲にするとき
「 」ボタン（5）を押します。1回押

すと今聞いている曲の先頭に、押すごと

に手前の曲の頭出しをします。

アドバイス

• 8 cmCDは8 cmCD用アダプターを使用
せず、そのまま挿入してください。ア

ダプターを使用すると、ディスクが取

り出せないなど、損傷の原因となりま

す。

•音楽用CD-R、CD-RWに記録された音楽
データを再生できます。ただし、CDの

録音条件、特性、傷、汚れなどにより

再生できない場合があります。

ファイナライズ（通常のCDプレーヤー

で再生できるようにする処理）をされ

ていないCD-R、CD-RWは再生できませ

ん。

• CD-ROMやMP3＊、WMA＊で記録された
CDは再生できません。

• CD・TEXTについては対応しておりませ
ん。

• CDプレーヤーが動作しなくなった場合
は、表示部に“ER- ○”と表示されま

す。表示された場合は、｢ ｣ボタン（8）

を押してCDを取り出してください。CD

に傷や変形がないこと、またCD プレー

ヤーに対応している CD が正しく挿入

されていることを確認してください。

CDが取り出せない場合、もしくはCDを

交換しても表示が消えない場合はスバ

ル販売店で点検を受けてください。

＊音楽データを圧縮して記録する方式

アドバイス

•エンジンスイッチがOFFでもCDの排出
をすることができます。

•排出されたCDを 15秒以上そのままに
しておくと、自動的に引き込まれます。

（エンジンスイッチがAccまたはONの

とき）

この場合、CDの再生モードに切り替わ

らずそのままの状態です。CDを聞くと

きは再度「CD」ボタン（1）を押して

ください。

• CDが未挿入のときでも「 」ボタン（8）

を押すと、CD排出機構が動作し、動作

音が聞こえます。
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■曲の早送り、早戻しをするとき
「 」ボタン（5）または「 」ボタ

ン（6）を押します。

●早送り
「 」ボタン（6）を0.5秒以上押すと

早送りされます。手を放したところから

演奏を始めます。

●早戻し
「 」ボタン（5）を0.5秒以上押すと

早戻しされます。手を放したところから

演奏を始めます。

■同じ曲を繰り返し聞くとき
（リピートプレイ）
①曲の演奏中に「RPT」ボタン（9）を押し

ます。

②表示部に“RPT”が点灯し、演奏中の曲

を繰り返し演奏します。

③解除するには再度「RPT」ボタン（9）を

押します。表示部の“RPT”が消灯し、通

常の演奏に戻ります。

また、次の操作をしても自動的に解除さ

れます。

• CDを排出する
•ランダムプレイ機能にする
•曲の選曲をする
•エンジンスイッチをOFFにする
•電源をOFFにする
•他のモードにする
•曲の早送り、早戻しをする

■曲を自動的に選ばせて聞くとき
（ランダムプレイ）
①曲の演奏中に「RDM」ボタン（10）を押

します。

②表示部に“RDM”が点灯します。

③曲を自動的に選び演奏します。

④解除するには再度「RDM」ボタン（10）

を押します。表示部の“RDM”が消灯し、

通常の演奏に戻ります。

また、次の操作をしても自動的に解除さ

れます。

• CDを排出する
•リピートプレイ機能にする
•曲の選曲をする
•エンジンスイッチをOFFにする
•電源をOFFにする
•他のモードにする
•曲の早送り、早戻しをする
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（11）DISP（表示切り替え）ボタン

（12）（13） 時計調整ボタン

（14）RESETボタン

■時計を合わせるとき
時計表示のとき、「DISP」ボタン（11）を押

しながら「時計調整」ボタン（12）または

（13）を押して、時刻を合わせます。

時（H）の調整：「DISP」ボタン（11）を押

しながら「時計調整」ボ

タン（12）を押します。

分（M）の調整：「DISP」ボタン（11）を押

しながら「時計調整」ボ

タン（13）を押します。

●時報に合わせて時刻を調整するとき
時計表示のとき、時報と同時に「DISP」

ボタン（11）を押しながら「RESET」ボ

タン（14）を押します。

（例）

11：30～12：29 →12：00

12：30～1：29 →1：00

時計

(11)

(12) (13) (14)

400654

アドバイス

バッテリーの端子を外したときや

ヒューズ切れのときは、表示が「12：00」

で点滅します。正しい時刻に合わせてく

ださい。
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■時計表示と機能表示を切り替
えるとき

「DISP」ボタン（11）を押すごとに時計表

示優先モードと機能表示モードの切り替え

ができます。

●機能表示モード
各モードの状態のみ表示するモードで

す。機能表示モードのとき「DISP」ボタ

ン（11）を押すと、以降時計表示優先

モードになります。

●時計表示優先モード
各操作を行うと、約5秒間その操作に応

じた表示を行い、その後時計表示に戻り

ます。
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室内装備
エンジンスイッチがAccまたはONのときシ

ガーライターを押し込みます。

手を放し、自動的に戻るまで待ちます。

シガーライター

400408

注意

シガーライターとして使用するときは

下記事項をお守りください。

•シガーライターの金属部分に触れな
いでください。やけどをすることがあ

ります。

•押さえつけたままにしないでくださ
い。シガーライターが過熱して危険で

す。

• 30秒以上たっても戻らないときは手で
引き出してください。

•他車のシガーライターを使用しない
でください。戻らなくなることがあり

ます。

電源ソケットとして電源を取るときは

下記事項をお守りください。また、自動

車用電気製品は、スバル純正品の使用を

お奨めします。

•自動車用電気製品は12 V 120 W以下の
ものをご使用ください。

•タコ足配線はしないでください。発火
することがあります。

•銀紙、硬貨などの異物を入れないでく
ださい。

•電源ソケットにプラグが合わない（ガ
タがあったり、きつくて入らない）場

合は、接触不良や抜けなくなる原因と

なります。ソケットに合ったプラグを

ご使用ください。

•エンジン停止状態またはアイドリン
グ状態のまま電気製品を長時間使用

すると、バッテリー上がりを起こすこ

とがありますのでご注意ください。

また、走行中の使用でも不要になった

ら切るように心がけてください。
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■前席用灰皿
使うときは手前に引き出します。

外すときは遮熱板を下に押して引き出しま

す。

小物や書類を入れるのに使います。

取っ手を引いて開けます。

灰皿

注意

灰皿を使用するときは下記事項をお守

りください。

•マッチ、タバコは完全に火を消してか
ら入れ、確実に閉めてください。開け

たままにするとタバコの火が他の吸ガ

ラに燃え広がり、周囲をこがすことが

あり、さらに火災になることがありま

す。

•紙くずなど燃えやすいものを入れな
いでください。

•吸ガラをため過ぎないでください。

400409

グローブボックス

注意

走行中はグローブボックスを必ず閉め

てください。万一の場合、開いたフタに

体が当たるなどして思わぬけがをする

ことがあります。

アドバイス

車から離れるときには盗難防止のため

にも貴重品は持参してください。

400410
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■カップホルダー

＜前席用前側MT車＞

＜前席用前側AT車＞

＜前席後ろ側＞

後ろ側のカップホルダー内の仕切板を外す

と、物入れとして使えます。

センターコンソールボックス

警告

飲み物の出し入れは信号待ちなどの停

車中にしてください。走行中の使用は思

わぬ事故につながるおそれがあります。

注意

•ドアの開閉や走行中の振動、車の動き
などで飲み物がこぼれることがあり

ます。熱い飲み物などはやけどのおそ

れがありますのでご注意ください。

•カップホルダーとアームレストを併
用する時は飲み物をこぼさないよう

に注意してください。

熱い飲み物がこぼれると、やけどをす

るおそれがあります。

400411

400643

400412

400413
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＜後席用＞

■センターアンダーポケット
チェンジレバーの前側にあります。

フタを押すと開きます。

伝票、カバンなどをしまうのに使用します。

最大収納重量は左右ポケット部、中央部そ

れぞれ500 gまでです。

＜ワゴン車＞

＜ワゴン車以外＞

注意

シートを折りたたむ時は必ずカップホ

ルダーから飲み物を取り除いてから

行ってください。

熱い飲み物がこぼれると、やけどをする

おそれがあります。

注意

使わないときは閉じてください。

400672

400414

オーバーヘッドシェルフ

400644

400415
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センターコンソールボックス後部にあり、

ペットボトル、水筒、ティッシュボックス

などを入れておくのに便利です。

注意

•急発進時収納物が滑り落ちないよう、
下記事項をお守りください。

･ オーバーヘッドシェルフ内に堅い

物や鋭利な物を入れないでくださ

い。

･ オーバーヘッドシェルフ内に本や雑

誌等を重ねて収納しないでくださ

い。

•炎天下での駐車は大変高温になりま
すのでライター・スプレー缶を収納し

ないでください。

•物をしまう場合は、完全にオーバー
ヘッドシェルフ内に入れてください。

物がはみ出していると走行中落下し、

けがをすることがあります。

400645

リヤトレー

400416
4－42
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小物、手回り品などを入れておくのに便利

です。

（吹き出し口右横の小物入れはマニュアル

車のみになります。）

助手席シートの床下にあります。

工具、タイヤチェーン、ウエスなどを入れ

ておくのに便利です。

また、車載工具の収納ホルダーは工具のワ

ンタッチ脱着ができます。

☆2－36ページ参照

小物入れ

400658

400418

パーソナルボックス

注意

パーソナルボックスの中は高温になり

ますので、スプレー缶、ガスライターな

どは入れないでください。

400419
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横に回すときはフックから外して使用しま

す。

運転席側にはチケットホルダーがついてい

ます。

■カーゴフック
荷室に 4か所取り付けてあります。カーゴ

ルームネットなどを引っかけるときに使用

します。

■買い物フック
トノカバーのホルダー部の左右 2か所に取

り付けてあります。

サンバイザー

400420

フック

400421

400422
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（トラック、パネルバン）
助手席背当て下側に格納することができま

す。

①シートクッションを起こします。

②ジャッキを外します。

③三角表示板を格納します。

☆2－36、6－5ページ参照

アドバイス

カーゴフックを使うとき
このフックはカーゴルームネットなど

の固定、引っかけの用途だけに使用して

ください。

買い物フックを使うとき
買い物袋など軽量物の引っかけの用途

だけに限定してください。

許容引っ張り荷重：20 kg

許容荷重：3 kg

三角表示板の格納

アドバイス

三角表示板の大きさによっては格納で

きないタイプもあります。

400428
4－45
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カーゴルーム右側にあります。

エンジンスイッチがAccまたはONのときに

12 V直流電源が取り出せます。自動車用電

気製品の電源ソケットとしてご使用くださ

い。

カーゴソケット

400429

注意

電源ソケットから電源を取るときは、ス

バル純正品の使用をお奨めします。自動

車用電気製品は12 V 120 W以下のものを

ご使用ください。また、ご使用の際、下

記項目をお守りください。

•タコ足配線はしないでください。発火
することがあります。

•銀紙、硬貨などの異物は入れないでく
ださい。

•電源ソケットにプラグが合わない（ガ
タがあったり、きつくて入らない）場

合は、接触不良や抜けなくなる原因と

なります。ソケットに合ったプラグを

ご使用ください。

•エンジン停止状態またはアイドリン
グ状態のまま電気製品を長時間使用

するとバッテリー上がりを起こすこ

とがありますのでご注意ください。ま

た、走行中の使用時も不要になったら

切るように心がけてください。

•ご使用にならないときは必ずカバー
を閉じておいてください。ゴミなどが

入り、故障の原因になります。
4－46
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■トラック、パネルバン
●TB、VB：
運転席ドアの開閉と連動
ON ：常に点灯

OFF ：消灯

DOOR ：運転席ドアを開けたとき点灯

●TB、VB以外および電波式リモコン
ドアロック付車 ：
運転席、助手席ドアの開閉と連動
ON ：常に点灯

OFF ：消灯

DOOR ：運転席か助手席ドアを開けた

とき点灯

■バン、ワゴン
●VB：
運転席ドアの開閉と連動
ON ：常に点灯

OFF ：消灯

DOOR ：運転席ドアを開けたとき点灯

●VB以外：
運転席、助手席ドアの開閉と連動
ON ：常に点灯

OFF ：消灯

DOOR ：運転席か助手席ドアを開けた

とき点灯

ルームランプ

アドバイス

車から離れるときは、消灯していること

を確認してください。

点灯しているとバッテリー上がりの原

因になります。

400430

400431

400646
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●ワゴンおよび電波式リモコンドア
ロック付車 ：
すべてのドアおよびリヤゲートの
開閉と連動
ON ：常に点灯

OFF ：消灯

DOOR ：いずれかのドアまたはリヤ

ゲートを開けたとき点灯

■オフディレイ機能
（電波式リモコンドアロック付
車の機能）

DOOR 位置にしているとき、いずれかのド

アまたはリヤゲートを開けて閉めたときに

一旦減光し、徐々に消灯していきます。（オ

フディレイ機能）

この機能は、スバル販売店にて消灯する時

間を設定できます。詳しくはスバル販売店

にご相談ください。 ■バン、ワゴン
●VB：ON、OFFのみ
ON ：常に点灯

OFF ：消灯

●VB以外および電波式リモコンドア
ロック付車 ：
左右スライドドアおよびリヤゲー
トの開閉と連動
ON ：常に点灯

OFF ：消灯

DOOR ：左右スライドドアまたはリヤ

ゲートを開けたときに点灯

荷室ランプ

アドバイス

車から離れるときは消灯を確認してく

ださい。点灯しているとバッテリー上が

りの原因になります。

400432
4－48
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･寒冷地での使いかた
・冬の前の準備、点検 ･･･････････････････････････････････････････････････ 5－ 2
・走行する前に ･････････････････････････････････････････････････････････ 5－ 4
・走行するときは ･･･････････････････････････････････････････････････････ 5－ 5
・駐車するときは ･･･････････････････････････････････････････････････････ 5－ 6
・洗車するときは ･･･････････････････････････････････････････････････････ 5－ 7
・タイヤチェーンの装着 ･････････････････････････････････････････････････ 5－ 8
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寒冷地での使いかた
■冬用タイヤ、タイヤチェーンを
装着してください

雪道や凍結路では、冬用タイヤ（スタッド

レスタイヤ）またはタイヤチェーンを装着

して走行してください。

雪道や凍結路の走行が事前に予測される場

合には、あらかじめ冬用タイヤを装着して

おいてください。

■エンジンオイル
下図を参考に、外気温度に応じたエンジン

オイルをご使用ください。

■冷却水の濃度点検
冷却水の凍結を防ぐため、スバル純正クー

ラント（希釈タイプあるいは濃縮タイプ）

をお使いください。

•希釈タイプは、そのままお使いください。
•濃縮タイプは、濃度を50％の希釈割合（濃
度）にしてお使いください。希釈に使用

する水は、軟水または水道水をご使用く

ださい。

冬の前の準備、点検

アドバイス

•装着についての条例は地区によって異
なることがあります。走行する地区の

条例にしたがってください。

•冬用タイヤ装着のときは、下記事項を
お守りください。

･ 4輪とも必ず、指定サイズ、同一サイ

ズ、同一メーカー、同一銘柄および

同一トレッドパターン（溝模様）の

タイヤを装着してください。

･ 著しく摩耗したタイヤは使用しない

でください。

･ 摩耗差の著しいタイヤを混ぜて使用

しないでください。

･ タイヤの空気圧を指定空気圧に保っ

てください。

･ タイヤサイズに合ったタイヤチェー

ンを準備してください。

☆5－8ページ参照

•タイヤチェーンを取り付けるときに着
用する手袋なども準備しておくことを

お奨めします。

アドバイス

エンジンオイルはスバル純正エンジン

オイル0W-20（SM級）の使用をお奨めし

ます。

☆9－3ページ参照

10W-30, 10W-50

5W-30

0W-20

-30 -20 -10 0 10 20 30 40

500251
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■ウォッシャー液の濃度点検
ウォッシャー液の凍結を防ぐため、ウォッ

シャー液容器に記載してある凍結温度を参

考に、外気温度に応じた希釈割合（濃度）

にしてください。

■バッテリー
気温が下がるとバッテリーの性能が低下し、

エンジン始動に支障をきたすことがありま

す。必要に応じてバッテリー液の点検や補充

をしてください。

メンテナンスノートをご覧ください。

■燃料タンクの水分除去
燃料タンク内の水分を除去するときは、ス

バル純正水分除去剤をお奨めします。

■寒冷地用ワイパーブレードの
装着

•寒冷地用ワイパーブレードは、ブレード
の金属部分への雪の付着を防ぎ、降雪期

の視界確保ができます。

•寒冷地用ワイパーブレードは、お車のサ
イズに合ったスバル純正部品をご使用く

ださい。

•ワイパーブレードの寸法は下記のとおり
です。

フロント

　運転席側：425 mm

　助手席側：425 mm

リヤ　　　：400 mm

注意

•外気温度と希釈割合を合わせてくだ
さい。希釈割合が適切でないとウイン

ドゥに噴射した液が凍結し、視界不良

になるおそれがあります。また、タン

ク内で凍結することがあります。

•ウォッシャー液注入時、ゴミ、異物等
が入らないように注意してください。

ポンプにつまるなどの作動不良を起

こすおそれがあります。

アドバイス

ウォッシャー液補充後は、ウォッシャー

タンクからウォッシャーノズル間に

残っている補充前の（濃度の低い）

ウォッシャー液を除去するため噴射し

てください。濃度の低いウォッシャー液

が残ったままだとノズルが凍結し、

ウォッシャー液が出なくなる場合があ

ります。

注意

高速走行時には、通常のワイパーブレー

ドより拭き取りにくくなることがあり

ます。その場合には、速度を落として走

行してください。

アドバイス

寒冷地用ワイパーブレードを必要とし

ない時期は、通常のワイパーブレードに

交換してください。
5－3
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■足廻りの点検
車の下をのぞいて足廻り（ブレーキ廻り、

ブレーキホース）に雪や氷のかたまりが付

着していないか点検してください。

雪道を走行したり、吹雪の中に駐車したと

きは足廻りに雪や氷が凍結し、ハンドルの

切れが悪くなることがあります。

付着している雪や氷を取り除いてくださ

い。

■屋根の雪の除去
走行する前に屋根に積もった雪を取り除い

てください。走行中にガラス面に落下する

と、視界の妨げとなり危険です。

■フロントガラス下側の雪の除去
雪がたまっているとワイパーブレードが定

位置まで戻れず、作動し続けることがあり

ます。作動し続けるとワイパーが損傷する

場合がありますので、雪を除去してワイ

パーを使用してください。

■ガラス面の雪や霜の除去
プラスチックの板などを使用し、雪や霜を

取り除いてください。

■ドアを開けるときには
ドアが凍結しているときに無理に開ける

と、ドア廻りのゴムがはがれたり、亀裂が

発生することがあります。ぬるま湯をかけ

て氷を溶かしてから開けてください。その

後、すぐに水分を充分拭き取ってください。

■乗るときには
靴についた雪や氷をよく落としてくださ

い。

ペダルを操作するときに滑ったり、室内の

湿気が多くなってガラスが曇ることがあり

ます。

■暖機運転中
アクセルペダル、ブレーキペダルなどの操

作が円滑にできるかを確認してください。

走行する前に

注意

雪や氷を取り除く場合は鋭利なものや

硬いもので叩いたりして車を傷つけな

いでください。

ABS装着車は各タイヤの内側にはABSの

車速センサーを取り付けてあります。こ

れらに傷をつけないようにとくに気を

つけてください。

アドバイス

金属製の板を使用するとガラスに傷が

つくおそれがあります。

アドバイス

ドアのキー穴にはぬるま湯をかけない

でください。凍結することがあります。
5－4
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■ワイパーなどの凍結
ワイパー、パワーウインドゥなどが凍りつ

いて動かない場合は無理に動かそうとして

スイッチを押し続けたりすると、装置を傷

めたり、バッテリー上がりを起こすおそれ

があります。

無理にワイパーを作動させるとワイパーブ

レードのゴムが切れることがあります。

ワイパーブレードがガラスに凍りついたと

きは、ぬるま湯をかけるか、以下の操作を

行いガラスを暖めてください。

•フロントガラスは、フロントヒーターま
たはエアコンの吹き出し口を （デフ

ロスター）にしてください。

•リヤガラスは、リヤウインドゥデフォッ
ガーを使用してください。

☆3－10、4－4ページ参照

■控えめな運転を心がけてくだ
さい

冬用タイヤ（スタッドレスタイヤ）を装着

していても、急発進、急加速、急ブレーキ、

急ハンドルは避けてください。

エンジンブレーキを使って速度をコント

ロールするように心がけてください。なお、

滑りやすい路面ではシフトダウンによる急

激なエンジンブレーキを避けてください。

タイヤがスリップするおそれがあります。

■ブレーキの効きを点検してく
ださい

ブレーキに雪や氷が付着して効きが悪くな

ることがあります。

走行を開始するとき、車や道路の状況に注意

してブレーキの効きを確認してください。

効きが悪い場合には、回復するまでブレー

キを軽く踏み続けてください。

ブレーキの効きが回復しないときはブレー

キの異常が考えられますので、直ちにスバル

販売店で点検を受けてください。

走行するときは

アドバイス

雪道や凍結路など滑りやすい道では、発進

時2速ギヤの使用をお奨めします。（マニュ

アル車）

☆3－31ページ参照
5－5
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寒冷地での使いかた
■ハンドルの切れを点検してく
ださい

走行中、足廻りに雪が付着するとハンドル

の切れが悪くなることがあります。ときど

き車を止め、足廻りを確認し、取り除いて

ください。

■ヘッドランプを点検してくだ
さい

ヘッドランプが汚れていると正常に照らせ

ませんので、汚れを拭き取ってください。

■ブレーキの凍結に気をつけて
ください

駐車ブレーキをかけておくと、駐車ブレー

キが凍結することがあります。

次の要領で駐車してください。

•マニュアル車はチェンジレバーを以下の
位置に入れます。

下り坂；“R”

登り坂；“1”

•オートマチック車はセレクトレバーを
に入れます。

•輪止めをします。

■屋外に駐車するときは、ワイ
パーアームを立てておいてく
ださい

ワイパーブレードがガラスに凍りつくこと

を防ぎます。

駐車するときは

P

5－6
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寒冷地での使いかた
寒
冷
地
で
の
使
い
か
た

■凍結防止剤を散布した道路を
走ったとき

早めに洗車してください。洗車するときは

下廻りと足廻りも充分に洗ってください。

放置すると錆の原因となります。

■洗車の注意
☆7－3ページ参照

■洗車後の注意
洗車後、ボディ廻りの水分をよく拭き取っ

てください。とくにドア廻りは凍結しやす

いところです。

また、ブレーキも凍結することがあります

ので、後続車や道路の状況に注意して効き

を確認してください。

☆7－3ページ参照

洗車するときは
5－7
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寒冷地での使いかた
•タイヤチェーンは添付されている取扱説明書にしたがって、正しく取り付けてください。
•タイヤチェーンは予測できない降雪や雪道に遭遇した場合などの非常時のみ、後輪に取り
付けてください。

4WD車の場合も、タイヤチェーンは後輪に取り付けてください。前輪には装着しないでくださ

い。

•タイヤチェーンを装着しても路面の状況によってはスリップしたり、登坂能力が低下する
場合があります。

•アルミホイール、フルホイールキャップ装着車にタイヤチェーンを取り付けると、アルミ
ホイール、フルホイールキャップに傷がつく場合があります。

■タイヤサイズに合ったものを使用してください
タイヤチェーンは「スバル純正チェーン」を使用してください。市販のJISチェーンは、一般

用のため、長過ぎて余ったチェーンが車体に当たる場合があります。このような場合は余っ

たチェーンを切るか、針金などで固定してください。

市販のゴムネットチェーンの中には装着できないものもあります。

詳しくは、スバル販売店にご相談ください。

タイヤチェーンの装着

注意

•タイヤチェーンを取り付けると前後のバランスが変わるため、前輪が比較的滑りやすく
なります。急発進、急ブレーキ、急ハンドルなどを避けて、路面の状況に合った安全な

速度（30 km/h以下）で慎重に運転してください。

•乾いた路面を走行するとチェーンの寿命を短くします。できるだけ避けてください。
•タイヤチェーンを装着したらタイヤの内側の部分がブレーキ配管、サスペンション、車
体などに触れていないか必ず確認してください。

•タイヤチェーン装着後はゆっくりと走行し（100 ｍ程度）、異音やタイヤチェーンのたる
みなどを確かめてください。

タイヤサイズ
スバル純正チェーン 市販JIS

チェーンスチールチェーン サイルチェーン

145Ｒ12 B3155TA011 B3176KC002 45170

165／70Ｒ13 B3115GA001 B3176GA019 45180
5－8
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寒冷地での使いかた
寒
冷
地
で
の
使
い
か
た

■標準的なタイヤチェーン（スチー
ルチェーン）の取り付けかた

タイヤチェーンは後輪に取り付けます。

前輪には取り付けないでください。

①交通のじゃまにならず、安全に作業でき

る平らな場所に車を止め、駐車ブレーキ

を引きます。

②クロスチェーンのつなぎ部が外側になる

ようにチェーンをタイヤの前か後ろに敷

きます。逆にするとタイヤを傷めます。

③先端のフックから30 cm位になるまで車を

移動させます。

④チェーンをタイヤに巻き付けていっぱい

に引き、内側フック、外側フックの順に

連結します。

内側と外側の余りが同数になるように連

結します。

アドバイス

タイヤチェーンを取り付けるときは、手

袋などを着用してください。

500110

500111

500112
5－9
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寒冷地での使いかた
⑤余ったチェーンを針金で固定し、車体に

当たるのを防止します。

⑥チェーンバンドのクリップを外向きに

し、円周をほぼ等分するようにチェーン

を張ります。

⑦少し走り、取り付け状態（ゆるみ、当た

り）を確認します。

●外しかた
チェーンバンドを外し、針金を取って内

側フックを外すとチェーンは外側に外

れます。

車を少し動かしてチェーンを取り出し

ます。

■その他の取り付けかた
ジャッキアップして取り付ける方法があり

ます。慣れないかたにお奨めします。作業

がやりやすく、確実に取り付けられます。

■使用後の手入れ
使用後は水洗いして乾燥させ、防錆剤を塗

り保管します。

クロスチェーンが線径の 1/3 まで摩耗する

と寿命です。早めに新品のタイヤチェーン

を準備してください。

500113

500114
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6 万　一　の　と　き
6

･工具、スペアタイヤ、ジャッキ・ジャッキハンドル
・工具 ･････････････････････････････････････････････････････････････････ 6－ 2
・スペアタイヤ ･････････････････････････････････････････････････････････ 6－ 2
・ジャッキ・ジャッキハンドル ･･･････････････････････････････････････････ 6－ 5

･タイヤ交換
・タイヤ交換手順 ･･･････････････････････････････････････････････････････ 6－ 7

･発炎筒について ･････････････････････････････ 6 －11

･故障したとき
・踏み切りで動けなくなったとき ･････････････････････････････････････････ 6－ 13
・自動車専用道路で動けなくなったとき ･･･････････････････････････････････ 6－ 13
・路上で動けなくなったとき ･････････････････････････････････････････････ 6－ 14
・故障時の対応方法と連絡先 ･････････････････････････････････････････････ 6－ 14

･けん引のとき
・けん引してもらうとき ･････････････････････････････････････････････････ 6－ 15
・他車をけん引するとき ･････････････････････････････････････････････････ 6－ 18

･オーバーヒートしたとき ･････････････････････ 6 －19

･バッテリーが上がったとき ･･･････････････････ 6 －21

･ヒューズの点検・交換 ･･･････････････････････ 6 －23

･事故が起きたとき ･･･････････････････････････ 6 －26
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工具、スペアタイヤ、ジャッキ・ジャッキハンドル

工具、スペアタイヤ、ジャッキ・ジャッキハンドル
工具は定めた場所に置いておくと、万一の

ときすぐに取り出せます。その他、ご自分

で必要と思われる工具もそろえておくと点

検やお手入れのときに役立ちます。

①ツールバッグ

②スパナ（10×12）

③ドライバー（プラス、マイナス兼用）

④ホイールナットレンチ

■ワゴン、バン
車体右下の床下にあります。

●取り外し

①袋ナットをホイールナットレンチで

ゆるめてからホルダーを持ち上げ、

フックを溝から外します。

②ホルダーを下に降ろします。

③スペアタイヤを取り出します。

工 具

600239

スペアタイヤ

600241

600242
6－2
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工具、スペアタイヤ、ジャッキ・ジャッキハンドル
万
一
の
と
き

●取り付け

①タイヤバルブ側を上に向けてホル

ダーに入れます。

②ホルダーを持ち上げてフックを溝の

奥まで入れ、袋ナットをホイールナッ

トレンチで締め付けます。

■トラック、パネルバン
右側のフレームと荷台床下の間にありま

す。

●取り外し

①ナットをスパナでゆるめてからスペ

アタイヤを手で支え、フックをバンド

の溝から外します。

②バンドを外し、スペアタイヤを取り出

します。

注意

スペアタイヤを脱着したとき、万一、ゆ

るみなどで取り付けが不完全な状態に

なっていると、走行中脱落して思わぬ事

故となり、危険です。

取り付け後は、取り付け状態を充分に確

認してください。

600243

600244

アドバイス

取付部の変形などを確認し、異常がなけ

れば調整ナットを回して上にあげ、さら

に袋ナットを締め付けます。

最後に調整ナットを締め付けます。

600245

600246
6－3
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工具、スペアタイヤ、ジャッキ・ジャッキハンドル
●取り付け

①タイヤバルブ側を上に向け、ホルダー

に確実に入れます。

②タイヤを手で支えながらフックをバ

ンドの溝の奥まで入れ、スパナでナッ

トを締め付けます。

注意

スペアタイヤを脱着したとき、万一、ゆ

るみなどで取り付けが不完全な状態に

なっていると、走行中脱落して思わぬ事

故となり、危険です。

取り付け後は、取り付け状態を充分に確

認してください。

600247

600248

アドバイス

取付部の変形などを確認し、異常がなけ

れば調整ナットを回して上にあげ、さら

にナットを締め付けます。

最後に調整ナットを締め付けます。
6－4
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工具、スペアタイヤ、ジャッキ・ジャッキハンドル
万
一
の
と
き

■ワゴン、バン
ジャッキとジャッキハンドルはリヤシート

下のデッキ裏側に取り付けられています。

ジャッキを取り出すときは、スライドドアを

開け、ジャッキを縮めて（左回し）取り出し

ます。

■トラック、パネルバン
ジャッキ、ジャッキハンドルともに助手席

シートクッションの下に取り付けられてい

ます。

取り出すときは、助手席シートクッション

を起こし、ジャッキを縮めて（左回し）取

り出します。

ジャッキハンドルはホルダーから外しま

す。

■バン2シーター
ジャッキはデッキ下のフロアの左側に取り

付けてあります。

ジャッキハンドルはデッキ裏側にありま

す。

ジャッキ・ジャッキハンドル

600249

600250

アドバイス

•ジャッキを取り付けるとき、ドライバー
などで無理に広げないでください。

•ときどきジャッキを点検してくださ
い。ネジ部のグリースが切れていたら、

うすく塗ってください。

600251
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タイヤ交換

タイヤ交換
警告

•エンジンをかけたままのジャッキ
アップや、ジャッキアップしてからの

エンジン始動などをしないでくださ

い。車が発進する場合やジャッキが外

れるなど重大な傷害につながるおそ

れがあります。

•ジャッキアップしたら車両の下に絶
対に入らないでください。ジャッキが

外れると重大な傷害につながるおそ

れがあります。

•ジャッキアップしたら車の中に入った
り、車体に振動を与えないでください。

ジャッキが外れることがあり危険で

す。

注意

•平坦で硬いところに駐車して、作業し
てください。

•ジャッキは必ず車載されたものを使
い、他車のジャッキは使わないでくだ

さい。車載のジャッキ以外のものを使

用した場合、ジャッキが外れたり、車

体を変形させるおそれがあります。

また、車載されたジャッキは他車には

使用しないでください。

•ジャッキはタイヤ交換またはタイヤ
チェーンの脱着以外には使わないで

ください。

•ジャッキ使用前に駐車ブレーキを引
き、オートマチック車はセレクトレ

バーを にマニュアル車はシフトレ

バーを“Ｒ”にしてください。

P

•輪止めなどで車を固定してください。
•ジャッキの上下に台やブロックなど
を入れないでください。

•人や重い荷物は必ず車から降ろして
ください。

アドバイス

•タイヤを取り付けた後、1,000 km 程度
走行したら、もう一度規定の力で締め

直してください。

☆6－9ページ参照

•車体に振動が出たらスバル販売店で点
検整備を受けてください。パンク修理、

タイヤの摩耗、リムの変形などが原因

でホイールバランスが狂うことがあり

ます。

•ガレージジャッキなどを使用して
ジャッキアップする場合、スバル販売

店にご相談ください。
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タイヤ交換
万
一
の
と
き

■交換前にすること
①交通の妨げにならず、安全に作業ができ

る場所に車を止め、エンジンを止めます。

②駐車ブレーキレバーを引きます。

マニュアル車はシフトレバーを“R”ま

たは“1”に、オートマチック車はセレク

トレバーを に入れます。

③非常点滅灯を点滅させ、人や荷物を降ろ

し、停止表示板（停止表示灯）を使用し

ます。

④車が動き出さないように、交換するタイ

ヤと対角線上にあるタイヤの前後に輪止

めをします。

（図は運転席側後輪タイヤを交換する場

合を示しています。）

⑤ジャッキ、ジャッキハンドル、スペアタ

イヤ、工具を取り出します。

☆6－2ページ参照

⑥スペアタイヤを、交換するタイヤ近くの

車体下に置きます。

⑦フルホイールキャップ装着車はホイール

キャップを外します。ホイールキャップ

外周にドライバーを差し込み、タイヤ側

にこじって外します。

タイヤ交換手順

注意

安全な場所を選んでください
地面が平坦で硬く、車が安定する場所を

選んで止めてください。

アドバイス

輪止めは車載されていませんので必要

に応じて準備しておいてください。

P

600252

600253
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00-.book  8 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
タイヤ交換
■ジャッキアップするとき
①交換するタイヤに近いジャッキアップポ

イントの下にジャッキを置き、ジャッキ

頭部が車体のジャッキアップポイントに

はまるまでジャッキを手で回します。

②ホイールナットレンチを使い、ホイール

ナット全てを約半回転ゆるめます。

③ジャッキにジャッキハンドルを取り付け

ます。ジャッキハンドルを回し、タイヤ

が地面から少し離れるまで車体を上げま

す。

注意

ジャッキが確実に車体のジャッキアッ

プポイントにかかっていることを確認

してください。

ジャッキアップポイント以外にジャッ

キがかかっていると車体を傷つけたり、

ジャッキが倒れてけがをするおそれが

あります。

600254

600255

注意

車体を上げ過ぎないでください。必要以

上に車体を高く上げると不安定になり、

ジャッキが外れて思わぬけがをするこ

とがあります。
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00-.book  9 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
タイヤ交換
万
一
の
と
き

■タイヤ交換
①ホイールナットを外します。

②タイヤを付け替えます。

このとき、ホイール取付部とホイールの接

触面の汚れを拭き取ってください。

③ホイールナットを手で回して取り付けま

す。その後ホイールがガタつかない程度

までホイールナットをホイールナットレ

ンチで仮締めします。

④ジャッキハンドルを回し、車両を下げま

す。

⑤ホイールナットレンチを使用して、図の

順番に2、3回にわけてホイールナットを

締め付けます。

600052

600027

600162

アドバイス

タイヤを地面に置くときは、ホイール表

面を上にして置いてください。

下にして置くと、ホイールに傷がつくお

それがあります。

レンチの柄の先端

にかける力

締付トルク

（参　考）

400～500 N

(40～50 kg)

80～100 N･m

(8～10 kg･m)

3

4

2

1

600053
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00-.book  10 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
タイヤ交換
⑥フルホイールキャップのバルブ穴とタイ

ヤのバルブを合わせ、ホイールキャップ

外周を叩いて、取り付けます。（フルホ

イールキャップ付き車）

⑦センターキャップは、パンクしたタイヤ

の裏側から叩いて外すか、ドライバーで

こじって外し、手で叩いてはめます。

（センターキャップ付き車）

■パンクしたタイヤの格納
スペアタイヤが格納されていた場所に格納

します。

■タイヤ交換後
•ジャッキ、ジャッキハンドル、ホイール
ナットレンチを元の場所へ戻します。

☆6－2ページ参照

•最初はゆっくり走り、異音や振動がない
か確かめます。

注意

•ホイールナットを締め付けるとき、ホ
イールナットレンチを足で踏んだり、

パイプなどを使って必要以上に締め

過ぎないでください。

•ナット、ホイール座面、ネジ部にオイ
ルやグリースなどがついていないよ

うにしてください。油がついている

と、締め過ぎの原因になります。
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00-.book  11 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
発炎筒について

発炎筒について
万
一
の
と
き

グローブボックス左下に備えつけてありま

す。

使用方法は発炎筒の外筒に書いてあります

ので、あらかじめ確認しておいてください。

■発炎筒の使いかた
①ケースをひねり、ケースを取り外します。

②ケースを本体の後部に取り付け、白い

キャップを取り外します。

③本体の先端に、キャップ頭部のすり薬で

こすると着火します。
600240

600029

600030

600031
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00-.book  12 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
発炎筒について
警告

•発炎筒をお子さまにはさわらせない
でください。いたずらなどにより発火

し、やけどや火災につながるおそれが

あります。

•燃料など可燃物のそばで使わないで
ください。引火することがあります。

•筒先を顔や体に向けたり、人に近づけ
たりしないでください。やけどをする

ことがあります。

•トンネルの中で使わないでください。
煙が視界を悪くするので危険です。ト

ンネルの中では非常点滅灯を使用し

てください。

☆3－11ページ参照

アドバイス

発炎筒はすぐに使えるようにして

おいてください
発炎筒には有効期限が明示されていま

す。有効期限が切れる前にスバル販売店

でお求めください。
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00-.book  13 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
故障したとき

故障したとき
万
一
の
と
き

脱輪などで脱出できないとき、非常ボタン

がある踏み切りでは、非常ボタンを押して

ください。

非常ボタンがない、位置がわからない、緊

急を要するときは、発炎筒を使い合図をし

てください。

①車を路肩など安全な場所に止め、非常点滅

表示灯を点滅させ、車の後方に停止表示板

または停止表示灯を置いてください。

②全員車から降り、ガードレールの外など

安全な場所に、すみやかに避難してくだ

さい。

③安全を確保後、救援を頼みます。

踏み切りで動けなくなったとき

アドバイス

マニュアル車、オートマチック車ともエ

ンジンスイッチをスタート位置で保持

して（スターターをまわしている状態）、

一時緊急的に車を動かすことはできま

せん。

•オートマチック車はセレクトレバーが
および 以外ではスターターが回

りません。

•マニュアル車はクラッチペダルを踏ま
ないとスターターが回りません。

600236

P N

自動車専用道路で動けなくなったとき

アドバイス

•停止表示板（停止表示灯）の設置は法
律で義務づけられています。

•停止表示板（停止表示灯）は車載され
ていませんので、必要に応じて準備し

てください。

600237

600238
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00-.book  14 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
故障したとき
①あわてず、もう一度エンジンをかけてみ

てください。

☆3－29ページ参照

②エンジンがかからないときは、同乗者や

付近の人に押してもらって安全な場所に

移動してください。そのときチェンジレ

バー、セレクトレバーは にします。

①車を安全な場所に移動する等、可能な範

囲で安全を確保してください。

②最寄りのスバル販売店、スバル指定サービ

ス工場に連絡し、ご相談ください。

③スバル販売店、スバル指定サービス工場

に連絡が取れない場合はJAFロードサー

ビスに連絡し、ご相談ください。

路上で動けなくなったとき

N

故障時の対応方法と連絡先

アドバイス

•スバル販売店、スバル指定サービス工
場と JAF ロードサービスの連絡先は別

冊のスバルサービスネットワークに記

載されています。

•万一のために、JAFに入会されることを
お奨めします。
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00-.book  15 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
けん引のとき

けん引のとき
万
一
の
と
き

車の故障などでけん引が必要な場合は、安全のため必ずスバル販売店に依頼してください。

旅先では、別冊の｢スバルサービスネットワーク｣を参考に、スバル販売店、スバル指定サー

ビス工場、JAFロードサービスに依頼してください。

■けん引方法の違い
車の仕様によりけん引方法が違います。下記の表を参照し、車の仕様にあったけん引をして

ください。

 

トランスミッション（変速機）や駆動装置、走行装置が故障したと思われる場合は車載して

ください。

けん引してもらうとき

600257
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00-.book  16 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
けん引のとき
■ロープによるけん引
やむを得ず4輪を接地させてロープでけん引

を行う場合は、次の方法で行ってください。

①けん引フックにロープをかけます。

注意

• 4WD車の場合、後輪のみの持ち上げけ
ん引は絶対にしないでください。駆動

装置が損傷したり、車がトレッカー

（台車）から飛びだすことがあります。

•全車前輪のみの持ち上げけん引は絶
対にしないでください。駆動装置が損

傷したり、車がトレッカー（台車）か

ら飛びだすことがあります。

600542

600543

アドバイス

•けん引時は、指定のフックにソフト
ロープをかけて行ってください。

•バンパーとロープとのこすれ部分にウ
エスを挟むかガムテープなどを貼って

ください。そのままけん引すると、バ

ンパーが損傷するおそれがあります。

600557
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00-.book  17 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
けん引のとき
万
一
の
と
き

②ロープ中央部に白い布（0.3 ｍ平方以上）

を付けます。

③マニュアル車、オートマチック車とも

「ニュートラル」にします。

④エンジンスイッチをONの位置にします。

⑤駐車ブレーキを解除し、けん引します。

けん引中は、前の車の制動灯に注意して

ロープをたるませないようにしてくださ

い。

次ページへ 

警告

•エンジンスイッチを「LOCK」の位置
にしたり、キーを抜いたりしないでく

ださい。ハンドル操作ができなくなり

思わぬ事故につながります。

•けん引フックはけん引時以外に使用
しないでください。

600259

注意

•スタビライザーなど、けん引フック以
外にソフトロープをかけ、けん引する

ことはできません。

故障の原因になるおそれがあります。

•マニュアル車、オートマチック車とも
「ニュートラル」にしてください。

•エンジンスイッチを ON の位置にして
ハンドルが自由に動くことを確認し

てください。

•移動の途中に長い下り坂や急な下り坂
があるときは、車載（4輪持ち上げ）で

のけん引を依頼してください。ロープ

けん引中はエンジンブレーキがまった

く効かないため、下り坂でブレーキを

踏み続けるとブレーキが過熱して効か

なくなるおそれがあります。

•急発進などロープに衝撃を与えない
よう運転してください。

•エンジンを止めてけん引する場合は、
次のような現象が起きます。充分注意

して操作してください。

･ ブレーキ倍力装置が働かず、ブレー

キの効きが悪くなります。

･ パワーステアリングが働かず、ハン

ドル操作が重くなります。

•駐車ブレーキを確実に戻してくださ
い。
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00-.book  18 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
けん引のとき
前ページより 

やむを得ず故障車をけん引するときは、自

車より重い車のけん引は避けてください。

また、溝に落ちた車の引き上げは行わない

でください。

• ABS付車は、エンジンスイッチONで前
輪持ち上げけん引を行った場合、ABS

警告灯が点灯する場合があります。こ

れは、前後の車輪速度が通常状態でな

いことを検出するためで、異常ではあ

りません。

•トランスミッション（変速機）内部お
よび駆動系部分が故障したと思われ

るときは必ず車載で（4輪を持ち上げ

て）けん引してください。

•故障の内容によりけん引できない場
合があります。

アドバイス

ワイヤーロープや金属製のチェーンな

どを使ってけん引されるときは、車体に

当たる部分のチェーンに布などを巻い

て行ってください。

そのままけん引されると、バンパーが損

傷するおそれがあります。

他車をけん引するとき

アドバイス

けん引時は、指定のフックにソフトロー

プをかけて行ってください。

600260

600261
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00-.book  19 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
オーバーヒートしたとき

オーバーヒートしたとき
万
一
の
と
き

次のようなときは、オーバーヒートです。

•水温表示灯／水温警告灯が赤色に点滅ま
たは点灯。

☆3－26ページ参照

•エンジンの力が急に落ちる。
•エンジンルームまたはラジエター付近か
ら蒸気が立ち上っている。

■対処のしかた
①後続車に注意し、安全な場所に車を止め

ます。

②水漏れ、水蒸気の吹き出しがないときは、

エンジンをかけたまま、リヤのバンパー

を開けて風通しをよくします。

このとき、冷却ファンが回っていること

を確認してください。

ファンが回っていないときは、エンジン

をすぐに止めてスバル販売店に連絡して

ください。

③水温表示灯／水温警告灯が消灯したらエ

ンジンを止めます。

④エンジンが冷えてから、冷却水量、水漏

れなどを点検します。

バン、ワゴンのリザーブタンクは助手席

シート床下、トラック、パネルバンは荷

室右下にあります。

☆2－35ページ参照

警告

•エンジンルームまたはラジエター付
近から水漏れ、水蒸気の吹き出しがあ

るときは、蒸気が出なくなるまで助手

席シート下のサービスホールを開け

ないでください。

高温になっているため、やけどなどの

重大な傷害を受けるおそれがありま

す。

•ラジエターが熱いときはキャップを
外さないでください。蒸気や熱湯が吹

き出して、やけどなど重大な傷害につ

ながるおそれがあり危険です。キャッ

プを開けるときは、ラジエターや補助

タンクが充分に冷えてから、布きれな

どでキャップを包みゆっくりと開け

てください。

アドバイス

エアコンを使用している場合はエアコ

ンを止めてください。

アドバイス

ラジエター付近から水漏れ、水蒸気の吹

き出しがあるときは、すぐにエンジンを

止めてください。車を安全な場所に止

め、スバル販売店に連絡してください。
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00-.book  20 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
オーバーヒートしたとき
⑤冷却水が不足しているときは、補給しま

す。ラジエター注水口の口元まで、リザー

ブタンクの上限（レベルゲージの“F”）

まで補給してください。

＜バン、ワゴン＞

＜トラック、パネルバン＞

⑥早めに最寄りのスバル販売店で点検を受

けてください。
600262

600263

600264

アドバイス

•冷却水は、エンジンが熱いときに入れ
ないでください。急に冷たい冷却水を

入れると、エンジンが損傷するおそれ

があります。冷却水は、エンジンが充

分に冷えてからゆっくりと入れてくだ

さい。

•冷却水がない場合は、応急的に水を補
給します。補給する水は、軟水または

水道水をご使用ください。
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00-.book  21 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
バッテリーが上がったとき

バッテリーが上がったとき
万
一
の
と
き

次のようなときは、バッテリー上がりです。

•スターターが回らないか、回っても回転
が弱くエンジンがかからないとき。

•ライトがいつもより極端に暗かったり、
ホーンの音が小さいとき。

警告

•ブースターケーブルをつなぐ前に
バッテリー液量を確認してください。

バ ッ テ リー 液 量 が 下 限（LOWER

LEVEL）以下で充電すると劣化を早め

たり、発熱や爆発のおそれがありま

す。バッテリー補充液を補充してから

行ってください。

•ブースターケーブルを接続するとき
は、以下を必ずお守りください。火花

が発生し、バッテリーから発生する可

燃性ガスに引火して爆発するおそれ

があり危険です。また、電子機器やエ

ンジン部品を傷めます。

･ プラス端子とマイナス端子を間違

えないでください。

･ プラス端子とマイナス端子を接触

させないでください。

･ 自車のバッテリーのマイナス端子

にケーブルを接続しないでくださ

い。

•バッテリーに火気を近づけないでく
ださい。バッテリーからは、可燃性の

ガスが発生しているので、引火爆発す

るおそれがあります。

•バッテリーを充電するときには、全て
のキャップを外し、通気のよい場所で

充電してください。発生したガスが充

満すると引火爆発するおそれがあり

ます。

•バッテリー液は希硫酸です。バッテ
リー液が身体につかないように気を

つけてください。目や皮ふに付くと重

大な傷害につながるおそれがありま

す。万一付着したときは、すぐに大量

の水で洗浄し、医師の診断を受けてく

ださい。

•バッテリーの液量がバッテリー側面
に示されている下限（LOWER LEVEL）

以下で使用を続けると、容器内の各部

位の劣化が進行し、バッテリーの寿命

を縮めたり、破裂（爆発）の原因とな

るおそれがあります。

注意

ブースターケーブルを接続するときは

下記の項目をお守りください。

• 12 Vのバッテリーを装着している車両
と接続してください。

•エンジン回転中にバッテリー端子を
外さないでください。電子機器が損傷

するおそれがあります。
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バッテリーが上がったとき
■対処のしかた
押しがけによる始動はできません。

救援車を依頼し、ブースターケーブルを接

続してエンジンを始動してください。

●ブースターケーブルの接続手順

①一本目（赤）のブースターケーブルを

自車のバッテリーのプラス端子につ

なげます。

②一本目（赤）のブースターケーブルを

救援車のバッテリーのプラス端子に

つなげます。

③二本目（黒）のブースターケーブルを

救援車のバッテリーのマイナス端子

につなげます。

④二本目（黒）のブースターケーブルを

自車のタイダウンフックにつなげま

す。

タイダウンフックは助手席側フロン

トタイヤの斜め手前にあります。

⑤救援車のエンジンを始動し、回転数を

少し高めにします。

⑥自車のエンジンをかけます。

⑦ブースターケーブルをつないだとき

と逆の手順で外します。

＜バン、ワゴン＞

＜トラック、パネルバン＞

アドバイス

•早めに最寄りのスバル販売店で点検を
受けてください。

•バン、ワゴンのバッテリーは助手席
シート床下にあります。

☆2－35ページ参照

•トラック、パネルバンのバッテリーは
車体左側にあります。

600401

600402
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ヒューズの点検・交換

ヒューズの点検・交換
万
一
の
と
き

バッテリーが上がっていないのにランプが

点灯しない、電気装置が動かないときは、

ヒューズ切れや電球（バルブ）切れが考え

られます。

この場合、以下の手順で確認してください。

①エンジンスイッチを LOCK の位置にしま

す。

②ヒューズが切れていないかを点検しま

す。

故障の状況から点検すべきヒューズを

ヒューズボックスの表示で確認し、点検

します。

③切れているときは、ヒューズや電球を交

換します。

■ヒューズボックスの位置
計器盤下のペダル取付部左に取り付けてあ

ります。

爪（上部）を押してカバーを外します。

■メインヒューズボックスの位置
メインヒューズ［60 A、40 A、30 A（大き

いタイプ）］が切れている場合は、すみやか

に点検整備を受けてください。

●バン、ワゴン
助手席のシートクッションの下にあり

ます。助手席を跳ね上げ、カバーを外し

点検します。

☆2－35ページ参照

15A 15A 15A 15A (15A) 15AMADE IN JAPAN

(15A)(15A)

(15A)(20A) (15A)(15A) (15A)

15A 15A (15A)(15A) 15A

20A 20A 20A

600558

40A
LAMP
60A

MAIN
(40A)
(ABS)
(30A)
(P/S)
(40A)
(P/W)

(20A)
(ABS)

15A
IG-COIL

20A
MAIN-FAN

15A
EGI

(20A)
(SUB-FAN)

15A
ALT-S

600268
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ヒューズの点検・交換
●トラック、パネルバン
車体左側のバッテリー裏にあります。

■ヒューズの点検・交換
●ヒューズの外しかた
カバーの表面にヒューズラベルが貼付

されています。故障の状況から点検すべ

きヒューズを確認します。

ヒューズプラーをヒューズボックスカ

バーから抜き取ります。

ヒューズプラーでヒューズをつかみ、抜

きます。

アドバイス

メインヒューズボックス内にヒューズ

［20 A、15 A（小さいタイプ）］がありま

す。このヒューズが切れたときは室内の

ヒューズボックス用スペアヒューズを

使用してください。交換後はすみやかに

点検整備を受けてください。

600269

600270

600160
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ヒューズの点検・交換
万
一
の
と
き

●ヒューズが切れているとき
ヒューズが切れているときは、ヒューズ

ボックスカバーの裏側にあるスペア

（15 A、20 A各1個）と交換してください。

切れたヒューズと同じ容量（アンペア

数）のヒューズと交換してください。

切れていない状態 切れている状態

●ヒューズが切れていないとき
• ライト類が点灯しないときは、電球を
点検し、切れているときは交換してく

ださい。

☆7－14ページ参照

また、電球が切れていない場合は、電

気系統の異常が考えられますので、ス

バル販売店で点検を受けてください。

• ライト類以外の電気装置が作動しな
いときは、電気系統の異常が考えられ

ますので、スバル販売店で点検を受け

てください。

注意

ヒューズを交換するときは下記事項を

お守りください。

•必ずエンジンスイッチをLOCKにして
ください。ONのままですと、ショート

したりして危険です。

•指定容量のヒューズに交換してくださ
い。

指定以外のヒューズを使うと故障に

つながります。

•ヒューズの代わりに針金や銀紙など
は絶対に使わないでください。配線の

過熱や焼損の原因になります。

A B

600041

アドバイス

•交換しても、またヒューズが切れる場
合は、電気系統の異常が考えられます

ので、スバル販売店で点検を受けてく

ださい。

•スペアヒューズと交換した後は、スバ
ル販売店でスペアヒューズの補充をし

てください。
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事故が起きたとき

事故が起きたとき
あわてず次の処置をしてください。

①続発事故の防止につとめてください
交通の妨げにならないような安全な場所に車を移動させ、エンジンを止めます。

②負傷者の救護につとめてください
負傷者がいる場合は、医師、救急車が到着するまでの間、可能な応急手当を行います。

③警察へ届け出をしてください
事故が発生した場所、状況、負傷者の有無や負傷の程度などを連絡します。

④相手方の確認とメモをおとりください
相手方の氏名、住所、電話番号などを確認してメモします。

同時に事故状況もメモしておいてください。

⑤スバル販売店と保険会社へ連絡してください
ご購入されたスバル販売店と加入の保険会社へ連絡をします。
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7 車　の　手　入　れ
7

･車の手入れ
・日常の手入れ ･････････････････････････････････････････････････････････ 7－ 2
・外装の手入れ ･････････････････････････････････････････････････････････ 7－ 3
・内装の手入れ ･････････････････････････････････････････････････････････ 7－ 5
・ワイパーブレードの交換 ･･･････････････････････････････････････････････ 7－ 6
・タイヤおよびホイール ･････････････････････････････････････････････････ 7－ 7
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車の手入れ

車の手入れ
■手入れのしかた
下記のような場所を走行した後や、塗装面

に異物が付着した場合は、必ず洗車してく

ださい。

また、飛び石などにより、塗装面に傷があ

る場合、錆の原因となりますので早めに補

修してください。

•凍結防止剤を散布した道路や海岸地帯、
ぬかるみ、砂地、砂利道を走行した後は、

錆の原因となりますので車体の下廻り、

足廻りを念入りに洗ってください。

•コールタール、ばい煙、鳥のふん、虫、
樹液などがついたとき。

■保管のしかた
車の保管、長期間の駐車には次のような場

所をお奨めします。

•直射日光が当たらない風通しのよい場
所。

•鉄道線路わきや農薬などの化学薬品が飛
散する場所、木のそばを避けます。

•いたずらされにくい場所。

日常の手入れ

アドバイス

•ラフロード等を走行し、泥や砂が床下
部に付着したままで放置すると、錆の

原因となります。ラフロード等の走行

後には、床下部を洗車し堆積した泥や

砂を洗い流してください。なお、洗車

する場合は先の尖ったものや鋭利なも

のを使わないでください。ブレーキ

ホースや配線等に傷をつけるおそれが

あります。

•夏期の屋外に車を止めると車内温度が
非常に高くなります。可燃物（ライター

やスプレー缶など）は置かないでくだ

さい。また、インストルメントパネル

の上、シートの上、ボディの上にゴム

類を置かないでください。変色するこ

とがあります。

•長い間車を使用しない場合には、駐車
ブレーキを引かずに「1」あるいは「R」

（マニュアル車）／ （オートマチック

車）に入れ、輪止めをして車が動かな

いようにしてください。

また、ワイパーを立てておいてくださ

い。ブレード（ゴム）のくせ付きや汚

れの付着を防止できます。

•ボディカバーについて、下記の点をお
守りください。

･ スバル純正品の中から車に合ったも

のを選んでください。

･ ときどき水洗いして砂ぼこりなどを

洗い流してください。

･ 風で飛ばされないようにしっかりか

けてください。

･ 雨の後はボディカバーを外し、車と

ボディカバーを乾かしてください。

P
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車の手入れ
車
の
手
入
れ

■洗車のしかた
•水を充分かけながら洗車してください。
•ボディは柔らかいスポンジやセーム皮を
使って洗ってください。

•足廻り、フェンダー内側、下廻りなどを洗
うときはゴム手袋を着用し、ハンドブラシ

などを使って洗ってください。泥や砂など

をよく落としてください。

•拭き残しがないようにきれいに水を拭き
取ってください。

•汚れがひどいところは中性洗剤で洗い、さ
らに水で完全に洗い落としてください。

●自動洗車機を使うとき
• ドアミラーを格納してください。
• リヤスポイラー付車を洗車する場合、
上面ブラシやエアブローダクトを使

用しないでください。上面ブラシやエ

アブローダクトがリヤスポイラーに

引っかかり、リヤスポイラーを損傷す

ることがあります。

• 自動洗車機の種類によっては、ブラシ
が引っかかりリヤワイパーを損傷さ

せるおそれがあります。洗車前に自動

洗車機の使いかたをよく確認し、リヤ

ワイパーを損傷させるおそれがある

場合はリヤワイパーをガムテープで

固定してください。係員がいる洗車場

では、係員の指示に従ってください。

●高圧洗車機を使うとき
• 洗車ノズルと車体との距離を充分離
してください。（30 cm以上）

• 同じ場所を連続して洗浄しないでく
ださい。

• 汚れが落ちにくい場合は手洗いしてく
ださい。洗車機から噴射される温水は

機種によっては高温・高圧のものがあ

るので、モールなど樹脂部分の変形、損

傷や車内に水が入ることがあります。

外装の手入れ

注意

•洗車後は、ブレーキの効きが悪くなる
ことがあります。後続車に注意しなが

らブレーキの効き具合を確かめてく

ださい。

•エンジンには直接水をかけないでく
ださい。エンジン始動不良やエンジン

不調、電気部品、配線部、パワーステ

アリングの故障などの原因につなが

るおそれがあります。

アドバイス

アルミホイールはセーム皮、スポンジな

ど柔らかいもので洗います。

汚れがひどいときは、中性洗剤を使って

洗い、ワックスがけをしてください。
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車の手入れ
■ワックスのかけかた
洗車のあと、ボディの温度が体温以下のと

きワックスがけをします。

■バンパー塗装面のお手入れ
バンパーの塗装面を末永くきれいな状態で

お乗りいただくために、以下のような日常

のメンテナンス方法をお奨めします。

①中性洗剤を用いてバンパーに付着した汚

れをよく洗い落としてください。

②塗装表面に汚れが付着した状態で長期間

放置すると、汚れが表面に固着して落ち

にくくなりますので、こまめな洗車を

行ってください。（少なくとも月に1回程

度を目安とし、汚れが目立ってきたらそ

の都度洗車してください。）

③洗車をしてもバンパーの汚れが落ちきら

ない場合は、微粒子コンパウンド、また

はコンパウンド入りワックス（推奨品；

サンジェット2000）を用いてのお手入れ

を行ってください。

④最後にワックス仕上げを行ってください。

■ガラスの手入れ
油膜などがガラスについてワイパーの拭き

残しが出たときは、ガラス洗浄剤を使って

きれいに落としてください。

ガラス洗浄剤はスバル純正品を使用してく

ださい。

アドバイス

お使いになるワックス、コンパウンドの

使用上の注意をよく読んでから使用し

てください。

アドバイス

【酸性雨に注意】
バンパーに限らず、雨（酸性雨）が降っ

たときは、出来る限り塗膜上の水分が蒸

発する前の洗車をお奨めします。そのま

まの状態で時間が経過すると、塗膜が酸

で侵される事があります。その他、鳥

糞・虫・花粉・樹液などの付着は、放置

されると塗膜を侵す原因となりますの

で早めに洗い落としてください。

アドバイス

•フロントガラスにワックスが付着した
り、窓ガラス用水はじき剤を使用しま

すと、ワイパーのビビリの原因になり

ます。

•フロントガラスにワックスが付かない
よう注意してください。ガラスに被膜、

油膜が付着していると、ワイパーの拭き

が悪くなります。また、夜間の雨降りの

場合、対向車のヘッドライトでガラスが

ぎらぎら光り大変危険です。

このようなときは、油膜落とし専用のガ

ラスクリーナーで除去してください。

•リヤガラス（電熱線）を車内から拭く
ときは、ガラス洗浄剤を使わず、柔ら

かい布などで軽く、電熱線に沿って拭

いてください。洗浄剤を使うと、リヤ

ウインドゥデフォッガーの電熱線を損

傷することがあります。
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車の手入れ
車
の
手
入
れ

①カークリーナーや電気掃除機などでほこ

りを取り除きます。

②水またはぬるま湯を含ませた布で軽く拭

き取ります。汚れがひどいときは中性洗

剤の水溶液を柔らかい布に軽く含ませ

て、汚れを落とします。

• 飲食物などをこぼしたときは、すぐに
汚れを落としてください。

③直射日光を避け、風通しの良い日陰で乾

燥させます。

■その他の手入れ
エアコン操作部、メーター、オーディオ操

作部、インストルメントパネル、コンソー

ルボックス、スイッチなどのプラスチック

部品を清掃するときは、ぬれた柔らかい布

を使用してください。

きれいで柔らかい布を水あるいはぬるま湯

に浸し、汚れを軽く拭き取ります。

内装の手入れ

警告

•シートベルトの清掃にベンジンやガソ
リンなどの有機溶剤や漂白剤を絶対に

使用しないでください。シートベルト

の強度が低下し、衝突などのとき充分

な効果を発揮せず、重大な傷害を受け

るおそれがあります。清掃するときは

中性洗剤かぬるま湯を使用し、乾くま

でシートベルトを使用しないでくださ

い。

•室内の清掃などで車内に水をかけな
いでください。

オーディオ類やフロアカーペット下

の電気部品などに水がかかると火災

や故障の原因になるおそれがありま

す。

アドバイス

•内装の手入れをするときは、ベンジン、
ガソリンなどの有機溶剤や酸、またはア

ルカリ性の溶剤は使用しないでくださ

い。変色やシミの原因になります。ま

た、各種クリーナー類には、これらの成

分が含まれているおそれがありますの

でよく確認のうえ使用してください。

•液体芳香剤をこぼさないように注意し
てください。含まれる成分によっては

変色やシミ、塗装はがれの原因になる

おそれがあります。
7－5
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■ワイパー本体の交換
①ワイパーアームについているツメを押し

ながらブレードを矢印の方向に引いて外

してください。

②ワイパーアームに新品のワイパーブレー

ドを取り付けてください。

このとき、ワイパーブレードのフックが

確実に固定されていることを確認してく

ださい。

③手を添えながらワイパーアームを元の位

置に戻してください。

■ブレードラバーの交換方法
①ブレードラバー端部をワイパーブレード

から外してください。

②ワイパーブレードのツメ部からブレード

ラバーを引き抜いてください。

③ワイパーブレードに新品のワイパーブ

レードラバーを挿入してください。この

とき、ブレードラバーの溝部にワイパー

ブレードのツメ部が挿入されていること

を確認してからワイパーを作動させてく

ださい。適切に装着されていないと、ガ

ラス面に傷をつけるおそれがあります。

ワイパーブレードの交換

700370

700155

700017

700018
7－6
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車の手入れ
車
の
手
入
れ

④確実に装着されているか、確認してから

ワイパーを使用してください。

間違った状態で装着されていると、ガラ

スに傷をつけることがあります。

■タイヤの点検
下記事項を日常的に点検してください。

•タイヤに大きな傷はないか
•くぎは刺さっていないか
•石は噛み込んでいないか
•異常な摩耗はないか
タイヤに損傷や異常摩耗が認められたとき

は、お近くのスバル販売店にご相談くださ

い。

■タイヤ空気圧と摩耗
タイヤの空気圧を適正に保つことは、タイ

ヤの寿命を延ばすだけでなく走行性能の維

持のため非常に重要です。スペアタイヤを

含むタイヤの空気圧は、最低でも月に1回は

燃料補給の際等に点検し正しく調整してく

ださい。また、長距離走行の前にも必ず点

検してください。

アドバイス

•ワイパーブレードおよびブレードラ
バーはスバル純正品をご使用くださ

い。純正品以外を使用すると、適切に

装着できない場合があります。

•ブレードラバーは交換部品です。傷ん
だままのブレードラバーを使い続ける

とガラスに傷をつけることがありま

す。払拭性能が落ちてきたり、スジつ

きが目立つようになったら早めに交換

してください。

•ブレードの寸法は下記のとおりです。
フロント

　運転席側：425 mm

　助手席側：425 mm

リヤ　　　：400 mm

•起こしたワイパーを戻すときは、手を
添えながら、ゆっくりとウインドゥガ

ラス面へ戻してください。スプリング

の力だけで離れた位置から戻すとワイ

パーアームの変形や、フロントガラス

に傷がつくことがあります。

タイヤおよびホイール

注意

•縁石にぶつかったときや荒れた路面
を走行したときの衝撃でタイヤやホ

イールが目に見えない損傷を受ける

ことがあります。縁石に乗り上げない

ように心がけてください。やむを得ず

縁石に乗り上げる際はゆっくりと、直

角に乗り上げるようにしてください。

また、駐車するときはタイヤが縁石に

押しつけられていないか確認してく

ださい。

•走行中いつもと違う振動を感じたり、
車両の直進性が悪いようであれば、い

ずれかのタイヤおよびホイールが損

傷を受けている可能性があります。お

近くのスバル販売店まで安全を確か

めながら走行して点検を受けてくだ

さい。
7－7



00-.book  8 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
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空気圧の点検は、タイヤが冷えている状態で

実施してください。空気圧ゲージを使用し、

タイヤ空気圧ラベルに記載されている指定

値どおりに調整してください。

タイヤ空気圧ラベルは運転席側のドアを開

けたボディ側に貼られています。

タイヤはわずかな距離を走っただけでも暖

まり空気圧は上昇します。また、タイヤの

空気圧は気温の影響も受けますので、空気

圧の点検は屋外で運転開始前に行うのが最

良です。

タイヤが暖まっているとタイヤの中の空気

が膨張するために空気圧は高くなるので

誤って空気圧を下げないでください。

タイヤ空気圧が適正でないと操縦性能や乗

り心地を悪化させるとともにタイヤの偏摩

耗や異常摩耗の原因となります。

•空気圧が適正である場合…
タイヤの接地面が均一に摩耗。

路面との接地性が良くハンドル操作が

正確になります。

車輪の抵抗が減るため燃料消費量が減

少します。

•空気圧が不足している場合…
タイヤの接地面の端部が摩耗。

車輪の抵抗が増えるため燃料消費量が増

加します。

注意

•タイヤが暖まっているときは約30 kPa
（0.3 kg/cm）空気圧が高くなります。

•タイヤが冷えている状態とは、車を 3
時間以上駐車しておくか、走行距離が

1 km以下の走行を意味します。

700168

700019

700020
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車
の
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•空気圧が過大な場合…
タイヤ接地面の中央部が摩耗。

車の乗り心地が悪くなります。

タイヤが路面の凹凸の影響を受けやすく

なり、車両故障の原因になります。

■ホイールバランス
新車時、各ホイールのバランスは調整して

ありますが、しばらく使用するとタイヤの

摩耗とともにホイールバランスが狂ってき

ます。

ホイールバランスが適正でないと特定の速

度域でハンドルが小刻みに振動したり、直

進性が悪くなったりするばかりか、ステア

リング系統やサスペンションの故障および

タイヤの異常摩耗などの原因となります。

ホイールバランスの狂いを感じたらスバル

販売店でホイールバランスを点検・調整し

てください。

タイヤの修理をした際、またはタイヤを交

換した際もホイールバランスの調整をして

ください。

■ホイールアライメント
車両の直進性、旋回性を確保するため、あ

らかじめサスペンションに設定されている

角度です。

縁石にぶつかったりするとホイールアライ

メントが狂うことがあります。

警告

とくに空気圧が低い状態のまま高速走

行するとタイヤは極端に変形しタイヤ

自体の温度が急激に高くなります。タイ

ヤ温度の急激な上昇は、タイヤの接地面

にセパレーション（剥離現象）を生じさ

せ、タイヤの破裂を引き起こす原因にな

ることもあります。その結果、車両のコ

ントロールを失い事故につながるおそ

れがあります。

700021

注意

ホイールアライメントが狂っていると、

タイヤの片側だけが摩耗したり走行安

定性が低下します。タイヤの異常摩耗に

気がついたらスバル販売店にご相談く

ださい。
7－9
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■ウエアインジケーター
タイヤには、ウエアインジケーター（摩耗

状況を表示するもの）がついています。タ

イヤの接地面の溝の深さが1.6 mm以下にな

ると現れます。

タイヤの接地面にウエアインジケーターが

現れたときにはタイヤを交換してくださ

い。

（1）新品タイヤ

（2）摩耗したタイヤ

（3）ウエアインジケーター

■回転方向指定タイヤ
回転方向が指定されているタイヤには回転

方向マークが表示されています。タイヤを

取り付けるときには回転方向マークを前進

方向に合わせてください。左右を入れ替え

ないでください。

スペアホイールに回転方向が指定されてい

るタイヤを装着する場合は、車体との取付

面を下に向けたときに、回転方向マークが

反時計方向に向くように取り付けてくださ

い。

警告

ウエアインジケーターが現れたら、タイ

ヤの摩耗が限度以上になっています。す

ぐにタイヤを交換してください。

ウエアインジケーターが現れたままで

雨天の高速走行をすると、ハイドロプ

レーニング現象＊を起こしやすく、その

結果車両のコントロールを失い、事故に

つながるおそれがあります。

＊：水のたまった道路を高速で走行す

ると、タイヤと路面の間に水が入り

込み、タイヤが路面から浮いてしま

い、ハンドルやブレーキが効かなく

なる現象

(1) (2)(3)

700022

注意

安全のためにタイヤの接地面を定期的

に点検しウエアインジケーターが現れ

る前に新品と交換するよう心がけてく

ださい。

700419
7－10
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■タイヤの位置交換
（タイヤローテーション）
タイヤの摩耗は、各タイヤごとで異なりま

す。タイヤの寿命を延ばすには、タイヤの

摩耗を均一にする必要があります。5,000

km ごとに前後のタイヤの位置交換を行う

ことが最善です。

●５本（スペアタイヤも使って）で
行うとき

回転方向指定タイヤの場合

※スペアタイヤ

回転方向指定タイヤ以外の場合

※スペアタイヤ

●４本（スペアタイヤを使わない）
で行うとき

回転方向指定タイヤの場合

回転方向指定タイヤ以外の場合

700485

700486

注意

スペアタイヤに他の4輪と異なるものが

使われている場合は、5本のタイヤによ

る位置交換（タイヤローテーション）を

することができません。次の“4本（ス

ペアタイヤを使わない）で行うとき”を

ご参照ください。

700400

700401
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■タイヤの交換
ホイールおよびタイヤは単なる付属品では

なく、走行する上で大変重要な役割を果た

しています。

お車には、走行性能と乗り心地と寿命をバ

ランスさせた、車の性格に最も合ったタイ

ヤが標準装備として取り付けられていま

す。タイヤを交換する際は、タイヤ空気圧

ラベルに指定されているタイヤを使用して

ください。

タイヤを交換するときは、下記事項をお守

りください。

• 4輪とも必ず、指定サイズ、同一サイズ、
同一メーカー、同一銘柄および同一ト

レッドパターン（溝模様）のタイヤを装

着してください。

•スペアタイヤを含めて 5本のタイヤで位
置交換（タイヤローテーション）するこ

とを予定している場合は、スペアタイヤ

は他の 4輪のタイヤと同一サイズ、同一

メーカー、同一銘柄および同一トレッド

パターン（溝模様）のタイヤを使用して

ください。

•回転方向が指定されているタイヤをスペ
アホイールに装着するときは、取り付け

向きが定められています。詳細は「回転

方向指定タイヤ」をご参照ください。

☆7－10ページ参照

•著しく摩耗したタイヤは使用しないでく
ださい。

•摩耗差の著しいタイヤを混ぜて使用しな
いでください。

•タイヤの空気圧を指定空気圧に保ってく
ださい。

アドバイス

タイヤの位置交換をする際は、タイヤの

偏摩耗や損傷を確認し、必要に応じてタ

イヤを交換してください。

タイヤの位置交換後、タイヤ空気圧を調

整しホイールナットの締め付けを確認

してください。

約1,000 km走行後にホイールナットの締

め付け具合を点検してください。いずれ

かのナットがゆるんでいるようであれ

ば締め付け直してください。
7－12
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■ホイールの交換
•ホイールを交換するときは、必ず指定サ
イズで同一種類のホイールを取り付けて

ください。

•ホイールのサイズはサービスデータをご
覧ください。

☆9－6ページ参照

警告

• 4 輪のうち 1 輪でも異なるタイヤを装
着すると、車両の駆動系の損傷につな

がるおそれがあり危険です。また、操

縦性・ブレーキ性能を危険なものに

し、事故につながる可能性があります

ので、下記事項をお守りください。

･ 4 輪とも必ず、指定サイズ、同一サ

イズ、同一メーカー、同一銘柄およ

び同一トレッドパターン（溝模様）

のタイヤを装着してください。

･ 著しく摩耗したタイヤは使用しな

いでください。

･ 摩耗差の著しいタイヤを混ぜて使

用しないでください。

･ タイヤの空気圧を指定空気圧に

保ってください。

･ スペアタイヤは、指定されたサイズ

を、指定した位置に装着してくださ

い。

なお、冬用タイヤ（スタッドレスタ

イヤ）を装着するときも同様です。

•ラジアルタイヤ以外は装着しないで
ください。操縦性を危険なものにし、

事故につながるおそれがあります。

警告

仕様違いのホイールを装着しないでく

ださい。ホイールがブレーキに接触した

り、タイヤと車体とのすき間が変わるこ

とで操舵時にタイヤが車体に接触し、車

両のコントロールができなくなり、事故

につながるおそれがあります。

アドバイス

•ホイールは、リムサイズやオフセット
が同じでも、他の車の物は使えない場

合があります。お手持ちの物をご使用

になるときは、スバル販売店にご相談

ください。

•アルミホイールには荷重制限がありま
すので、交換するときはスバル販売店

にご相談ください。

•タイヤやホイールを交換したときは、
ホイールバランスを確実にとってくだ

さい。
7－13
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ヘッドランプ、後面方向指示灯兼非常点滅灯、尾灯、制動灯、後退灯、ライセンスランプの

電球の交換について記載してあります。その他の電球の交換についてはスバル販売店にご相

談ください。

※バルブ交換時はASSY交換になります。

電球の交換

番号 電球（バルブ） 容量 バルブ形式

（1） ルームランプ ワゴン

バン

トラック（ハイルーフを除く）

12 V－8 W

トラックハイルーフ 12 V－13 W

（2） 前面方向指示灯 兼 非常点滅灯 12 V－21 W WY21W

（3） 前照灯（ヘッドランプ） 12 V－60/55 W H4

（4） 前部霧灯（フロントフォグランプ） 12 V－35 W H3

（5） 車幅灯（ポジションランプ） 12 V－5 W W5W

（6） 側面方向指示灯 兼 非常点滅灯 12 V－5 W ※

(1)

(2) (3) (4) (5) (6)
700382
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ワゴンのスポイラー内蔵型ハイマウントストップランプはLEDタイプとなります。

交換はスバル販売店にご相談ください。

番号 電球（バルブ） 容量 バルブ形式

（7） ハイマウントストップランプ（室内用） 12 V－21 W P21W

（8） 荷室ランプ 12 V－8 W ―

（9） 番号表示灯（ライセンスランプ） 12 V－10 W R10W

（10）尾灯 兼 制動灯 12 V－21/5 W P21/5W

（11）後退灯 バン・ワゴン 12 V－16 W W16W

（12）後面方向指示灯 兼 

非常点滅灯

バン・ワゴン 12 V－21 W PY21W

トラック・パネルバン 12 V－21 W P21W

（13）作業灯 一般、赤帽 12 V－10 W A12V10WC

JA 12 V－20 W フェストン球

15×44
（14）後退灯 トラック・パネルバン 12 V－21 W P21W

（15）荷室ランプ 赤帽 12 V－8 W ―

(7)

(9) (10) (11) (12) (9) (14) (10) (12)

(8) (13)

(15)

700383
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注意

•定められたワット数のものと交換し
てください。大きなワット数のものに

交換すると、車両火災の原因につなが

るおそれがあります。

•ハロゲンバルブはガラス球内部の圧
力が高いため、落としたり、物をぶつ

けたり、傷をつけたりすると損傷して

ガラスが飛び散ることがあります。取

り扱いには充分に注意してください。

また、ハロゲンバルブの電球の表面に

手など触れないようにしてください。

使用時電球は高温になるため、油など

が付着すると寿命が短くなります。触

れた場合は、薄い中性洗剤水溶液を柔

らかい布に含ませてよく拭き取って

ください。

•ランプ点灯時は高温になりますので、
レンズに触れないようにしてくださ

い。

アドバイス

•ヘッドランプ、制動灯などのランプは、
雨天走行や洗車などの使用条件によ

り、レンズ内面が一時的に曇ることが

あります。これはランプ内部と外気の

温度差によるもので、雨天時などに窓

ガラスが曇るのと同様の現象であり、

構造上の問題ではありません。

ただし、レンズ内面に大粒の水滴がつ

いているときやランプ内に水がたまっ

ているときはスバル販売店にご相談く

ださい。

•取り外した部品はなくさないようにし
て、元通りに取り付けてください。

パッキンなどが確実に取り付けられて

いないと、水が入る原因となります。

•電球を交換したときは、点灯、消灯、
点滅を確かめてください。

•へッドランプを交換したときは、法律
で定められた光軸調整が必要となりま

す。スバル販売店にご相談ください。

•レンズをネジで締め付けるとき、締め
過ぎてレンズを割らないように注意し

てください。
7－16
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車の手入れ
車
の
手
入
れ

■ヘッドランプ
①ボルトを外し、カバーを取り外します。

②コネクターを外します。

③スプリング（爪）を外し、バルブを取り

外します。

■リヤコンビネーションランプ
●ワゴン、バン

①リヤゲートを開けます。

②エンジンフードを開けます。

③シールパッキン（カバーインシュレー

ター）を外します。

④ネジ3本を外してランプ本体を取り外

します。

⑤ソケットを左に回し、ランプ本体から

外します。

⑥ の尾灯、制動灯、 の後面方向指示

灯は電球をいっぱいに押し込みなが

ら左に回し、ソケットから外します。

の後退灯は電球をつまんで引き抜

きます。注意

ハロゲン電球はガラス球内部の圧力が

高いため、落としたり、物をぶつけたり

すると損傷してガラスが飛び散る場合

がありますので充分注意して取り扱っ

てください。また、素手で触らずにきれ

いな手袋を着用してください。

700171

700172
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車の手入れ
●トラック、パネルバン

①前面のネジ4本を外し、レンズを取り

ます。

※後面方向指示灯のみの交換は車

両外側のレンズ（ネジ2本）を外

すことで交換できます。

②電球をいっぱいに押し込みながら左

に回し、ソケットから外します。

③後退灯も同じように外します。

■ライセンスランプ
①ランプカバーのネジ2本を外し、レンズを

取り外します。

②電球をいっぱいに押し込みながら左に回

し、ソケットから外します。

アドバイス

レンズを付けるとき、ランプの上下を逆

に取り付けないよう注意してください。

パッキンに水抜き穴のついている方が

下側です。

700173

700174

700175

700176
7－18
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8 特別装備車（赤帽車、
JA車、郵政）の仕様
8

･特別装備車（赤帽車、JA車、郵政）の仕様
・収納式駐車ブレーキレバー（赤帽）･･････････････････････････････････････ 8－ 2
・作業灯スイッチ（赤帽）････････････････････････････････････････････････ 8－ 3
・二段階開度式リヤゲート（赤帽、郵政）･･････････････････････････････････ 8－ 3
・リヤゲートチェーン（赤帽、JA）････････････････････････････････････････ 8－ 4
・可倒式ランバーステー（JA）････････････････････････････････････････････ 8－ 4
・バックブザー（赤帽、JA）･･････････････････････････････････････････････ 8－ 5
・ブレーキパッド摩耗警報（赤帽) ････････････････････････････････････････ 8－ 5
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特別装備車（赤帽車、JA車、郵政）の仕様

特別装備車（赤帽車、JA車、郵政）の仕様
駐車ブレーキレバーを引いたときと同じ制

動力を保持したまま、レバーをシートと同

じ高さまで下げられます。

■収納するとき
①駐車ブレーキレバー（1）を引き上げ、確

実に車両を固定します。

②ロック解除ボタン（2）を押します。（一

度押せばロック解除機構は保持されま

す）

③駐車ブレーキレバー先端のボタンを押さ

ずにレバーを押し下げると、シートと同

じ高さまで収納されます。

■戻すとき
①駐車ブレーキレバーを引き上げ、収納前

の状態に戻します。

②レバーを軽く引き上げ、レバー先端のボ

タンを押しながら確実に戻します。

収納式駐車ブレーキレバー（赤帽）

(1)

(2)

800031

警告

収納操作をしたときは、レバーが元の位

置にあっても駐車ブレーキを引いたとき

と同じ状態であることを忘れないでくだ

さい。走行開始するときは駐車ブレーキ

レバーを収納前の状態に戻し、ブレーキ

警告灯の消灯を確認してください。

800032
8－2
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特別装備車（赤帽車、JA車、郵政）の仕様
特
別
装
備
車
の
仕
様

夜間、荷物の積み降ろしをするときに使用

します。エンジンスイッチがAccまたはON

のとき、駐車ブレーキレバーを引いてから

スイッチを押すと点灯します。

※パネルバンはエンジンスイッチの位

置、駐車ブレーキに関係なく点灯しま

す。

リヤゲート（上側）の開閉角度を2段階に変

えることができます。

＜一段目＞
リヤゲートを開くと一旦一段目で止まりま

す。

＜二段目＞
一段目より、さらに上方へ押し上げると、

全開位置まで開くことができます。

作業灯スイッチ（赤帽）

注意

•上記以外の操作をしても点灯しませ
ん。

•走行するときは必ずスイッチを切っ
ておいてください。ONのままですと交

差点などで駐車ブレーキレバーを引

いたとき作業灯が点灯し、後続車に迷

惑をかけることになります。

•作業灯のON－OFFは、作業灯スイッチ
で行ってください。駐車ブレーキレ

バーで繰り返しON－OFFすると駐車

ブレーキスイッチの故障の原因にな

ります。

800279

二段階開度式リヤゲート（赤帽、郵政）

注意

リヤゲートを水平位置で長時間放置し

ないでください。自然に全開位置まで開

いて、車庫の天井などとぶつかり、リヤ

ゲートや周囲のものを損傷するおそれ

があります。

800034

800035
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特別装備車（赤帽車、JA車、郵政）の仕様
リヤゲートを水平に保ちます。

外すこともできます。

パネルバンのリヤゲートを水平にした状態

での走行は、道路交通法の全長規制に違反

します。

使用しない場合は、リヤゲートに収納する

ことができます。

使用時にはブラケットを立ててください。

リヤゲートチェーン（赤帽、JA）

注意

•リヤゲートを水平にした状態で、重量
物等の積み降ろしをする場合には十

分注意してください。思わぬ事故につ

ながるおそれがあります。

•リヤゲートを水平にした状態で、リヤ
ゲートの上に乗らないでください。思

わぬけがをすることがあります。

800036

可倒式ランバーステー（JA）

800038
8－4
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特別装備車（赤帽車、JA車、郵政）の仕様
特
別
装
備
車
の
仕
様

リバースギヤにシフトするとブザーが鳴り

車両が後退することを車外に知らせます。

また、赤帽車はライト点灯時（スモールラ

ンプ含む）はブザーが鳴りません。

パッドが摩耗して交換時期になるとブレー

キペダルを踏むたびに金属的な摩擦音

（キーキー音）がします。

音が発生したときは直ちにスバル販売店で

交換してください。

バックブザー（赤帽、JA） ブレーキパッド摩耗警報（赤帽)
8－5
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MEMO
8－6



00-.book  1 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
9 サ ー ビ ス デ ー タ
9



00-.book  2 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
サービスデータ

サービスデータ
交換時期については、舗装路を1年に10,000 km程度走行する車を前提に定めてあります。走行

距離の多い車や未舗装路を走行するなど厳しい使われかたをした車については、別冊「メン

テナンスノート」をご覧ください。

スパーク
プラグ

指定スパークプラグ
車種

品番 メーカー 電極すき間

赤帽車以外の全車 BKR6E NGK 0.7～0.8 mm

赤帽車 BKR6ETP NGK 0.8～1.0 mm

交換時期 20,000 km（赤帽車：100,000 km）ごと

ブレーキ
ペダル

遊び 1～3 mm

踏込時ペダルブラケット
のナットとの距離

140 mm以上

クラッチ
ペダル

遊び 5～15 mm

切れたときのペダルブラ
ケットのナットとの距離

30 mm以上

駐車ブレーキの引きしろ
約200 N（約20 kgf）の力で
ゆっくり引いたとき

7～9 ノッチ

タイヤ空気圧 9－6ページ参照

ウォッシャータンク容量 2.0

燃料タンク容量 約40

使用燃料 無鉛レギュラーガソリン

エンジンの
タイミングベルト

使用ベルト 専用タイミングベルト

交換時期 100,000 kmごと

エアクリーナー
エレメント

使用部品 純正エアクリーナエレメント

交換時期 40,000 km（事業用：20,000 km）ごと

バッテリー型式 38B19L（12V28AH）
9－2
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サービスデータ
サ
I
ビ
ス
デ
I
タ

※1 エンジンオイル消費量は新車時から数千km走行すると安定しはじめます。

また、厳しい運転条件（悪路、山道、登降坂路、交差点等での急加減速の繰り返し、ま

たはエンジンの高回転使用頻度が高い等）での走行時は、通常に比べてエンジンオイル

の消費が早くなることがあります。このような使用の頻度が高い場合、1000 km走行あ

たり0.5～1 消費する場合もあります。早めの点検・補給をお奨めします。

※2 EL＝エクストラ・ロー（超低速ギヤ）

エンジンオイル※1

使用オイル

スバルモーターオイルSM 5W-30 5W-30（SM級）

スバルモーターオイルSM 0W-20 0W-20（SM級）

スバルモーターオイルSL 5W-30 5W-30（SL級）

FREEDOM 10W-30

エルフ10W-50 レ･プレイアード 10W-50

規定量

・赤帽のスーパーチャー
　ジャー車
・スーパーチャージャー
　のAT車

約2.5
オイルフィルター

交換時は
約0.2 多く

補充してください
上記以外 約2.4

交換時期
10,000 km（事業用：5,000 km）ごと、
または6か月（事業用：3か月）ごと
（どちらか早いほうで実施）

エンジンの
オイルフィルター

使用部品 純正オイルフィルター

交換時期 10,000 km（事業用：5,000 km）ごと

フューエルフィルター
使用部品 純正フューエルフィルター

交換時期 60,000 km（事業用：40,000 km）ごと

トランスミッション
オイル
（マニュアル車）

使用オイル スバルギヤオイルエクストラ　75W/80（GL-4）

規定量

2WD 約2.0

セレクティブ4WD 約2.1

EL※2付セレクティブ4WD 約2.3

フルタイム4WD 約2.2

交換時期 40,000 kmごと

トランスミッション
オイル
（3AT車）

使用オイル スバルATF

規定量
2WD 3.8 （赤帽車は4.1 ）

4WD 4.2

交換時期 40,000 kmごと
9－3



00-.book  4 ページ  ２００６年１１月２１日　火曜日　午前１０時４５分
サービスデータ
フロント
デファレンシャルオイル
（4WD車）

量の判定基準
フィラープラグ穴下端より
0～－5 mm間にあること

使用オイル スバルギヤオイルエクストラS　75W-90（GL-5）

規定量 一般4WD車：0.8

交換時期 40,000 kmごと

冷却水

使用冷却水 スバルクーラント

規定量
AT車、スーパーチャージャー車 約6

上記以外 約5

交換時期
40,000 kmごとまたは2年ごと
（どちらか早いほうで実施）

ブレーキフルード

使用フルー
ド

スバル純正ブレーキフルード（DOT3）
（銘柄の異なるブレーキフルードを使用しないこと）

交換時期 2年ごと

ドラムブレーキのシュー
のライニング摩耗限度

後輪 標準厚さ：4.5 mm、使用限度：1.7 mm

ディスクブレーキの
パッドの摩耗限度

前輪 標準厚さ：9 mm、使用限度：2.0 mm

点火時期 全車 BTDC10°/750 rpm

弁すき間 冷態時
吸気 0.15 mm

排気 0.30 mm
9－4
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サービスデータ
サ
I
ビ
ス
デ
I
タ

10 kgで押したときのオルタネータベルト（イ）およびスーパーチャージャーベルト（ロ）
のたわみ量

エアコンなし車 エアコン付車 スーパーチャージャー車

イ
10.5～13.5 mm
（7.5～10.5 mm）

6～7 mm
（5～6 mm）

4～6 mm
（4～5 mm）

ロ ― ―
6.5～7.5 mm
（5.5～6.5 mm）

アドバイス

•（　）内の数値は新品ベルトのたわみ量を示します。
•表示している交換部品のほかに継続検査（車検）時に定期交換する部品もあります。

900074
9－5
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サービスデータ
＜タイヤ・ホイール＞
•標準装着タイヤおよび装着可能なタイヤのサイズと空気圧は、車種・グレードにより異な
りますので運転席ドアを開けたボディ側に貼ってある「タイヤ空気圧」のラベルをご覧く

ださい。

•参考：標準装着タイヤ（車種・グレードによって異なります）
■ホイールサイズ

■タイヤ空気圧

●トラック、バン 単位：kPa（kgf/cm2）

●ワゴン 単位：kPa（kgf/cm2）

■タイヤの位置交換と交換時期

タイヤサイズ
ホイールサイズ

リムサイズ P.C.D オフセット量

145R12 12×4.00B 100 45

165/70R13 13×4.50B 100 45

車　　　種 タイヤサイズ
2名+100 kg以下 定積載

前輪 後輪 前輪 後輪

トラック 350 kg積車
2WDおよび
4WD

145R12-6PR
200
（2.0）

220
（2.2）

240
（2.4）

300
（3.0）

バン 350 kg積車
2WDおよび
4WD

145R12-6PR
200
（2.0）

220
（2.2）

240
（2.4）

300
（3.0）

ディアス 350 kg積車
2WDおよび
4WD

145R12-6PR
220
（2.2）

220
（2.2）

240
（2.4）

300
（3.0）

タイヤサイズ 前輪 後輪

165/70R13 200（2.0） 220（2.2）

タイヤの位置交換（タイヤローテーション）時期 5,000 kmごと

タイヤの交換時期
ウエアインジケーターが現れたとき
（タイヤの溝の深さが1.6 mm以下）
9－6
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さくいん

さくいん
あ
アームレスト･･･････････ 2 －34、2 －39

アンチロックブレーキシステム･･･ 3 －45

アンテナ･･･････････････････････ 4 －12

い
イラスト目次･･･････････････････ 0 － 1

う
ウインカーレバー･･･････････････ 3 － 6

ウォッシャー･･･････････････････ 3 － 7

ウォッシャータンク･････ 2 －35、3 － 9

え
エアコン･･･････････････････････ 4 － 2

AM／FM電子チューナー・

カセットデッキ･･･････････････ 4 －18

AM／FMマルチ電子チューナー・

CDプレーヤー ････････････････ 4 －27
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